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　――オレのようになりたい、だと？




　ガルデニア七迷めい宮きゆうの一角、クレタタ島の《大迷路ラビリントウス》を史上初攻こう略りやく。

　クレタタ島の内戦を終結に導き、剣つるぎの王国アテナイを建てた英えい雄ゆう。

　推定レベル[image: ]、世界でただ一人の特級冒ぼう険けん者しや。

【冒ぼう険けん王おう】テセウス。

　彼かれが建国後に投じた一言は、人々の〝夢〟と〝希望〟をかきたてた。




　――フハハハハハ!!　ならば、迷宮に行ゆけ!!

　理想があるならば、己おのが手でつかみとってみせろッッッ!!!!!!




　新ガルデニア暦二〇六年――大だい冒ぼう険けん時代がこのとき、幕を開けた。

　それより二〇年後、一人の少年の冒ぼう険けんもまた――







第１話　新米冒険者、美少女と出会う










１




　新米冒険者が英雄になりたいなんて夢物語なのだろうか？

　常人を遥はるかにこえる能力値パラメイタ。モンスターを薙なぎはらう一いち撃げき必殺の魔ま法ほうスキル。

　強く、賢さかしく、優やさしく、誠実で、倫りん理り的てきで、鋼の意志を持つ稀き代だいのカリスマ。

　邪じや悪あくな巨竜ドラゴンを討とう伐ばつし、万ばん物ぶつを斬きりさく最強の魔ま剣けんを手にし。

　数多あまたの迷宮を踏とう破はし、使いきれぬほどの金銀財宝を手にし。

　囚とらわれの姫ひめを救出し、世界にとどろく名声と栄えい誉よを手にし。

　国を興おこして王となり、見み目め麗うるわしい美女の集つどう後宮ハーレムを手にし。

　鍛きたえた技わざで数々の武ぶ勲くんを打ちたて、信しん頼らいにたる仲間を増やして新たな冒険へ。

　たとえば、そう――冒険王テセウスのように吟遊詩人バードに詠うたいつがれる英雄だ。




　新米冒険者がそんな英雄になりたいなんて、やっぱり夢物語なのだろうか？




　――否いな！

（僕ぼくだって……英雄になれる！　英雄になってハーレムを築くんだ！）

　新米冒険者ハレ・エードルンドは、今まさに英雄になろうとしていた。

　迷宮《冥府の門フエルズゲイト》、１層。

　ハレが単独探索ソロプレイのすえにたどりついたのは、広々とした正方形の空間。

　赤茶の鉱物に覆おおわれ、あちこちで魔鉱石クリスタルが発光するいつもの迷宮風景。

　そこに、英雄ゆめを現実にするチャンスがあった。

　具体的には、一人の冒険者がモンスターに襲おそわれていた。

　英雄といえば、人助け。窮きゆう地ちの人を助けるのは、英雄なら必ず通る道。

　人助けで、英雄への第一歩を踏ふみだそう。そう勇いさんでいたハレだが――

（うっわあ、襲われてるの男かよ。やる気なくすなあ……）

　回かい廊ろうの角からこっそりと状じよう況きようを確かく認にんし、がっかりする。

　襲われているのは、小人ピテイカの少年だった。

　歳としはハレと同じ一六ぐらい。背せ丈たけは一二〇Ｃセイチほど。只人サピエで中ちゆう背ぜいのハレと比べると、まるで子供だ。浅黒い肌はだと赤茶の巻き毛は、山さん腹ぷくに棲すむ黒人種ハルフツトの証あかしである。

　身にまとうのは、簡素な軽装鎧ライトアーマー。また、矮わい躯くに不釣りあいな戦鎚ハンマーを背せ負おっている。

　ハレと同じく、新米冒険者といったところか。

　英雄が助けるのは、美少女がベスト。いささかやる気がそがれるハレなのだった。

（まあでも……モンスターは、相手にとって不足なしか）

　少年を襲っているのは、巨きよ大だいな黒い獣けものだった。

　象ほどもある巨きよ躯く。凶きよう悪あくな爪つめと牙きば。燃えるような深しん紅くの瞳ひとみ。口からもれでる炎の息ブレス。

　討伐難度レベル55の中型級モンスター《黒猟犬ヘルハウンド》だ。本来ならこの１層では遭遇エンカウントしない強力な魔ま物ものであり、熟練度レベル13の新米ハレからすれば想定外の難なん敵てきだった。

　そんな魔ま獣じゆうに壁かべぎわに追いやられ、少年は絶体絶命の窮きゆう地ちにおちいっている。

（ほっとけないな……よし、助けよう！）

　ハレはごくりと唾つばをのみくだし、銀手甲ガントレツトで覆われた拳こぶしを握にぎりしめる。

　黒猟犬ヘルハウンドが小人ピテイカに喰くらいつこうとした――次の、瞬しゆん間かん。

（これが……のちに語られる偉い大だいな英雄の第一歩であーるッ！）

　突撃ダツシユ。

　ハレは地面を滑かつ空くうするように駆かけ、拳に魔力マナを集める。魔獣との間合いをつめ、高々と跳ちよう躍やく。そこで魔獣がハレの接近に気づいたが、もう遅おそい――




「くたばりやがれええええ――――――ッッッ!!!!!!」




　真上から、魔獣の脳天に鉄てつ拳けんを叩たたきこんだ。

　ウガアッ！　と低い唸うなりをあげ、魔獣はぐらぐらとよろめく。

　そのまま地鳴りのような轟ごう音おんとともに倒たおれ、動かなくなった。

「ふっ……つまらぬものを殴なぐってしまった」

　あっけなく倒せた魔獣を見おろし、ハレは華か麗れいに決めポーズ。

　ひとしきりかっこをつけたあと、腰こしをぬかしている少年に歩み寄る。

「きみ、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　気取った調子で手を差しのべたものの、なぜか少年は手をとらない。

　蒼あおざめた顔でこちらを見あげ、がくがくと震ふるえていた。

「……？　もうおびえなくていいよ？　僕が魔物は倒したからね。しょせんは犬っころ。僕の鉄拳にかかれば、あんなのちょちょいのちょいだよ。だはははははは！」

「ち、ちが……ちがうッス……！」

　少年はぶんぶんと首を振ふり、おそるおそるハレの背後を指さした。

　そのとき背後から、ハレに熱ねつ風ぷうが吹ふきつける。ひんやりと冷たい迷宮では、なじみのない熱気。それは呼吸のように規則正しく吹きつけ、ハレの赤あか髪がみをなびかせる。

（……なんだ、この風？　なんか臭いぞ）

　風にまじる強きよう烈れつな臭しゆう気きに鼻をつまみつつ、ハレは振りかえった。




　目の前ゼロ距離に、黒猟犬死神の凶悪すぎる顔面があった。




「……ッ」

　心臓がとまったかと思った。度をこえた驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに、悲鳴さえあげられない。

　生きていたのだ。ほんの少しだけ気絶していただけらしい。

　それはそうだ。相手はレベル55。こちらは13。そもそも倒せるはずのない敵。ふいうちすればどうにかなると思っていたが、甘あまかった。まずい。非常にまずい。

　状況は一転して、がけっぷち。ハレの命は、風ふう前ぜんの灯ともしびだった。

（いや……まだだ！　英雄ならあきらめない！）

　英雄は不ふ屈くつ。どんな逆境に追いこまれても、最後まであきらめないのだ。

（ここで英雄ならどうするか……そうだ、仲間だ！）

　英雄は信頼できる仲間と手をとりあい、格上の難なん敵てきに立ち向かう。

　一人では無理でも、後ろの少年と協力すれば――

「……ってあれ、いない!?」

　少年が、姿を消していた。

　周囲に視線をめぐらせると、少年は数十Ｍメイル離はなれた場所を走っていた。

　魔獣がハレに気を引かれている間まに、どうやら逃とう走そうを図はかったらしい。

「ちょ、ちょっと待ってよきみ！　一いつ緒しよに戦ってよ！」

「む、無理ッスよ！　助けがきたと思ったら、あんた弱いし！　とにかく、囮おとりあざっした！　おいらの代わりに魔物のエサになってくださあああい！」

「そ、そりゃないよ!!　さすがにひどくない!?」

「イヒヒヒヒ、冒険者の世界は非情なんス！　うらむなら自分のまぬけさをうらんでください！　ま、安心していいッスよ！　あんたのことは、おいらが責任をもって後世に語りつぐッス！　凶悪な魔獣からおいらを逃にがすため、囮おとりを買ってでた英雄として！」

「……え、まじ!?　これで僕もめでたく英雄の仲間入り!?」

　それならいいかも、とハレは一いつ瞬しゆんだけ考え――

「って、きみ！　僕の名前すら知らないっしょ！」

　と思い当たったときには、少年はその場から完全に姿を消していた。

　残ったのは、一人と一体。ハレと凶悪なモンスターだけ。

「あわわわわわわ……!?」

　目の前の現実モンスターを見て我にかえり、ハレは腰をぬかした。

　無ぶ様ざまに尻しりもちをついたハレを睥へい睨げいし、魔獣は凶悪な憤ふん怒ぬの唸うなりをあげる。

「ちょ……待ってよ！　な、なんでそんなに怒おこっちゃってるのかなあ……？　顔真っ赤なの？　あ……あれだよ？　僕って、まだ一Ｃセイチも本気出してないからね？」

　ハレは弁明の言葉を並べながら後ずさるが、すぐに壁にぶち当たった。

　行きどまり。手づまり。逃げ場もなければ、勝ち目もない。

（ああ……やっぱり、英雄になるなんて夢物語だった）

　本能が言っていた。恐怖が言っていた。絶望が言っていた。

　自分はもう、ここで終わりゲームオーバーなんだと。

　そして魔獣は獲物ハレを喰くらおうと、顎あぎとを開き――

「う……うああああああああああああああああああああああああ！」

　思いだしたように、喉のどから絶ぜつ叫きようがほとばしる。

　黄昏たそがれのような静けさに満ちる迷宮に、新米冒険者の悲鳴がとどろいた。




２




　冒険都市エルドラ。

　都市内に迷宮《冥府の門フエルズゲイト》を保有し、冒険者を中ちゆう核かくにまわっている大都市だ。そこでは只人サピエを始め、森人エルフや小人ピテイカといった亜人メタサピエが生活を営んでいる。

　また、ガルデニア大陸の中央に位置するため、交易地としても有名だ。都市の各所では絶えず市いちが開かれ、いつも大陸各地の人々でにぎわっている。

　その冒険都市にハレがやってきたのは、一ヶか月げつ前のことだ。

　エルドラの南西、ユーノ山脈の麓ふもとの小村でハレは姉と暮らしていた。

　村はドのつく田舎いなかで娯ご楽らくもなかった。村人たちとも不仲で、羊の世話をするだけの生活に嫌いや気けがさしていたこともあり、ハレはついに村を飛びだした。

　冒険王のような英雄になりたい！　という夢もあり、行き先は難なんなく決まった。この冒険都市ならば、輝かがやかしい未来が約束されていると思ったのだ。

　そしてエルドラに来て、冒険者統一協会ソサエテイで冒険者登録。

　いざ、冒険者としての生活をスタートさせたわけだが……。

　理想と現実は違ちがう。ハレはいまだ、冒険者として最低ランクの第十級冒険者に甘んじている。村で貯ためた軍資金ルピーも底をつき、最底辺の生活を余よ儀ぎなくされていた。

　そんな悪い流れを断たちきろうと、今日は探索に乗りだしたのだが――




「――――なんでこうなるんだよおおおおおおおおおお！」




　エルドラ南の大通り、ハレは初夏の澄すみわたる空に向けて叫さけんだ。

　午後の陽ひが物もの影かげを濃こく描えがきだすなか、大通りは活気に満ちていた。

　露ろ店てんがずらりと軒のきをつらね、にぎやかな市いちが開かれている。

　南方の自由都市シヤザーンや港町エノヴアで買いつけられた香こう辛しん料りよう、絹や錦にしきなどの織物。北方の鉱山都市エザフオス産の鉱石、寒冷地帯ミズガルズルの銀リスやテンの毛皮。世界各地の品々が売られている。

　談だん笑しようしながら衣料品をながめる只人サピエの町まち娘むすめ、あやしげな薬瓶ポーシヨンを売る巨人タイタンの商人、高価な真銀の鎧ミスリルアーマーをまとう森人エルフの冒険者など、売買する人もさまざまだ。

　ハレの雄お叫たけびは、ものの見事にそんな市いちの喧けん騒そうにのまれてしまった。

（まあ、生きてるだけよかったんだろうな……）

　肩かたを落とし、人波に流されるように歩きだす。

　ハレの全身は、ボロボロになっていた。衣服も装備もひどく黒ずみ、ところどころ損傷している。いずれも黒猟犬ヘルハウンドから逃げるときに負ったものだ。

　本当にぎりぎりの逃とう走そう劇げきだった。魔獣と一対一になったあと、ハレはあらゆる手を使い、死にものぐるいで逃げた。そして命からがら逃げのびたのだった。

（……にしても、助けた相手に見捨てられるとはね）

　冒険者の世界は非情。他人を犠ぎ牲せいにしてでも、生きのびたものが正義。

　あの少年の行動は褒ほめられたものではないが、冒険者としては正解なのだろう。

（やっぱり、僕も非情にならなきゃダメなのかな……？）

　英雄ならば、非情になれなくてもいいのかもしれない。

　だが、ハレは英雄ではない。英雄ならば生きのこれる窮きゆう地ちでも、ハレが生きのこれるとはかぎらない。今日は運がよかったが、今度は死んでしまうかもしれない。

（……なんで僕こんなに弱いんだろ。もっと強くなれたらなあ）

　おもむろに右みぎ腕うでの銀手甲ガントレツトを外はずし、肌を露ろ出しゆつさせた。

　腕うでを覆うようにびっしりと、黒い聖刻文字ヒエラテイツクが刻まれていた。これは〝刻印ルーン〟と呼ばれるもので、冒険者登録時に刻まれる冒険者の証だ。

　冒険者はこの印を通じ、ガルデニア九大神の加護を受ける。経験値エンビリアで能力値パラメイタを上じよう昇しようさせ、超ちよう人じん的てきな身体能力を手にし、奇跡スキルを行使できるようになるのだ。

　刻印ルーンには、ハレの現在の能力値パラメイタが刻まれていた。




　レベル13　天職ジヨブ：魂喰らいスキルイーター

　筋力：Ｈ　耐たい久きゆう：Ｈ　敏びん捷しよう：Ｈ　器用：Ｈ　魔力マナ：Ｈ　幸運：Ｈ




　レベルは変化なし。能力値パラメイタも変わらず、すべて最低のＨ。

　このレベル帯だとＨがふつうなのだが、それでも落ちこんでしまう。

（うーん……天職ジヨブだけは、レアなんだけどなあ）

　冒険者は神々により、適性にあった天職ジヨブが与あたえられる。

　ありがちなのは【戦士ウオリアー】や【魔法使いメイジ】といったジョブなのだが、ハレが与えられたジョブは一味ちがった。【魂喰らいスキルイーター】と呼ばれる稀少職レアジヨブだったのだ。

　修得スキルはジョブごとに決まるため、レアジョブのハレは【魔霊捕食スキルイート】というレアスキルを所持している。のだが、それをなかなか活いかせずにいた。

（雑魚ざこの僕には、宝の持ちぐされってか……）

　ひとつ大きなため息をつき、脇わき道みちに入る。

　人や屋台が減り、街並みがよく見み渡わたせた。

　エルドラの街は、鉱人ドワーフによる石造りだ。道路に平たい石が敷しきつめられ、砂すな埃ぼこりが舞まうこともない。道の両側には、家々が壁を接するほど近きん距きよ離りで並んでいる。

　そういったものを見ながら、ハレはがっくりとうなだれた。

「てか最近いいことなさすぎ。美少女でも降ふってこないかなあ……」

　益やく体たいもないことを言い、ふと空を見あげた――次の、瞬間。




　降ってきた。




　美少女かは知らないが、人らしきものが降ってきた。

　眼がん前ぜんの高さ三〇Ｍメイルはあろう尖せん塔とう。そこから人ひと影かげが急降下してくる。

　ハレは呆ぼう然ぜんとそれを見あげ、次の瞬間には頭をフル回転させた。

　このままだと、自分の上に落ちる。巻きぞえで死ぬ。死ぬのは嫌いやだ。

　そう結論づけたハレの動きは、冷静かつ迅じん速そくだった。




「降霊憑依スキルオン――――【軟体変化スライミズ】ッ!!」




　叫んだ瞬間、ハレの全身が魔力マナの淡あわい光に包まれた。

　そしてスキルを発動させた――その、刹せつ那な。

「……ぐえッ」

　勢いよく人影がのしかかってくる。

　とたん――ぐにゃり、と。ハレの体が押おしつぶされた。だが次の瞬間、スライムのごとき無敵の弾だん力りよくを発揮。人影をぼよんと弾はじきかえし、人型を取りもどした。

（あー、死ぬかと思った……）

　スキルを解除し、よっこらせと立ちあがる。

　そばに、小こ柄がらな少女が倒れていた。

　冒険者なのだろう。光こう彩さいを帯びた白の軽装鎧ライトアーマーをまとい、二Ｍメイルはあろう長大な鉾槍ハルバードを背負っている。顔はふせていて見えないが、陽光を散らして輝く金こん色じきの髪が印象的だった。髪に藍あい色いろのリボンをくくり、首には緋ひ色いろのスカーフを巻いている。

　落ちてきたのは、この少女のようだ。

　動かないものの、胸は上下している。生きてはいるらしい。

「あの……きみ大丈夫？　ケガとかしたんだったら、治療院オピタルに連れて……」

　少女のそばに膝ひざをつき、肩に触ふれると――

「さわらないで！」

　とたんに少女が顔をあげ、ハレの手を払はらいのけた。

「あ、いや、僕は別になにも……！」

　ハレは弁解しようとし――しかし、二の句がつげなかった。

　整いすぎた少女の面おも差ざしに、見とれてしまったからだ。

　歳はハレより少し下くらい。背丈は一四五Ｃセイチほどに見える。が、愛あい玩がん動物のような愛らしさを備えつつも、澄すんだ碧へき眼がんには凛りんとした意志の強さが感じられた。

「近よらないでください！　一歩でも動いたら殺します！」

　喉のど元もとに鉾槍ハルバードを突つきつけられ、ハレは我にかえる。

　少女は上体を起こし、弱った獣のようにグルルと威い嚇かくしてきた。

「……あ、いや、だから！　僕はきみを悪いようにしたいわけじゃなくて！　きみは確かにかわいいし、エロティックな悪戯いたずらをしたいという気持ちがまったくなかったと言えば嘘うそになるけれど、それは雄おすとしての性さがだから仕方ないというかなんというか……」

　と、ハレが支し離り滅めつ裂れつな弁明をはじめた瞬間だった。

　少女は鉾槍ハルバードを唐とう突とつに取りおとし、ばたりと石いし畳だたみに倒れこむ。

「あらま……」

　気絶してしまったらしい少女を見おろし、ハレは呆然と立ちつくす。

　と、どこからか「みゃ～お！」という鳴き声が聞こえた。

（……ん？）

　少女の胸むな元もとから、なんと子猫が這はいでてきたではないか。

　そのうらやまけしからん子猫は、石畳に降りたち、ぐっと伸のびをする。

　それからハレと子猫は見つめあい、同時にひょこっと小首をかしげた。
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　エルドラの南なん端たん、入り組んだ路地の一角にハレの家はある。

　馬小屋を一回り大きくしたような家だ。廃はい墟きよではと思うほどに、外観はさびれている。だが、内装は思いのほか堅けん実じつだ。竈火かまどやベッドなどの生活必ひつ需じゆ品ひんはそろっている。

　賃料も安く、ハレはこの家に大いに満足していた。

　不満といえば、やや手ぜまなことぐらいだったのだが――

（……なぜこうなった）

　現在その家には、一人と一匹ぴきの珍ちん客きやくが訪おとずれていた。

　部屋の人口密度は急きゆう上じよう昇しよう。息苦しさが激しく増していた。少女はベッドに横たえ、子猫にはミルクを与えているものの、これからどうしたものか。

「……んんっ」

　考えていると、少女がうめいた。

　あらためて見ると、本当に美しい少女だ。睫まつ毛げはこの上ないほどに長く、肌は白雪のように透すきとおり、目鼻口のどこにも瑕か疵しがない。肩まで伸びた金色の髪は、高級な絹のごとくなめらかで、気品のようなものすらただよわせている。

（僕も美形に生まれたかったなあ……死にてえ）

　姿見をちらと見ると、冴さえない少年が映っていた。我ながら、ぱっとしない顔だ。

　ため息をつき、武装を解除する。

　軽装鎧ライトアーマーを脱ぬぎ、副武装サブアームの刺突短剣キドニーダガーを卓たくにおく。

　ただし、主武装メインアームである両りよう腕うでの銀手甲ガントレツトはそのままだ。銀手甲ガントレツトの下には刻印ルーンがある。刻印ルーンには、能力値パラメイタやレベルなどの重要情報が刻まれている。

　他人に見られれば、さまざまなデメリットがあるのだ。そのため冒険者はふだんから、布や衣服などで刻印ルーンを覆い隠かくすのが常となっている。

「あ……起きた？」

　そのとき、少女が身を起こした。

　うつろな瞳でまわりを確認し――ハレを見つけ、弾はじかれたようにベッドから飛びおきる。立てかけてあった鉾槍ハルバードを引っつかみ、ハレの喉元に突きつけてきた。

「……あなたは何者です？　ここはどこですか？」

「ぼ……僕はハレ・エードルンド。ここはエルドラの僕の家だけど」

　少女は、眉み間けんに深いしわを刻む。

「やはりエルドラですか、逃げきれると思ったのに……」

「……？　そういや、なんできみは尖塔から落ちてきたの？」

　敵ではないとわかってもらえたらしく、少女は鉾槍ハルバードをおろした。

「あなたには関係のないことです。助けてくれたことには礼を言いますが、これ以上は関かかわらないほうがいい。今日のことは忘れてくださいです」

　言うなり、戸口へと歩きだした。出ていくつもりのようだ。

「……あ、ちょっと待ってよ！」

「放っておいてと言ってるですよ」

　扉とびらに手をかけ、少女は不ふ機き嫌げん顔でこちらを振りかえる。

「出てくのはいいんだけどさ、それは問題があると思うんだよねえ……」

　ハレは少女の体をなめるように見て、居い心地ごこち悪そうに言った。

「……きみが露ろ出しゆつ狂きようの変態なら、別に構わないんだ。他人に自分の裸ら体たいをさらすことで、興奮する性せい癖へきを持っているのならね。でも、そうじゃないよね？」

「なんの話をしてるです……？」

　少女はいぶかしげに自身の体を確認し――絶句した。

　なんと少女は、半裸だった。

　愛らしく戯画化デフオルメされたクマの純白パンツ、露出の多い肌着キヤミソールをまとっているだけ。透とう明めい感あふれる白しら肌はだを外気にさらしている。ちなみに胸は、かぎりなく平へい坦たんだった。

　少女の頬ほおがみるみるうちに、ほんのり桃もも色いろにそまる。

「ね？　その格好で外に出るのは問題あるでしょ？」

　ハレがニヤリと笑うと、少女はぷるぷると肩を震わせた。

　鉾槍ハルバードをもつ手にぐっと力を入れる少女に、ハレは身の危険を感じとる。

「……あ、いや、ちょっと待って！　ラッキースケベからのヒロインが顔真っ赤にして暴力を振るうみたいな流行はやりの英えい雄ゆう譚たん的な展開は勘かん弁べんしてよ！　僕痛いの嫌だよ！」

「安心してください。殴らないです」

　言われて、「あ、よかった」と胸をなでおろす。考えてみれば当然だ。下着姿を見られたからと言って、暴力を振るう短たん絡らく的てきな人間が現実にいようはずもな――

「殴らないで斬ります」

「いた、めちゃくちゃ現実にいた！　しかも暴力どころじゃなくて死人でる！」

　ハレは少女から距離をとり、部屋の反対側の壁にへばりついた。

「冗じよう談だんです、そんなにおびえないでください」

　少女が鉾槍ハルバードをおろすのを見て、ようやく一安心。

「頼たのむから、冗談なら冗談らしく言ってくれない？」

「それより……なぜヒナは下着しか身につけていないのでしょう？　もしやヒナの扇せん情じよう的てきなエロボディに欲情して、あなたが脱がしたですか？」

「いや、きみの体はどう見ても貧相な幼児体型だし扇情的ではないよね」

「大きなお友達はヒナのような体型の方がそそられると聞きました」

「ごめん、僕はまだその域には達してないかな」

「じゃあなんでヒナは半裸なんです？」

「ケガの手当てにも邪じや魔まだったし、汚よごれてたから洗ったほうがいいかなと」
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　ハレは部屋干し中の少女の衣服を指さした。

　ふむふむとうなずく少女。変態ではないとわかってもらえたようだ。

「よくもまあ、もっともらしい言い訳を考えたものです。さすが変態さん」

「うん、ぜんぜんわかってなかったね！」

　ハレがツッコんだそのとき、少女は突とつ如じよよろめいて扉の前に倒れた。

「……お、おい!?　どうした!?」

　あわてて少女のそばにしゃがみ、上半身を抱だきおこす。

　少女の目は、うつろだった。ほぼ外傷はなかったはずだが、内臓がやられているのかもしれない。高所から落ちてきたのだ。その可能性は高かろう。

「しっかりしろ！　どこが痛いんだ！」

「は、は……」

　少女は苦痛に顔をゆがめ、なにかを必死に伝えようとする。

「……は？　もしかして肺か？　肺がやられてるのか？」

「は……はあ……っ」

「くそっ、もうしゃべるな！　すぐに治療院オピタルの人を！」

「は……らが……っ！」

「へっ？　は……ら？」

　ハレがきょとんと首をかしげた瞬間。

　ぎゅるるるるううううううんッッッ!!!!!!　と少女の腹が鳴いた。
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「とりあえず、きみの名前はヒナでいいの？」

「びばばどぅびば……じゅうぼんばい」

「え？　じゅうぼんばいが本名だから、そう呼べって？」

「びがぶっ！　ぎゃぶぼぎいべぼ！」

「……などと犯人は意味不明な供きよう述じゆつをくりかえしており」

「ばぶびびばばいっべば！」

　ハレが適当なことを言っていると、少女は不満気に頬をふくらませた。

　……もっとも、少女の口内はパンでいっぱい。ふくらむ余地もなかった。よっぽど腹が減っていたらしい。少女はハレのぶかぶかの衣服をまとい、パンを貪むさぼっている。

　数分後。一〇人分は用意したパンを、少女はすべてたいらげた。

　満足気に腹を叩き、見事なゲップで胃のガスを吐はきだす。

「……きみさあ、恥はじらいとかないわけ？」

　向かいで頬ほお杖づえをつき、ハレが仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。すると少女はハレの存在にいま気づいたかのように目をぎょっと見開き、申し訳なさそうに頭をさげた。

「ごめんなさいです。人さまの家で食事をいただくのは久しぶりなもので」

「そろそろ名前教えてもらっていい？」

「あの……それより、パンのおかわりってありませんか？」

　少女は碧へき眼がんをうるませ、ねだるように上目づかいをしてくる。

「え、まだ食べるの!?　クッキーとかならあるけどさ……」

　ハレが卓たく上じようの木箱を指さすと、少女は一も二もなくそれに飛びついた。

　なかのクッキーを見ると、宝物を見つけたかのように瞳を輝かせる。木箱を抱かかえこみ、ぱくぱくと口に放りこみはじめる。ものすごい幸せそうな顔だった。

「あの……そろそろ名前を教えてもらっていい？」

　ハレは、気をとりなおして訊たずねた。

「えっと、名前は……」

「何なん歳さいなの？　お家うちどこ？　お父さんかお母さんのお名前は言えるかな？」

「迷子のおこちゃまに話しかけるような口調はやめるです！」

「きみかわいいね！　どこ住みなの？　今日ひま？　てか今日泊とまる宿あんの？　よかったらうち泊まってかない？　ねえ、いいっしょ！　いいっしょ！」

「深夜の酒場で必死に女を口説く非モテ喪も男おとこみたいな口調でもダメです！」

　やりかえしてやったとばかりに、ほくそ笑えむハレ。

　少女は目を細めたあと、ごほんと息をつき、あらためて自じ己こ紹しよう介かいに入る。

「あの……ヒナ・バスティアと言うです。今年一四になるです」

　クッキーを頬ほお張ばりながらも、はっきりとした口調で言った。

「りょーかい、ヒナね。僕はハレ・エードルンド。まだ新米だけど、いちおう冒険者だよ。ヒナも装備から見て……たぶん新米冒険者だよね？」

「はい、冒険者登録したばかりの【魔法使いメイジ】なのです。第九級冒険者に昇格ランクアツプしたのも最近で、右と左くらいしかわからない若じやく輩はい者ものではあるですが……」

「あ、もう第九級なんだね……ははははは」

　ハレはいまだ、第十級。完全に負けていた。

「……それで、どうしてまた尖せん塔とうから降ってきたのさ？」

「ニャモ助を連れ去ろうとする追手から逃げていたのです。尖せん塔とうから飛びおりたのは、追いつめられて逃げ場がなかったから、しかたなかったです」

　ヒナは、ベッドでくつろぐ子猫に目をやった。ニャモ助という名らしい。

「……ん？　ちょっと待ってよ？　話についてけないんだけど……逃げ場がなかったからって尖せん塔とうから飛びおりなきゃならないほど、相手はやばいやつなわけ？」

　ヒナはクッキーを食べる手をとめ、いままでになく険しい顔をする。

「……恐おそろしい人たちです。あの人たちはいつも、ヒナから大事なものを奪うばっていくです。ヒナの居場所も、友達も、今度はニャモ助までも……ぜんぶぜんぶ。だから、エルドラの外へ逃げようと思ったです。そこまでは、あの人たちも追ってこれないと思って」

「よくわからないけど……警務隊レンジヤーに届けたら？」

「ダメです。あの人たちは警務隊レンジヤーとも通じてるです」

「警務隊レンジヤーと!?　じゃ、じゃあ家族とかに相談は……？」

　ヒナは口ごもり、やがてかぶりをふった。

「……家族はいないです。みんな亡なくなってるです」

　ハレがあわてて謝あやまると、ヒナは「昔の話ですから」とうつむく。

　よくわからない話になってきた、とハレは頭を抱えた。

　少女が真実を言っているのかは、定かではない。猫ねこを連れ去る追手なんて、正直いって荒こう唐とう無む稽けいにもほどがある。もしかしたら、すべてが虚きよ言げんなのかもしれない。

　しかし、ひとつだけ確かなことがあった。

　彼かの女じよが尖塔から飛びおりたこと、それは紛まぎれもない事実だ。

　下手すれば死んでいた。ハレが助けねば、彼女は石畳に打ちつけられていた。それでも飛びおりたのは、そうせざるをえない理由があったからだろう。

　しばし考えこんだあと、ハレは意を決して言った。

「よかったら……エルドラから出るの、手伝おうか？」

　え？　と気のぬけた声をもらすヒナ。

「なんで驚おどろくのさ？　そいつらから逃げたいんだろ？」

「そ、そうですけど、ハレとは知りあったばかりだし……」

「……なるほど。まだ僕は信用できないか」

　ヒナは、あわてて首を振った。

「そ、そういうわけじゃないです！　こんなによくしてくれて……おいしいパンとクッキーをごちそうしてくれて……ハレが信用できる人だってことはわかるです！」

「じゃあ、どういうこと？」

「今日知りあったばかりで、そんなにお世話になっていいのかなって……」

　ヒナは上目づかいで、探さぐり探りハレを見あげてくる。

「え、いいに決まってるじゃん！　きみがむさくるしい男だったら、家から放りだすところだけどさ。乗りかかった船っていうか……まあ、僕にドンと頼たよってこいって！」

　ハレは胸をドンと叩き、微笑ほほえんで見せた。

　英えい雄ゆうを志す者として、放ってはおけなかった。だが、そのときだ。




　ヒナが泣きだした。




　ヒナの目め尻じりに水すい滴てきがじわりとにじみ、すっと頬をつたっていた。

　あまりに突とつ然ぜんのできごとで、ハレは頭が真っ白になった。

「え、なんで泣いちゃったの!?　ぼぼぼ、僕なんか悪いこと言った!?」

「……あ!?　えっ!?　ヒナ、泣いてるですか!?」

　言われて、ヒナは自身の涙なみだに気づいたらしい。

　頬に光の線を曳ひく水を手で乱暴にぬぐい、あわてて弁解する。

「ち……違うです！　これはハレが悪いわけじゃなくって……たぶん、こんなに優やさしくされたのは生まれて初めてのことだったから、つい……！」

「生まれて初めてって、そんな大げさな……」

　少女の涙なんて見なれておらず、ハレはしどろもどろになる。

「……まあとにかくさ、エルドラを脱だつ出しゆつするなら協力するよってこと」

　頭をかきながら言うと、ヒナは少し考える素そ振ぶりをしてから、

「ありがとです。でも、お気持ちだけにしておきます。都市から出入りできる市し門もんも、もう見張られていると思うです。脱出は不可能な状じよう況きようですから」

　あー、とハレが口ごもると、ヒナは立ちあがった。

「お世話になりましたが、そろそろお暇いとまさせていただくです」

「え……都市から出られないのに、どこに行くつもりなの？」

「安全な場所に隠れるから大だい丈じよう夫ぶです。迷めい惑わくはかけたくないし」

　微笑むヒナは、少しさびしげに見えた。だからハレはつい呼びとめてしまう。

「……で、でもさ、服まだ湿しめってるよ？　乾かわくまでここにいたら？」

　ヒナは、きょとんとした顔で振りかえる。

「乾かわくまで、ですか……？」

　顎あごに手をかけ、眉まゆ根ねをよせ、頭を直角までかしげて悩なやむ。

　そんなに悩むことかなと思うほどに悩んだすえ、最後には提案を受け入れることにしたらしい。いそいそと戻もどってきて、元いたイスにすとんと腰かけた。

「じゃ、じゃあ……お言葉に甘えて、乾かわくまでよろしくです」

「こ、こちらこそ……どうぞよろしく」

　なぜかヒナが恥ずかしそうに言うものだから、ハレも気き恥はずかしくなる。

　付きあいはじめの恋人同士カツプルのような、気まずい沈ちん黙もくが流れた。

「「……あ、あの……」」

　示しあわせたように、二人の声がかぶる。

　ハレは気まずそうに目をそらし、あごをくいとやって、ヒナに話をうながす。

「その箱……どうして大回復薬ハイポーシヨンが入ってたですか？」

　クッキーの入っていた木箱を指さし、ヒナは首をかしげた。

　確かにそこには、一本の大回復薬ハイポーシヨンが入っていた。大回復薬ハイポーシヨンは効力が高く、同時に高価な代しろ物ものだ。それが木箱の底で菓か子しに埋うもれていれば、疑問にも思うだろう。

「ああ……お守りみたいなものかな。いつか階層主ガーデイアンに挑いどむときに使おうと思って、一本だけ買っちゃったんだ。へたに持ち歩けないから、とりあえず隠しといたってわけ」

　ハレは空になった箱をちらと見やり、「もう隠れてないけどね」と苦く笑しようする。

　ヒナがあわてて謝ってきて、ふたたび気まずい沈黙が訪れた。

「……暇つぶしに、盤上遊戯チエセロでもしよっか？」

　ハレは沈黙に耐たえられなくなり、床ゆかに転がるチェセロ盤ばんを指さした。

　ヒナは無表情でそれを見る。その感情はいまいち読みとれない。

「危険な目にあったあとで、チェセロはないかな……？」

「やるです」

「へっ？」

「チェセロやってみたいです！　やったことないです！」

　ヒナは卓に身を乗りだし、無む邪じや気きな子供のように碧へき眼がんを輝かせた。
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「はあっ！　これでどうだああああああああ！」

　二時間後。ヒナの威い勢せいのいい雄叫びが、ハレの家に響ひびいていた。

　ハレはヒナと卓で向かいあい、チェセロをしていた。ゲームをはじめて二時間が経過するが、ヒナは駒こまを進めるたび、この調子で奇き声せいをあげている。

「おいヒナ……いちいち立って叫ぶのやめろって」

「気をそらそうとしても無む駄だですよ！　まだヒナが一度も勝ててないのは、きっとハレがイカサマしてるからです！　もうハマらないですよ！」

「いや、そんなことしてないし……おまえが弱いだけだろ」

　ハレは呆あきれたように目を細め、すでに優勢な盤ばん上じようで駒を進めた。

　これまでのゲームは、ハレの全戦全勝。もちろん、イカサマしているわけではない。単純にヒナが下手だからだ。なのに、ヒナは自身の実力を頑がんとして認めない。

「ち、違うですよ！　ハレは駒になにか仕込んでるです！」

「……そんなに言うなら、盤をひっくり返すか？　駒になにか仕込んでるなら、それでイカサマはできないだろ。僕ぼくのほうが優勢だから、いいハンデになるし」

　ヒナはニヤリと笑った。

「……いいでしょう、後こう悔かいしても知らないですよ？」




　――三分経過――




「はい、チェックメイト～！　僕の勝ち～！」

　盤をひっくり返したあと、ハレはわずか三分で逆転勝利を果たした。

「……………………………………………………………………………………………………」

「ヒナ、負けたからって無言で駒をぐちゃぐちゃにするのはやめなさい！」

「む～、なにかの間ま違ちがいです！　スキルでイカサマしてるです！」

「……チェセロでイカサマするスキルなんて、どのジョブにあるんだよ」

「稀少職レアジヨブです！　そうだ、ハレはレアジョブに違いないです！」

　ヒナは卓に突っぷし、頬をぷくぅとふくらませる。ハレはやれやれと肩をすくめた。

　打ちとけられたはいいが、ヒナは思った以上に子供だった。

「まあ……レアジョブだけどさ、そんな便利なスキルないって」

「え、え!?　ハレってほんとにレアジョブだったですか!?」

　おどろくヒナに気分をよくし、ハレは偉えらそうに鼻を鳴らす。

「ふふふ……もちろんだよ！　僕の天職ジヨブは【武闘家フアイター】でも【戦士ウオリアー】でもない！　ソサエティでも未み確かく認にんのレアジョブ、【魂喰らいスキルイーター】なのだよ！　がはははははは！」

　ヒナは、ハレをうさんくさそうに睨ねめつけた。

「な、なんだよその顔！　おまえを助けたときだってスキル使ったろ！」

「そう言えば……ヒナが尖せん塔とうから飛びおりたとき、やわらかいものにあたった気がするです。あれがハレのスキルだったですか。どんな能力なんです？」

「ふふふっ……聞いておどろけ！　あれはスライムの能力だ！　スライムみたいに体をぷよぷよに変化させて、衝しよう撃げきをやわらげたのさ！　僕のジョブはモンスターの魂たましいを喰くらうことで、モンスターの能力を自由に使える最強のジョブだからね！」

　ばら色の唇くちびるをわあと開き、ヒナはみるみるうちに瞳ひとみを輝かせた。

「ふおおおおおおお！　それってかなりすごくないですか！　モンスターのいろ～んな能力が使えるってことですよね!?　ぜひ、いくつか見せてほしいです！」

「あ、いやでも……大した能力は持ってないよ？」

「それでもいいです！　見たいです！」

　気まずそうに視線をそらすハレに、ヒナは期待のまなざしを向けてくる。

「し、しかたないなあ……」

　ハレはのっそりと立ちあがり、例のごとくスキルを発動させた。

　ハレの右腕は魔力マナの光をまとい、スライムのごとくやわらかく変質した。

「これで、僕の腕はぷよぷよになったはずだよ」

　言うなり、ヒナはハレの腕をぺたぺたとさわった。

「はわあああああ！　すごいです、ぷにぷにしてるですううう！」

　散々にさわったあと、ふたたびハレに潤うるんだ瞳を向けてくる。

「あのですねえ……ほかの能力も見たいなあって思ったのです！」

　ねだられたものの、残念ながら要望にはこたえられなかった。

「ごめん、僕ってスライムの能力しか使えないんだよね……」

【魂喰らいスキルイーター】。魂を喰らったモンスターの能力を使えるレアジョブ。

　だがモンスターの魂を喰らうには、いくつかの条件があるのだった。




　条件一．対象モンスターの能力を肉にく眼がんで確かく認にんしていること。

　条件二．対象モンスターと戦せん闘とうし、自身の力で勝利すること。

　条件三．条件一と二を満たした上で、対象モンスターに一分間ふれつづけること。




　この三条件を満たさないかぎり、対象の魂は喰らえないのだ。

「……そういうわけで、能力を奪えたのはスライムだけなんだ」

　説明を終えると、ヒナはおもしろくなさそうな顔をした。

「つまり、ハレはスライムにしか勝てなかったですね……」

「い、いや、勝てるし！　条件を満たせないだけだし！　あいつらって死ぬとすぐ消えるじゃん？　一分間も触ふれつづけるって、意外と難しいんだよ……」

「うぅ……蜘蛛くもの能力とか見てみたかったです！」

　ベッドに身を投げだし、ヒナは無念そうに言った。

　ヒナのとなりに腰こしかけ、ハレは「蜘蛛って？」と首をかしげた。

「冥府の門フエルズゲイトの上層には、蜘蛛のモンスターがたくさん出るですよ。そいつの能力で手からぷしゅ～って糸を出せたりしたら、絶対おもしろいってヒナは思ったのです！」

「……どっかで聞いたことある話だな」

「でもレアジョブ、本当にうらやましいです。ハレみたいにダメダメでも、そんなすごいジョブを授さずかったりするですねえ……ヒナもレアがよかったですよ」

「ダ……ダメダメってなんだよ！　僕はいずれガルデニア七迷めい宮きゆうを踏とう破はし、世界最強の英雄としてモテモテハーレムを築きあげる男だぞ！　なめるなよ！」

　力説するハレに、ヒナはものすごいジト目を向けてきた。

「そ、そんな目で見るな！　僕の崇すう高こうで切実な夢なんだよ！」

　言いはるハレだが、ヒナは相変わらず目を細めるのみ。

　ハレはいよいよ居心地が悪くなり、話題を転てん換かん。

「ヒ……ヒナには、なんか夢とかないのかよ？」

「別にこれと言ってないですかね」

「おいおい若者が夢も持たないでどうする！　大たい志しを抱けよ！」

　ヒナは、面めん倒どうくさそうに肩かたをすくめた。

「大志なんかないですよ。『若者は夢を持つべき』という世間に流る布ふする強きよう迫はく観念は、若者の首を絞しめていると思うのです。別に夢なんかなくても生きていけるですよ」

「マジレスやめろ」

「でも、夢を持つのも悪くないですよねえ」

「本当になにもないのか？　夢とは言えなくても小さな目標とかさあ」

　ヒナはふむと唸うなり、ぼんやりと天てん井じようを見あげた。

「……強しいて言えば、友達がほしいですね。ヒナには友達がいないのですよ」

　ハレは、ヒナをちらりと一いち瞥べつして、

「……おまえってそんな感じだもんなあ」

「ななな、なんですかそれ！　失しつ敬けいです、ハレこそ友達いなさそうです！」

「な、なにを言う！　友達の一人や二人くらい、僕にだって……」

　言いながら、ハレは気づく。自分に友達と呼べる人間がいないことに。

「……ほら、ハレだっていないです！」

「でもさでもさ……前々から思ってたんだけど、友達なんて別にいなくてもよくね？　だって、一人のほうが気楽じゃん。無理して作るもんでもないだろ」

「それは……まあわかるかもです。一人だと時間も有意義に使えますしね」

　投げやりに言うハレだったが、ヒナは意外にも同意してきた。

「他人に合わせて媚こびへつらうのも、正直だるいですよね。ぼっちにならないように必死に気をつかってる人を見ると、なんだかなーってヒナは思うです」

「確かに、見てて居たたまれない気持ちになるな……」

「ああなるくらいなら、ぼっちのほうがましですよ」

「確かになあ……なんだかんだ、ぼっちが最強かあ」

　見事に意見が合がつ致ちした二人だったが――

「……じゃあ、なんでおまえは友達がほしいわけ？」

　ハレがさきの話に戻ると、ヒナはハッとした顔をする。

「そ、それは、その……なんていうか、あの……」

「ぼっちがいいと言いつつも、本音では友達がほしいか……ヒナよ」

「い、いや！　本当にぼっちがいいですけど……友達も、その……」

　言いよどむヒナに、ハレは助たすけ舟ぶねをだす。

「まあ……気持ちはなんとなくわかるよ、僕もぼっちだからさ。ひとりのほうが気は楽なんだけど、実際ひとりでいるとさびしくなるっていうか……あるよな、そういうの」

「そうです！　そんな感じです！」

　喜々としてうなずくヒナを見て、ハレもうれしくなる。

　なんだかヒナとは波長があう。無理に合わせているわけでもないのに、自然と会話がつながっていく。いつまでも語らいあっていたくなる。

　冗談のさじ加減、ふと出る本音――謎解きパズルのピースのようにぴたりとはまるのだ。友達なんていたことがないけど、こういうのがいい友達なんだろうなと思った。

「じゃあさ……僕ら、友達になろうよ」

　気分が乗ったハレは、つい柄がらにもないことを言ってしまう。

「えっ？　ヒナと友達になってくれるですか!?」

　目を白黒させたあと、ヒナはパッと顔を輝かがやかせる。

　が――次の瞬しゆん間かんには一転して表情をくもらせ、うつむいてしまった。

「あ、でも……ダメです。友達になったらハレに迷惑かけちゃう……」

「バーカ、んなこと気にすんなよ！　それよりほら、これもってみ！」

　ハレは立ちあがり、壁かべの鉾槍ハルバードを手にとる。

　ヒナの手を引いて立ちあがらせ、その手に鉾槍ハルバードを握にぎらせた。

「金きん打ちようの誓ちかいって知ってるか？」

　きんちょーの誓い？　とヒナは小鳥のように首をかしげた。

「金きんを打うつって書いて、金きん打ちような。極東の国の誓いの儀ぎ式しきらしいんだけど、冒ぼう険けん者しやのあいだでそれを真似まねたのが流行はやってるんだ。せっかくだし、友達の誓いをそれで立てようってわけ！　なんかかっこいいから、一度やってみたかったんだよね～！」

「ほうほう……いいですけど、ヒナはどうすればいいです？」

「くわしくは知らないけど、互たがいの武器を打ちあわせるだけでいいらしいよ」

　銀手甲ガントレツトに仕し込こまれた手甲剣ガントレツトソードを伸ばし、ヒナと向きあう。

「こ……こうですか？」

　剣けんをかかげると、ヒナはとまどいながらも鉾槍ハルバードを近づけてくる。

　厳おごそかな空気がただようなか、二つの武器が交差して重なりあった。

「……金きん打ちよう」

　ハレがつぶやいた瞬間、こつん、と武器と武器が衝しよう突とつしあう。

　しばし静せい寂じやくが流れたあと、二人は重なりあった互いの武器をおろした。

「これで僕らは友達の誓いを立てたってわけだ！」

　笑みを向けると、ヒナもまんざらでもなさそうにはにかんだ。

「ふへへへへ、友達ですか……」

「そうだ、僕らはもう友達だ！」

　照れ笑いをうかべあい、部屋にむずがゆい和なごやかな空気が流れた。

　と、そのとき家の扉がノックされた。

「……ん？　誰だれだろ？」

　ハレはきょとんとしながら戸口へと歩き、扉を開ける。

　扉の向こうには、長ちよう身しん痩そう躯くの男が立っていた。

　歳としはハレよりも少し上ぐらい。後ろで一つに束たばねた老人のような銀ぎん鼠ねず色いろの長ちよう髪はつに、細くつりあがった琥こ珀はく色いろの瞳が特とく徴ちよう的てきだ。が、醜しゆう悪あくというわけではない。通った鼻び梁りようとシャープな顔もあわせると、むしろ美形と言えた。

　髪かみと同色の着物に鉄てつ色いろの羽織をまとい、亜あ麻ま色いろの袴はかまをはいている。極東の侍さむらいのような装いだ。腰に帯びた刀かたなも印象的だった。

　物もの珍めずらしい格好だったが、ハレが目を引かれたのは、その装いではなかった。

　男の頭部と臀でん部ぶから生えている、ふさふさの獣耳と尻尾だ。

（獣人セリープとは珍めずらしいな……）

　多くの亜人メタサピエが暮らすエルドラでも、獣人を見かけることはめったにない。

　数が少ないから、というわけではない。最近まで彼かれらは獣憑きライカンスロープと呼ばれ、魔ま物ものに近しい存在として迫はく害がいされていた。よって、めったに人里に出てこないのだ。

　ハレがいぶかしげに見ていると、男は獣人らしからぬ人なつこい笑みをうかべた。

「どうも初めまして～、ボクはルシア・レアドラドっちゅーもんです。えっと、いきなりでほんますんません～。ここにヒナがお邪魔しとるって聞いたんやけどもお……」

　ヒナですか？　とハレは当人を振ふりかえる。

　ヒナはこちらを見て、なぜだか目をぎょっと見開いていた。

「お、やっぱりおるやん！　ヒナ迎むかえにきたで～！」

　行動停止フリーズしたままのヒナを怪け訝げんに思い、ハレは眉まゆをひそめる。

「……失礼ですけど、ヒナとはどういう関係なんです？」

「ボクはワグナーっていう商家のお屋や敷しきで働いとるんよ。ヒナもそこで一いつ緒しよに働いとったんやけど、急に姿が見えんくなったから心配しとってん」

　ワグナーの名前は、ハレも聞き覚えがあった。

　魔物から採取できる魔結晶ジエムを各地に大量輸出、莫ばく大だいな利益をあげている大商人だ。

「……なーんだ、ヒナ！　おまえにもすごい味方がいるんじゃないか！」

「へっ？　味方……？」

　ルシアは獣耳をぴくりと動かし、首をかしげた。

「なんかこいつ危ないやつらに追われてたらしくて、匿かくまってやってたんですよ。仲間がいないって言ってたけど、すごい人が後援バツクについてるみたいじゃないですか」

「へえ、それはどうもお世話になりまして！　ヒナも大変やったなあ。ボクがきたからにはもう大だい丈じよう夫ぶやで。お嬢じようさまも心配しとるから、屋敷に帰ろうや」

　だがヒナは、いまだ無言でうつむいたままだった。

「おーい、ヒナどしたー？　迎えにきてくれたんだぞー？」

　呼びかけると肩をびくんと震ふるわせ、ようやく顔をあげた。

「……あ、はいです！　すぐ帰るです！」

　花のような笑みで言い、ヒナはあわてて帰り支じ度たくをした。

　衣服と装備を引っつかみ、そそくさとルシアのとなりに並ぶ。

「それじゃハレ、今日はありがとでした！　一生の思い出になりました！」

　ハレは、「大げさだな」と笑った。

　言葉を探しているうちに、ルシアが「ほないこか」とヒナの背を叩たたく。ヒナは物言いたげな顔をし、だがなにも言わずにハレに背を向けた。

　互いになにも言えないまま、ハレとヒナは遠ざかる。ハレはわずかに唇を噛かみ、去りゆく二人の背を見送った。二人は脇わき道みちにそれ、あっけなく見えなくなる。

　さきまでの喧けん騒そうが嘘うそのように、ハレの家に静寂が戻った。

　その静けさに少しものさびしさを感じつつ、ハレは息をついた。

「……嵐あらしのような奴やつだったな。いや天使か」

　戯たわ言ごとをつぶやきながら室内に歩を進め、ベッドに倒たおれこむ。

　すると、腹の上にニャモ助が乗ってきた。喉のどを鳴らして甘あまえてくるものだから、しかたなくよしよしと頭をなでてやる。が、そこでハッと気づいた。

「……って、なんでおまえがここにいる!?」

　少女に忘れられたらしい子こ猫ねこを抱えて跳はねおき、戸口に急ぐ。

　が――取っ手をつかんだところで、ハレはぴたりと動きをとめた。

「あー……」

　頭をぽりぽりとかいて数秒間、追うのはやめることにした。

　ここで猫を返せば、彼女とのつながりがなくなる気がしたからだ。

（ま、しばらく面倒みてやってもいいかあ……）

　ハレが頭をなでると、ニャモ助はうれしそうに「みゃあ」と鳴いた。




　こうして美少女ヒナ・バスティアは、嵐のように去っていった。

　彼女との再会を期待しつつ、「あいつが第九級なんだ。僕もがんばろう！」と一いつ心しん発ほつ起きし、いままで以上に迷めい宮きゆう探たん索さくと修行レベリングにはげむハレなのだった。







第２話　新米冒険者、美少女を助ける










１




　冥府の門フエルズゲイトの真上には、巨きよ大だいな石造りの建造物がある。

　建造物の名は、冒険者複合施設カテドラル。

　冒険者統一協会ソサエテイ本部をはじめ、換かん金きん所じよや治ち療りよう室しつ、武具屋や道具屋、疲つかれと汚よごれを落とす大浴場まで、冒険者のための設備がつめこまれている施設だ。

　冒険者はここで旅たび支じ度たくをととのえ、地下一階の《はじまりの間》から迷宮へと旅立つ。そして日暮れには冒ぼう険けんを終え、ここに帰き還かんして一日のつかれを癒いやすのだ。

　また、カテドラルに正面から入ると、最初に目にするのはソサエティの受付ロビーだ。そこで愛らしい小人ピテイカの受うけ付つけ嬢じようのもと、冒険者たちは各種手続きを行う。

　無数の円えん卓たくとイスが設しつらえられていることもあり、ロビーは手続きをするものだけでなく、待ちあわせや集会を行う冒険者たちで四し六ろく時じ中ちゆうにぎわっている。

　言うなれば受付ロビーは、冒険者たちの〝憩いこいの場ば〟となっているのだ。




　朝焼けがにじむように東の空に広がったばかりだというのに――。

　受付ロビーはすでに、多くの冒険者でにぎわっていた。

　カテドラルは万神殿パンテノンの役割もかねており、外観も内装も荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きがただよう。内部には聖都アルセイユのグランベール大聖堂にも劣おとらぬ礼拝室が設置され、都市内外から巡礼者ピルグリムが訪おとずれるほどだ。この受付ロビーも、やはり重じゆう厚こうな造りをしていた。

　高窓のステンドグラスから日が差し、天高く伸のびる円柱が整然とならんだ漠ばく々ばくたるホールを照らしている。ホール奥おう部ぶには大だい理り石せきの長卓テーブルが横たわり、それをはさんで大勢の冒険者が受付嬢と向かいあい、各種手続きを行っている。

　受付窓口のとあるブースで、ハレも担当受付嬢と向かいあっていた。

「まあた無む茶ちやしたって聞いたよ……ほんと命知らずなんだから！」

　受付嬢の小人ピテイカは顔を合わせるなり、頬ほおをぷくぅとふくらませた。

「む、無茶したくてしてるわけじゃないんですけど……」

「言い訳はダメ、絶対！　今日は無茶だけにお茶なし！」

　怒おこりながらも寒いシャレを飛ばす彼女の名は、セリーヌ・ブルダン。

　よく世話になっている受付嬢だ。森林に棲すむ小人ピテイカの白人種ハロフアイドであり、抜ぬけるような白はく磁じの肌はだと、白金色プラチナの巻き毛が特とく徴ちようの美女である。

　また、純白を基調に水色でふちどられた制服をまとっている。遠えん国ごくの水すい兵へいがまとうセイラー服というものらしいが、童顔の彼女に似合って非常に愛らしい。

　それはともかく、とハレは咳せき払ばらいした。

「僕も早く昇格ランクアツプしたいんです！　あとどれぐらいかかりますかね？」

「そうだなあ……きみの同期は、みーんな第九級になってるもんねえ」

　セリーヌは書類をながめつつ、ふところからパイプを出して口に咥くわえた。

　やがて可か憐れんな唇とパイプのそれぞれから、白はく煙えんが立ちのぼる。

　小人ピテイカは喫きつ煙えん好きの種族として有名で、彼女も例にもれず喫きつ煙えん好きなのだ。

　セリーヌに見事な煙けむりの輪を吐はきかけられ、ハレはゲホゲホと咳せきこむ。

「魔結晶ジエムの納品量が少し……あと依頼クエスト消化数がけっこう足らないなあ」

　セリーヌは、昇格ランクアツプ条件が記き載さいされた羊よう皮ひ紙しをハレに渡わたしてきた。

　昇格ランクアツプに必要な条件は、おおまかに三つ。

　熟練度レベル、依頼クエスト消化数、魔結晶ジエムの納品量だ。一定のレベルに達し、一定数の依頼クエストを消化し、一定量の魔結晶ジエムを納品し、ようやく冒険者は次の等級に昇格ランクアツプできる。

　上級冒険者になるほど、受けられる依頼クエストは増える。比例して依頼クエストの難易度もあがる。これらの条件は、等級に見あった実力を測はかる指標というわけだろう。

「……はあ、まだまだ時間がかかりそうですね」

「早く昇格ランクアツプしたいなら、人助けとかそういう英雄ごっこはやめなね？　無駄なことはしないで、必要な努力だけしてれば昇格ランクアツプなんてすぐなんだよ？」

「でもこまってる人がいたら、やっぱ助けるべきじゃ……」

　瞬間。セリーヌのでこぴんが飛んできた。

「バカ。それは強い人が言うことなの。自分の身も守れないきみは、そんなこと言ってる場合じゃないよ。冒険者の世界は非情。生きのこるために学ばないとダメ。自分の実力を把は握あくして、ときには他人を見捨てないといけないときもあるの」

「で、でも……」

「きみが遭遇エンカウントしたのは、黒猟犬ヘルハウンドだっけ？　黒猟犬ヘルハウンドは13層の階層主ガーデイアンでレベルは55。三年以上修行レベリングした冒険者がパーティーを組んで、ようやく立ち向かえるぐらいの魔物なの。冒険者歴一ヶか月げつそこそこの新米が単独ソロで立ち向かうなんて、まさに無む謀ぼう！」

　セリーヌはため息をつき、いつにもまして真しん剣けんな顔になる。

「きみ……ほんとに死ぬよ？　世のなかには、ちっぽけな誇りプライドより優先すべきことがあるの。そこを理解しないとダメ、絶対！　わかったね！」

　強く念を押おし、セリーヌが話は終わりと席を立った――そのときだった。




　ロビーが、ざわめいた。




『あれがうわさの……』『最年少の第一級か』『しかも超ちようかわいくね!?』

　ハレが振りかえると、一人の少女がロビー中央を歩いていた。

　そこだけ人ひと垣がきが割れている。彼女が話題の中心らしい。

　背せ丈たけは只人サピエにしては低め。だが華きや奢しやで頭部も小作りなため、不格好ではない。きめ細かな白はく皙せきの肌、サイドにまとめられた黄金こがね色いろの髪は、至高神アウラを思わせるほどに美しい。感情が読み取れぬ、無機質に澄すんだ碧へき眼がんも印象的だ。

　ひと目で高級とわかる真しん珠じゆ色の装備を身にまとっている。白を基調に山やま吹ぶき色いろのラインが走る長ブーツ、腰にさげる美しい装そう飾しよくの施ほどこされた細剣レイピアもあいまって、どこか侵おかしがたい聖女のような雰囲気を少女に与あたえていた。

（そうか、あれが【戦女神ヴアルキリー】か……）

　ハレは、とある冒険者のうわさを思いだす。

　大陸に八人しかいない第一級冒険者の一角。稀少職レアジヨブ【聖騎士パラデイン】であり、女め神がみのごとき美び貌ぼうもあいまって、【戦女神ヴアルキリー】の異名をとる女性冒険者。彼女のことで間違いなかろう。

（超かわいいけど、僕には高値の花だよなあ……）

　ハレが息をついたとき、ふたたびロビーがざわめいた。

『お、あの子もかわいいじゃん』『戦女神ヴアルキリーの仲間か？』『俺おれあっちのほうが好みかも』

　見ると【戦女神ヴアルキリー】に付きしたがうように、一人の少女が歩いていた。

　小こ柄がらな体たい躯くに、白の軽装鎧ライトアーマーをまとう少女――

「……って、ヒナじゃないか！」

　間違いなく、先日の美少女だった。

　ヒナはハレに気づくと、とたんに目をぎょっと見開いた。

「あの少年……キミの知りあいか？」

【戦女神ヴアルキリー】がととのった面おもてを動かし、ヒナに視線を送った。

　ヒナはハレからすっと目をそらし、首をぶんぶんと横に振った。

「って、おい!?　ちょっと待てよ、僕を忘れたのか!?　新米冒険者のハレ・エードルンドだよ!?　二週間前に友達になって、家で一緒にチェセロした仲じゃん！」

　看かん過かできず、あわてて駆かけよるハレ。

　だがヒナはそっぽを向き、突つきはなすように言った。

「ヒナは……あなたなんて知りません」

「……は？　本気で言ってるのかよ？」

　二人が押し問もん答どうをはじめると、さきを行く【戦女神ヴアルキリー】が言った。

「……ヒナ、早くしないか」

「す、すみませんです！　リディヤお嬢さま！」

　ヒナは、リディヤという名らしい【戦女神ヴアルキリー】のもとへと駆けだす。

　しかし行かせまいと、ハレはヒナの腕うでをがしっとつかまえた。

「待てってば！　なんで知らないフリするんだよ！」

「……ほ、本当に知らないんです！　放してください！」

　ヒナは暴れるが、ハレは決して腕を放さない。

　なぜ素知らぬフリをするのか、理由を知るまでは放したくなかった。

「にーちゃん、おいたが過ぎるんちゃう？」

　直後。ハレの腕が、横から伸びてきた手につかまれた。

　見ると、ヒナを迎えにきた獣人セリープルシアの姿がそこにあった。

「あなたはあのときの！　僕のこと覚えてますよね？　ヒナのやつ、僕のことを知らないとか言うんですよ！　まったく……なんとか言ってやってください！」

　ルシアは眉み間けんにしわをよせ、首をひねった。

「はて知らんなあ……きみ誰や？　なにか勘かん違ちがいしとるんちゃう？」

「……へっ？　な、なんですかそれ！　勘違いじゃないですよ！　そんな場ば違ちがいな侍さむらいの格好してる獣人、そうそういませんよ！　間違いないですって！」

　必死に訴うつたえるが、ルシアはひょこと首をかしげ、

「どうでもええが、家うちのもんに手えださんでくれへんか？」

「て、手をだすって、僕は話をしたいだけで……！」

　そのとき、ヒナはハレの手を振りほどいて逃にげだした。

「……あ、ヒナ！　待てよ！」

「やめてくれって言うとろうが！」

　ヒナへと伸ばしたハレの腕が、ぐい、とルシアの手にひねりあげられた。

「いででででッ！　だ、だから、僕は別になにも……！」

　ハレの耳元に、ルシアはすっと顔を近づけ――

「……深入りせんほうが身のためやで」

　身も凍こおりつくような声こわ音ねで、そうささやいてきた。

　その迫はく力りよくに、ハレはつい固まってしまう。そのあとルシアはハレを解放し、何事もなかったようにリディヤを追っていった。ハレの硬こう直ちよくがそこでとける。

「なんなんだよ、あいつら意味わかんねえ……」

　腕を押さえ、うずくような痛みに顔をしかめた。

　うらめしげに目をやると、ヒナはリディヤから叱しつ責せきを受けていた。あのリディヤという少女こそがワグナー家の令れい嬢じようであり、ヒナの主人ということらしい。

　そんな二人の様子を、ハレが複雑な気持ちで見ていると――




　パチン、と。




　乾かわいた音。リディヤがヒナの頬を平ひら手てで張はった音だった。

　ヒナは後ろによろめき、そのまま倒れこんだ。だがすぐに身を起こし、リディヤに土下座を敢かん行こうした。はたして、それで事態は収しゆう拾しゆうするかと思われた。

「謝あやまればすむと思っているのか？　おめでたい頭だな」

　だがリディヤは冷たくそう言い、ヒナの華奢な指先を踏ふみつけた。

　痛みをぐっとこらえるように、ヒナのととのった顔がゆがむ。

「……おい、なにしてるんだよ！」

　自分でもおどろくほどに頭に血がのぼり、ハレはヒナのもとに駆け寄った。

　なんの感情も読みとれぬ無機質な瞳で、リディヤはこちらを見すえた。

「従者の教育だが……なにか問題があるかな？」

「教育って……なにも暴力を振るうことないだろ！」

「従者をどうしようと、わたしの勝手だろう？　主あるじに狼ろう藉ぜきを働いたのだから、罰ばつを与えるのは必然。これは彼かの女じよ自身のためでもあるのだ。口出し無用」

　淡たん々たんと、事実だけを告げるという言い方だった。

　その無機質な口調と表情が、ハレを余計にいらだたせた。

「なあにがヒナのためだ！　主人だろうがなんだろうが、やっていいことと悪いことがあるだろ！　そんなことの区別もつかないのかよ！」

「キミ……五月蝿うるさいぞ。少し黙だまりたまえ」

「いいや、黙らないね！　どう考えても、暴力はやりすぎだろ！　殴なぐったり突きとばしたり、ヒナがかわいそうだって思わないのかよ！　ひどすぎるだ




「……五月蝿うるさいと、言っているだろう？」




　その瞬間にはすでに、刃はハレの口腔内にあった。

　いつのまに抜剣したのか、そして目の前に来たのか。闇やみ夜よに針に糸を通すような正確さで、リディヤは細剣レイピアをハレの口へと差しこんでいた。

「……ッ」

　細剣レイピアの切っ先が、わずかにハレの舌に触ふれた。

　なにが逆げき鱗りんにふれたのか、無機質だったリディヤの顔は憤ふん怒ぬにそまっている。

「とても……とても五月蝿うるさいぞ。わたしに楯たて突つくということは、覚かく悟ごがあるのだろうな？　息つくまもなく、次の一いつ瞬しゆんで矮わい小しような生せいを終わらせる覚悟が」

　静かに放たれる第一級の殺気。

　まばたきひとつ、許されない。目を離はなせば、その瞬間に殺られる。両手両足が斬きり落とされ、首を跳はねとばされる。本能がそう言っていた。

　目の前にいるのは、同年代だろう少女。にもかかわらず、迷宮で黒猟犬ヘルハウンドを前にしたとき――否いな、それをこえる絶大なる威い圧あつ感がハレを襲おそった。

「……うおッ!?」

　瞬間。ハレは横合いから、何者かに突きとばされた。

　無様に倒れこむその途と中ちゆうで、ヒナに突きとばされたと知る。

「リディヤさま、申し訳ございません。すべてヒナが悪かったです。ですから、こんな汚きたならしい冒険者など捨て置きください。リディヤさまのお手を汚す必要もないです」

「ヒナの言うとおりっすわ。リディヤさま、行きましょう」

　ヒナがリディヤに頭をさげると、ルシアもそれに同調した。

　リディヤは凍いてつくような視線でハレを一いち瞥べつし、背を向けて歩きだした。

「ま、待てよ！　僕ぼくはまだ納なつ得とくして……」

「……ハレくん、やめな！」

　ハレがリディヤたちの背を追うと、背後から腕をつかまれた。

　振りかえると、セリーヌが童顔に焦あせりの色をありありとたたえていた。

「でも、セリーヌさん……さすがにあれはやりすぎでしょ？」

　セリーヌは白金色プラチナの巻き毛をゆらし、頭をぶんぶん横に振った。

「きみはこの都市にきて日が浅いから知らないだろうけど、あの戦女神ヴアルキリーはミシェル・ワグナーの姪めいでもあるんだよ。手を出したらただじゃすまないんだから」

　――ミシェル・ワグナー。

　エルドラを牛ぎゆう耳じる大商人。財に物を言わせ、ソサエティや都市政府ガバメントに強固なパイプをもつ。この都市で表立って口出しできる者はない権力者だ。

　リディヤは、その血けつ縁えん者しや。逆らえば、ワグナー家の武力と権力による報ほう復ふくが待っている。だからリディヤが身勝手に振るまおうと、強く言える者はいないのだ。

　ヒナを誰も助けに入らなかったのは、皆みなそのことを知っていたかららしい。

「ワグナー家の反感を買おうものなら、もうエルドラでは暮らせない。冒険者として生きてくのも難しくなる。あの子にはかわいそうだけど、変な気は起こさないで」

　ハレは、ごくりと息をのんだ。

「そもそも戦女神ヴアルキリーは第一級冒険者。あの獣人も、第七級冒険者だよ。ガルデニアがひっくり返っても、第十級冒険者きみが敵かなう相手じゃないんだから」

　確かにハレでは、ルシアにすら歯が立たないだろう。

「ワグナー家に表立って逆らえる者はいない。もし報ほう復ふくを受けて五体不満足にされても、文句を言う場所すらないの。ワグナー家には関かかわっちゃダメ、絶対！」

（身のためって……そういうことだったのか）

　ハレは身み震ぶるいし、戦女神ヴアルキリー一行に目を送った。

　リディヤは凍てつくような視線をヒナに向け、いまだ教育を続けていた。ヒナを今度は突きとばし、そんなひどいことをしながら表情すら変えず。
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（ヒナ……）

　声をかけようとし、だが口をつぐんだ。ワグナー家に逆らえば、冒険者としては生きられない。そんな言葉が、ハレのなかに一瞬のためらいを生んだ。

　しかしそれでも――ハレは、なけなしの勇気を振りしぼる。

「ヒ…………ヒナ、待ってくれ！」

　声をあげながら駆け寄り、ヒナの肩に手をかけた。

　あの日、友になると誓ったのだ。友があのような非道なあつかいを受けるのを見て、放ってはおけない。ハレを無視する理由もふくめ、事情を訊ききたかった。

「放してください……痛いです！」

　だがやはり、ヒナからの反応は変わらなかった。

　ヒナはハレから顔を背そむけ、手を乱暴に振りはらおうとする。

「なんで知らないフリするのか……理由を教えてくれよ」

「本当にあなたなんて知らないんです、妄もう想そうにヒナを巻きこまないで！」

「も、妄想……!?　おまえのこと家まで運んで、看病してやったの忘れたのかよ！　ニャモ助だって家に置いたまんまなんだぞ！　あいつどうすんだよ！」

「知らないですってば！　妄想と現実の区別くらいつけてほしいです！」

　ヒナの言いざまに、ハレはあっけにとられるしかなかった。

　そのあいだにヒナはハレの手を振りはらい、駆けだした。

「ま……待てよ！　おまえ大だい丈じよう夫ぶなのかよ！　あんなふうに暴力振るわれてさ！　僕もワグナー家は怖こわいけど……相談くらいなら乗ってやれるんだぞ！」

　ヒナは背を向けたまま、ぴたりと立ちどまる。

「あれは、その……違ちがうです。暴力じゃなくて、いつもの教育なのです。リディヤさまたちは、ヒナが一人前になれるよう指導してくださってるのです」

「なわけないだろ！　あんなのはただの暴力だよ！」

「暴力じゃないですって！　とにかくヒナにはもう関わらないで！　ヒナはあなたのことが嫌きらいです、大だい嫌きらいです！　視界に入っただけでも反吐へどがでそうなんですよ！」

　畳たたみかけるように罵ば倒とうされ、ついにハレの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おも切れた。

「……ああ、そうかよそうかよ！　勝手にすればいいだろ！　こっちは心配してやってるって言うのに、もう助けてって言っても知らないからな！」

「助けなんていらないです！　一生ヒナに近づかないでください！」

　言い放つと、ヒナは一目散に駆けだし、雑ざつ踏とうに消えた。

　ポツン、と。ロビーに取りのこされ、ハレはやり場のない感情に唇くちびるを噛んだ。




２




「……なんなんだよ、あいつ」

　その日の夜。ハレは家のベッドに転がり、ヒナのことを考えていた。

　ヒナの言動が、まったく理解できなかった。恋こい人びとに理由も伝えられず、「もう別れる！」と一方的に絶ぜつ縁えん状じようを突きつけられたような気分だった。

「なあニャモ助……あいつ意味わかんないよな？」

　腹の上のニャモ助を抱だきあげ、問いを投げる。

　だが子猫はごろごろと喉を鳴らすばかり。なにも答えてはくれない。

「おまえは気楽でいいよなあ……」

　子猫が憎にくらしくなり、ベッドにひっくり返してやった。おりゃおりゃおりゃと腹をくすぐってやる。が、むしろさわってと言わんばかりに腹を見せつけてくる。

　気持ちよさそうに目を細める子猫をなでまわしていると――

（なんじゃこりゃ……）

　仰あお向むけになった子猫の腹部に、奇妙な模様を見つけた。

　身を起こして確かく認にんすると、片かた翅はねをもがれた黒い蝶ちようのような模様だった。そこだけ毛色がおかしいのかと思ったが違う。肌に刺青タトウーのごとく直じかに刻まれているようだ。

（まあどうでもいいか）

　気にとめることもなくふたたび寝ね転ころがり、子猫を抱きしめた。

　心にぽっかりと空いた穴を埋うめるように、ぎゅっと。

（……あんなやつ知ーらね、勝手にしとけよ）

　ヒナの顔を思いうかべ、ふんっと鼻を鳴らす。

　もう放っておこう。ワグナー家の反感を買いたくないし、ヒナの態度も気にくわない。一連の暴行をヒナ自身も教育だと言っていたのだ。手をだす理由もない。

（……あんなやつより、自分のことだ！　明日も迷めい宮きゆうで修行レベリングしないと！　もっと強くなって、新しいスキルもゲットして、世界最強の冒険者になるんだ！）

　あれこれ考えているうちに、ハレの意識は闇やみに落ちていった。




３




「――はあッ！」

　気合いの咆ほう哮こうとともに、ハレは手甲剣ガントレツトソードを横よこ薙なぎに振るった。

　とたん。ハレに飛びかかってきたスライムに、空中で横線が入る。そのまま球形の魔物は上下にわかたれ、迷宮の赤茶けた地面にぺしゃりと落下した。

　スライムだったそれは、きらきらと光る粒りゆう子しとなり空気中に飛散する。

「よっしゃああああああ！　一〇〇匹ぴき目、倒したどおおおおお！」

　幅はば五Ｍメイルほどの一直線の回かい廊ろうに、ハレの勝利の雄お叫たけびが反はん響きようした。

　冥府の門フエルズゲイト、２層。時刻は午後二時といったところ。迷宮にもぐって四時間、ついにハレは本日通算一〇〇体目のモンスターを狩かることに成功した。

「……っと、戦利品のチェックをしないと」

　スライムが転がっていた場所を見ると、一Ｃセイチほどの赤い鉱物が落ちていた。

　モンスターの生命の器、魔結晶ジエムだ。異界の住人である魔物は、この結けつ晶しよう内に持つ魔力マナにより、本来存在できないこの物質界アララトリアに実体化している。

　そして魔力マナを損そん耗もうしすぎると、実体を維い持じできなくなり、魔物の世界である地底界ジヤハンナムに送そう還かんされる。ただし、器の魔結晶ジエムは物質界アララトリアの物質なので、モンスターが死んでも魔力マナとともに物質界に遺のこされる。その魔結晶ジエムが、冒険者のおもな収入源だ。

　魔結晶ジエムの魔力マナは、あらゆるエネルギーに転てん換かん可能。日にち用よう品ひんや贅ぜい沢たく品ひん、インフラにまで使われ、需じゆ要ようはつきない。たとえば、カテドラルの自動昇降機エレベーターは魔力マナで動いているし、大浴場の湯も魔力マナから転換した熱エネルギーで沸わかされている。部屋や街の灯あかりにも、魔結晶ジエムが使われている。いまや魔結晶ジエムは生活に欠かせないものなのだ。

（ふふふ……いくらになるのかなあ）

　魔結晶ジエムをながめていると、つい顔がゆるむ。しょせんはスライムの魔結晶ジエムなので微び々びたる額がくにしかなるまいが、それでも換金が楽しみだった。

　そして背せ負おい袋ぶくろに魔結晶ジエムをおさめ、次の獲え物ものを求めて歩きだした――次の、瞬しゆん間かん。

「……うえッ!?」

　なにか細い糸のようなものが、顔にからみついてきた。

「な、なんじゃこりゃ!?」

　あわてたときには、時ときすでに遅おそし。

　気がつけばハレの体は、直立姿勢のまま動かなくなっていた。粘ねん着ちやく質しつな糸のようなものが体中にからみつき、ハレをがんじがらめにしていたのだ。

　頭を動かし、視線をめぐらせると、糸は上下左右に網あみのごとく張りめぐらされていた。

　どうやら、巨大な蜘蛛の巣に捕つかまってしまったらしい。

（くそッ……ヒナが言ってた蜘蛛の魔物か！）

　不幸中の幸いは、近くに蜘蛛本体の姿が見当たらないことだ。

　蜘蛛が現れる前に逃げねばと、ハレはあわてて剣けんで糸を切断しはじめる。

「……!?」

　直後――ガサガサッ！　という物音。

　振り向むくと、一〇Ｍメイルほど離れた回廊のすみに、巨大な蜘蛛が現れた。

　レベル11の小型級モンスター《黒草蜘蛛イビルスパイダー》だった。

　脚あしをふくめれば、全長は人の背丈ほど。外がい殻かくは黄おう褐かつ色しよくと赤しやく銅どう色いろの体毛で覆おおわれ、不気味な斑まだら模も様ようを描えがく。頭部には複数の赤い眼球がならび、口には凶きよう悪あくな上うわ顎あごが見えた。

　魔物の凶きよう眼がんがハレをとらえ、獲物の発見をよろこぶように発光した。

　次の瞬間――すさまじい速さで歩脚を動かし、こちらに突とつ進しんしてくる。

「……ま、待て！　まだ糸切れてないって！」

　ハレは一心不乱に糸を切断し、ぎりぎりのところで横っとび。

　転がるように蜘蛛の突とつ撃げきを躱かわし、剣を構える。

「糸が切れれば、こっちのもんだ！」

　黒草蜘蛛イビルスパイダーは強力なモンスターだが、しょせんは一体。

　糸にさえ気をつけていれば、十分に勝算はある。はずだったが――

「……くそッ」

　戦せん闘とうがはじまってみると、思いのほか上手うまくいかない。

　敵は異様にすばやく、壁かべや天てん井じようを走りまわるため、なかなか斬撃を当てられない。

　そしてハレの息があがり、動きが緩かん慢まんになったところで――

「……!?」

　プシュッ、と。魔物は腹部の先せん端たんから糸を射出。

　糸はハレの左ひだり腕うでにまきつくと、そのままハレを勢いよく横よこ倒だおしにした。すかさず魔物が飛びかかってくる。顎あぎ門とを開き、凶悪な牙きばでハレの肉をつらぬかんとする。

　すんでのところで、ハレは剣をかざした。

　ガキンッ！　と剣と牙が衝しよう突とつし、甲かん高だかい音が迷宮に響ひびきわたる。

「……ぐッ」

　じりじり、と。牙と剣がせめぎあう。

　華奢な体に似合わぬ規格外の膂りよ力りよくで、魔物は牙を押しこんできた。

「ぐッ……そおおおおおおおおッ！」

　ハレは全膂力をもって魔物を弾はじきとばし、その勢いのまま立ちあがる。

　魔物が宙で身をのけぞらせるなか、左腕にからみつく糸をぐっと引いた。糸はいまだ魔物の臀部おしりの先につながっており、魔ま物ものの全体重の負ふ荷かがハレの左腕にかかる。

　だがハレは力をゆるめない。あらんかぎりの力で糸を引いた。

　すると魔物は臀部おしりをこちらに向けた体勢で、勢いよく戻もどってくる。

「ふふっ、これで終わりだ――――」

　ハレは悪あつ鬼きめいた笑えみをうかべ、力をためるように身をしずめた。

　右半身をぐっと引き、魔物をぎりぎりまで引きつけ――




「――――――秘ひ剣けん、千せん年ねん殺ごろしッ!!」




　そして放たれたのは、神速の刺し突とつ。

　剣けん尖せんは突撃槍ランスのように突きだされ、魔物の臀部の穴を刺さしつらぬいた。

　――――グギガガガガギガッ!!

　人間でいう肛こう門もんをつらぬかれた魔物は、壮そう絶ぜつな断だん末まつ魔まの叫さけびをあげる。

　俺の一生はこんな下げ劣れつな攻こう撃げきで終わるのか！　という魔物の悲痛な叫びであった。

「ふはははは、いい鳴き声だ！　まさか僕にこの技わざを出させるとはな……さぞ本ほん望もうな死にざまだろう。安心して地底界ジヤハンナムへと還かえり、新たな人生を歩んでくれたまえ！」

　動かなくなった魔物を見おろし、ハレは悪役のごとき高笑いを響かせる。

　そして魔物の体に消える様子がないことに気づき、我にかえる。

（あ……待てよ、これいけるんじゃないか？）

　魔物のそばにしゃがみ、体に触ふれ、上位神聖語ハイデモテイーズの呪文スペルを唱えた。




「至高の魔力マナよ。憎にくき敵かたきの禍まが魂たまを喰くらい、我わが血ち肉にくとせよ――【魔霊捕食スキルイート】!!」




　ハレの叫びに応じ、魔物の体から魔力マナがあふれた。

　魔力マナは腕を通じ、洪こう水ずいのごとくハレに流れこんでくる。そして魔力マナとともに、ひときわ大きな魔力マナの塊かたまりが流れこんできた。これこそが魔物の魂たましいだ。

　しばしあって魔力マナの流れがとまると、魔物は魔結晶ジエムを残し、光となって消えさった。

（う……うまくいった？）

　銀手甲ガントレツトをおもむろに外すと、刻印ルーンが輝かがやいていた。

　技能欄スキルスロツトには、見なれないスキルが二つ刻まれている。




《スキル》【魔霊捕食スキルイート】【軟体変化スライミズ】【蜘蛛の糸】【蜘蛛の巣】




「し、新スキル……二つ、とったどおおおおお!!」

　本日二度目の歓かん喜きの雄叫びが、迷宮に響きわたる。

　ちらと見ると、レベルも18にまであがっている。二週間前は13だったので、かなりの進歩と言えた。ヒナとの出会いをきっかけに、修行レベリングにはげんだおかげだろう。

（そういや、あいつ……なにしてんだろうな）

　ふと思いだす。意気投合し、友の誓ちかいを立てた少女。しかし再会を果たしたとき、支し離り滅めつ裂れつな言動をくりかえし、ハレを罵ば倒とうしてきた不可思議な少女。

　なぜあんな態度をとってきたのか、いまだにわからない。やはり、自分のような出来そこないの冒ぼう険けん者しやと友達なんて、嫌いやになったのだろうか。

（まあ、どうでも……いいか）

　あの少女との縁えんは、もう切れた。いまさら考えても、どうにもならないのだ。

　暗雲を振ふりはらうように、ハレはぶんぶんとかぶりを振った。




「なめとんかごらぁ！」




　直後――前方から、男の怒ど鳴なり声ごえが聞こえた。

　早足で進むと、二〇Ｍメイル四方の開けた空間に出る。そこに、二つの人ひと影かげがあった。

　和服姿の男と、スカーフを巻いた軽装鎧ライトアーマー姿の少女だ。

（……って、ルシアとヒナじゃないか!?）

　うわさをすれば、である。リディヤは見当たらないが、間ま違ちがいない。

（なんでこんなところに……？）

　気づかれないように静かに近づき、陰かげから二人をのぞき見る。

　ヒナは壁を背にうつむき、ルシアはその前で鬼おにの形相をしていた。

「何度言えばわかるんじゃごらぁ！」

　怒ど号ごうとともにルシアの平ひら手てがとぶ。ヒナはそれを頬にもらい、背後の壁に後頭部を打ちつけて倒れた。だがすぐに身を起こし、ルシアに土下座を敢かん行こうする。

「す、すみませんです……もう絶対にしないですから！」

「そう言うのは何回目や！　反省が足りんのちゃうか！」

　ごくり、と。ハレは息をのんだ。

　こんな迷宮内でまで、ヒナは暴行を受けているらしい。

（ぼ……僕には関係ない、よね）

　ヒナ本人が、この暴力のことを教育だと言っていたのだ。おまけにハレは『大嫌い』『反吐へどがでる』とまで罵倒されている。とても助けようとは思えなかった。

　バカらしいとひとりごち、ハレは別ルートへと歩きだした。




「――ちゃんと働く言うから、猫ねこもガキも見み逃のがしてやったんやろ！」




（……猫とガキを、見逃す？）

　ルシアの怒ど声せいが耳じ朶だをうち、否いや応おうなく足がとまる。

　聞き捨てならない話だった。

「約束したなあ？　もう逃げません、ちゃんと働きますって。あれは嘘うそやったんか？　今からガキと猫をとっつかまえてきて、しばいたってもええんやぞ」

　ルシアは不ふ遜そんにヒナを見下ろし、ヒナの頭を足あし蹴げにした。

「そ、それは……勘かん弁べんしてくださいです！　もうヒナは逃げたりしないです！　一いつ生しよう懸けん命めい働くです！　だから……ニャモ助とハレのことだけは、見逃してください！」

　どくん、と。ハレの心臓が跳はねた。

（あいつはいま、なんて言った……？）

　ヒナの言葉が、すぐにはのみこめない。

　脈打つ鼓こ動どうを抑おさえ、ゆっくりとその言葉を咀そ嚼しやくする。

『逃げたりしない。一生懸命に働く。だからニャモ助とハレのことは見逃してくれ』

　確かに、ヒナはそう言った。ひどい暴行に耐たえてまで、従者としてリディヤに付きしたがっているのは、ハレとニャモ助を見逃してもらうためだったと。

（冗じよう談だん、だろ……？）

　目をやると、しかし二人の顔は真剣だった。

　演技には見えない。誰だれも見ていない迷宮ここで演技する理由も見あたらない。

（本当、なのか……？）

　ハレたちを見逃してもらう代わりに、ヒナは暴行に耐えていた。

　文句も言わずに奴ど隷れいのごとく働いていた。それが真実だったと言うのか。

（でも、だって……そんなこと……）

　ハレの思考は、ついていかない。

　先日と今のヒナの言動は、落差がありすぎた。ヒナはハレを嫌っていたはずだ。今さらハレのためだったと言われて、信じられるわけがない。

　だが現にヒナは懇こん願がんしている。美しい顔に土をつけてまで、必死に頭をさげている。

（もう、逃げたりしない……）

　ヒナの言葉を反はん芻すうし、ふいに雷かみなりのような閃ひらめきが脳のう裏りを走った。




〝――ニャモ助を連れ去ろうとする追手から逃げていたのです〟




　出会ったとき、ヒナはそう言っていた。この追手というのは、ワグナー家のことだったんじゃないか？　ヒナはワグナー家から逃げていたんじゃないか？

　警務隊レンジヤーに通じているというのも、ワグナー家なら納得がいく。

　ワグナー家なら、警務隊レンジヤーに手もまわせよう。むしろワグナー家でなければありえない。

（……ヒナはワグナー家から逃げていたんだ）

　そう理解すると、しかし新たな疑問がうかんでくる。

　ルシアがハレの家に迎むかえにきたとき、ヒナは素す直なおにしたがったじゃないか。「よかったです」と言って、笑ってワグナー家に帰っていったじゃないか。

　逃げていたなら、なぜ抵てい抗こうしなかった？　尖せん塔とうから飛びおりてまで、必死に逃げていたのに。ハレに鉾槍ハルバードを向けるほど、ワグナー家におびえていたのに。




〝――友達になったら、ハレに迷めい惑わくかけちゃう……〟




　ヒナのそんな言葉が頭をよぎる。

　出会った当初から、ヒナはハレを巻きこむまいとしていた。

（……僕に迷惑をかけたくなかったんだ）

　ルシアと諍いさかいになれば、ハレもワグナー家に目をつけられる。

　だからヒナは、帰っていったのだ。決死の想おもいで逃げだしたワグナー家に、ハレに真実をさとられまいと笑みすらうかべて。ハレのことを素知らぬフリをし、中傷してきたこともそうだ。ハレをワグナー家から遠ざけるためだったのだろう。

　不可思議だったヒナの言動の数々が、綺き麗れいに一本線につながる。

（僕を必死に守ろうとしてくれてたんだ。そんなヒナを、僕は……）

　裏切り者だと思っていた。恩知らずだと思っていた。

　ひどい仕打ちを受けるのを見て、ざまあみろとすら思っていた。

〝ヒナはあなたのことが嫌いです！〟

　彼女は死にものぐるいで、金打の誓いを守ってくれていたのに。

〝ヒナにはもう関わらないでください！〟

　金打の誓いをやぶったのは彼女でなく、自分のほうだったのに。

〝一生、ヒナに近づかないでください！〟

　ハレに対して悪者を演じてまでも、彼女はハレを守ろうとしてくれていたのに。

　地じ獄ごくのあつかいに耐え、身をていしてまでハレを守ろうとしてくれていたのに。

（僕はなんて、大バカ野や郎ろうなんだ……！）

　ぐっ、と。歯を食いしばったそのとき――

「……ぜんぜん反省しとらんなあ!!」

　ルシアがヒナの胸むなぐらをつかみ、宙ちゆうづりにした。

　ハレはヒナを見た。地獄のあつかいに耐えてまで、自分を守ろうとしてくれている少女を見た。傷だらけになっても、金打の誓いを守りぬいている友を見た。

「なんでわからんのや！　ぶち殺すぞガキ！」

　やめろ。

「生意気な目で見とんやないぞごらぁ！」

　もう、やめてくれ。

「もう一発くらわな、わからんかぁッ！」

　頼たのむから、もう――




「――――やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」




　地面に縫ぬいとめられていた足が、考えるよりも早く動く。

　抑おさえようのない激情が両足をルシアへと運び、握にぎった拳こぶしを振りかぶらせる。

　驚きよう愕がくに目を見開いたルシアの顔面に、そのまま全ぜん身しん全ぜん霊れいの拳を叩たたきこんだ。




４




　ハレは気息をととのえながら、呆ぼう然ぜんとルシアを見おろした。

　もろに拳を受けたルシアは勢いよく吹ふっとび、地面に倒れふしていた。

「ハ、ハレ……？」

　地面に座すわりこむヒナが、きょとんとハレを見あげた。

　ハレが顔を向けると、ヒナはあわててハッとした顔を作る。

「あ……違うです！　名前は、その……ロビーで聞いたから……！」

　この期ごにおよんでも、ハレのために知らぬフリを貫つらぬきとおそうとする。

　じん、と。ハレの胸が熱くなった。気づけば傍かたわらにしゃがみこみ、少女を抱きしめていた。自分のために奴隷のようなあつかいに耐えてくれた少女を、ぎゅっと。

「……ぜんぶ、わかってるから」

　ハレの一言で、ヒナはすべてをさとったようだった。

　瞳ひとみをうるませ、口を引きむすび、ハレの胸に顔をうずめてくる。

　その肩かたは、わずかに震ふるえていた。

「あらら、きみなあ……こりゃあかんよ」

　ルシアは口元の血を手でぬぐい、立ちあがった。

　不気味な微び笑しようを向けられ、ハレはことの重大さに気づく。

　ワグナー家の者に、自分は手をあげてしまったのだ。

「ワグナー家は、反逆者を決して許さん。あらゆる権力と武力を使い、再起不能にまで追いこむ。当然エルドラには居いさせんし、冒険者も続けさせん。絶対にや。それを承知のうえで、きみはボクを殴ったんやろなあ？」

「そんなことは……ぜんぜん考えてなかったけどさ」

　獣人セリープらしい獰どう猛もうな目つきで睨にらまれ、ハレは視線を虚こ空くうに泳がせる。

　ルシアの口こう端たんがつりあがり、裂さけるように不気味に広がった。

「……せやなあ、ボクも鬼やない。いまここでちゃちゃっと土下座して、落とし前つけてくれたら……ボクを殴ったことは、水に流したってもええかもなあ」

（すべてを水に流してもらえる……か）

　その提案はハレにとって、蜜みつよりも甘あまかった。

　冒険者になって村の人間を見かえす――くじけずやってこられたのは、そんな夢が支えになっていたからだ。冒険者以外の生き方は、考えたこともない。

「ほら、どないするんや？　はっきりせい。エルドラを追われ、冒険者という職も失い、一生ワグナー家につけねらわれるか……いまここで頭をさげるかや」

「ハレ、早く謝ってくださいです！」

　ヒナもそばにきて、腕うでをゆすってくる。

　話を聞くかぎり、ワグナー家は甘くない。本当にハレを再起不能に追いこむだろう。この場で殺されてもおかしくない。今後を考えれば、謝るべきなのだ。

（英えい雄ゆうごっこはやめなさい……か）

　ふと頭をよぎったのは、先日のセリーヌの忠告だった。

　冒険者の世界は非情。生きのこるため、他人を見捨てねばならないときもある。勝機のない戦いに挑いどむのは、愚おろか者もののすることだ。それはハレもわかっていた。

「だけど、僕は……」

　ハレは、ヒナを見た。自分を守ろうとしてくれた友を見た。

　思えば彼女の行動は、すべて他人のためだった。

　ニャモ助を守るため、命を賭かけてワグナー家から逃にげだした。ハレを守るため、地獄のようなワグナー家に帰っていった。ハレとニャモ助を守るため、奴隷のように働いていた。殴られても蹴けられても、文句ひとつ言わずに。

　ヒナはたったひとりで闘たたかってくれたのだ。自分のことなんか二の次で、ハレに嫌われるような演技をしてまで、ハレを守ろうとしてくれたのだ。

　見捨てたく、なかった。ここで引きさがれば、彼女はまたひどいあつかいを受ける。ずっとずっと受けつづける。それだけは――絶対に、嫌だった。

　だから、ハレは小さな声で――

「……謝あやまりたくない」

　しかし、はっきりとそう言った。

「ハ、ハレ!?　なに言ってるですか、謝るですよ!!」

　必死に腕をゆすってくるヒナに、しかし首を振った。

「……エルドラを追いだされたら引っこせばいいじゃん。どこでも生きていけるよ。ケガをしたら治せばいいじゃん。痛くても我が慢まんするよ。冒険者でいられなくなったらほかの仕事を探せばいいじゃん。また山で羊の世話でもするよ。でもさ――」

　反論しようとするヒナを手で制し、ハレは続ける。




「――ここでおまえを見捨てたら、僕は一生後こう悔かいすると思うんだ」




　ハレの覚悟を決めたという顔を見て、ヒナはハッと口をつぐんだ。

　ヒナの手を払はらい一歩前に進みでて、ハレは言った。

「おいルシア！　おまえみたいなクソ野郎に、誰が土下座なんかするかよ！　ワグナー家だかなんだか知らないが、僕の友達いじめてんじゃねえ！　クソ犬がッ！」

　ルシアはぴくりと顔を引きつらせ、だが落ちついた声こわ音ねで、

「……後悔せえへんな？」

「どこに後悔する要素がある？」

　チッ、と。ルシアは憎にく々にくしげに舌打ちした。

「はあ……なんやおもろないなあ。ボクの予定では土下座してきたところで、許すわけないやろドアホってどついたるつもりやったんやけどな」

「……最初から許す気なんてなかったってわけかよ」

「ボクを殴なぐって許されるかいボケ。どうでもええけど。きみ――」

　ルシアは獰どう猛もうな琥こ珀はく色いろの瞳でハレを睨にらみつけ――次の、瞬間。

「――――さっさと死のうか」

　一いつ瞬しゆんでハレのふところに身を躍おどらせ、刀を上段に振りかぶる。

　あまりのふいうちに、ハレは木偶でく人にん形ぎようのように呆然と立ちつくした。

　その斬撃は――あまりに速く、鋭するどく、無む慈じ悲ひ。幼子が道みち端ばたで見つけた蟻ありを楽しげに踏ふみつぶすかのごとく、死神ルシアは黒い微笑とともに容よう赦しやなく鎌刀を振りおろす。




　だが、その寸前。

　ハレとルシアのあいだに、人影が飛びこんできた。




「……!?」

　人影はハレの前に立ち、ハレの盾たてとなるように両りよう腕うでを広げた。まるで、敵わぬとわかっている外敵の前に、それでも子をかばい立ちふさがる母のように。

　凛りんと舞まう金色の髪かみを見て、ハレは少女の名をつぶやき――

「ヒ、ナ……？」

　瞬間。刃はが少女の肩かた口ぐちをとらえ、胸まで斬きりさいた。

　パシャッ――と。派手な血しぶきがあがる。魚が跳はねた水面のように、空中にいくつもの血柱が立つ。それは無数の滴しずくとなって飛散し、迷宮を赤く彩いろどった。

「……、な、んで……？」

　のけぞるように倒れてくるヒナを、ハレは音もなく抱きとめた。

　白雪のような肌はだが、無残に血にまみれていた、胸には数十Ｃセイチにおよぶ裂れつ傷しようが走り、そこから際限なく血が流れ、ハレの腕を血の色にそめてゆく。

　そして、そんな重傷を負っている彼かの女じよは――

「だい、じょうぶです……それよりハレ、逃げて……」

　しかしおだやかな笑みをうかべ、そう言った。

　誰よりもつらく苦しいのは自分のはずなのに、ハレに逃げろと。

「……」

　それからヒナは目をつむり、ぴくりとも動かなくなった。

　胸は――しっかりと上下している。気絶してしまっただけのようだ。

「ひゃはははははは！　なにしてんねんこいつ、アホやん！　自分から斬きられに来おったわ！　どんだけマゾやねん！　きっしょいわあ、ほんまきっしょいわあ！」

　ルシアの狂熱を帯びた哄こう笑しようが、迷宮に反響する。

（ヒナのやつ、勝手なことばかりしやがって……）

　ハレは、歯を食いしばる。

　壁ぎわにヒナを横たえ、上体を起こさせる。太ももの収納ベルトレツグホルスターから残り少ない回復薬ポーシヨンを取りだすと、強ごう引いんにヒナの口に流しこんだ。

　意味が、わからなかった。確かに金打の誓いは立てた。だがあんなものは、しょせん口約束。友達とは言っても、ハレとヒナは一日一いつ緒しよにいただけの仲にすぎない。そんな自分のために、なぜ彼女がここまでするのか理解できなかった。

　ただひとつ――ただひとつ、わかるのは。

　自分がどうしようもなく、これ以上ないぐらいに怒おこっているということだった。

「なんでだよ……なんでおまえは、こんなひどいことができるんだよ」

　ハレの静かな憤ふん怒ぬに対し、しかしルシアは嘲ちよう笑しようするように鼻を鳴らした。

「わざとやったわけやないやん。そのバカが勝手に飛びこんできたんや」

「今日だけのことを言ってるわけじゃない！　毎日毎日ヒナに暴力を振るって、暴言を吐はいて……なんでそんなことが平気でできるのかって訊いてるんだ！」

　じんじんと。音を立てて怒りがわきおこる。

　目の前のルシアに、ヒナを苦しめるワグナー家に――そして、なにより。

　ヒナの苦しみに気づけなかった自分自身に、この上なく腹が立っていた。

「あいつさ……泣いたんだよ。パンを食べさせてやっただけで、『僕ぼくに頼たよってもいいからな』って言ってやっただけで、たったそれだけのことで泣いたんだよ。『こんなに優やさしくされたのは生まれて初めてです』って、ぽろぽろと涙なみだまでこぼしてさ……」

　ハレは拳をぐっと握りしめ、目がくらむほどの怒りに全身をわななかせた。

「……おまえらを見て、ようやくわかったよ。あれは比ひ喩ゆでもなんでもなかったんだって。本当の本当に、あいつは生まれて初めてだったんだ。パンをごちそうになって、ちょっとだけ優しい言葉をかけてもらう……たったそれだけのことが初めてだったんだ！」

「言いたいことはそれだけか？　御ご託たくが長いな、きみ……」

　大あくびをするルシアへと、ハレは気づいたら駆かけだしていた。

　頭にのぼった血液はハレの思考を真っ赤にぬりつぶし、ルシアの顔面めがけて拳をくりださせる。しかしルシアはそれを片手で軽々と受けとめ、笑う。

「そうや、四しの五ごの言わずかかってこんかい！」

「……クソ野郎がッ！　ぜってえ許さねえッ！」

　ハレの雄叫びが、戦闘開始の合図となった。

　ルシアは身を引きざま、中段蹴げりをくりだしてくる。ハレは回かい避ひしきれず、横腹にもろにくらう。十数Ｍメイルほど吹っとび、迷宮の硬こう質しつな壁に打ちつけられた。

　だがすぐに跳はねおき、手甲剣ガントレツトソードを構える。

　ルシアも刀を正眼に構え、ハレを見ると鼻で笑った。

「……アホなきみに教えといたると、ボクはレベル45の第七級冒険者や。レベル10だかの第十級冒険者ごときには、世界がひっくり返っても負けん。覚かく悟ごせい、雑魚ざこがッ！」

　瞬間。地を蹴けったルシアは、ハレへと疾しつ風ぷうのごとく直進してくる。

　そこから、ルシアの猛もう攻こうがはじまった。重い斬撃がハレに間断なく飛んでくる。ハレの視界が見えているかのように死角をつき、肉を裂さこうと狙ねらってくる。

　桁けた違ちがいの膂りよ力りよくと剣けん術じゆつに、ハレは防戦一方だった。第七級冒険者の称しよう号ごうは伊達だてではない。斬撃を受けるのに精せい一いつ杯ぱいで、反はん撃げきに転じる隙すきがなかった。

（だけど……）

　攻撃自体は一いち撃げきも食くらうことなく、受けきっていた。

　これならどうにかやれる、と思った。ここ最近の修しゆ行ぎようでレベルが18にまで達していたこと、そして魔物との連戦がハレの神経を極限まで研とぎ澄すませていた。

「へえ、思ったよりも動けるやないか……」

　つばぜりあいとなり、鼻先数すう十じゆうＣセイチの至し近きん距きよ離りでルシアが笑う。

　刀を必死に押おしかえしつつ、ハレは強がった不敵な笑みでこたえる。

「……そりゃどうも、そっちは思ったより大したことないね」

「えらい余よ裕ゆうやないか……じゃ、本気だしてええか！」

　ルシアはハレを弾きかえすと、全身から膨ぼう大だいな魔力マナをあふれさせた。

「――――嘶いななけ、【潜行刃インビレイド】!!」

　雄叫びをあげると、とたんに刀が禍まが々まがしい黒い風をまとう。

　とてつもない威い圧あつ感。あれはやばい、とハレは本能で感じとった。

「遊びは終わりや！」

　ルシアは刀を構え、ハレとの間合いを数歩でつめてくる。ハレが剣を寝ねかせて身構えたその刹せつ那な、おどろおどろしい黒い風をまとう刀が打ちおろされた。

　しかしその斬撃は、受けると拍ひよう子しぬけするほどに軽かった。

「本気って言っても、大したことな……」

　だが、ハレがルシアを挑ちよう発はつしようとした――次の、瞬間。

「……ぐはっ！」

　突とつ如じよハレの右みぎ肩かたと左ひだり太ふと腿ももの肉が裂さけ、血しぶきがあがった。

　激痛に耐えかね、ハレは膝ひざを折る。間かん髪はついれず、右ななめ下からの斬りあげ攻撃が飛んでくる。やむをえずハレは後ろに跳ちよう躍やくし、ルシアから距きよ離りをとった。

（斬撃は受けきったのに……どういうことだ？）

　右肩を押さえ、出血する太ふと腿ももの裂傷に目をやる。

　刃は物もので斬られた切り傷。方法は不明だが、やはり刀で斬られている。

「……この魔導具アーテイフアクト《青せい雲うん刀とう》の刃は一つやない」

「刃が一つじゃない……？　どういうことだ？」

「んなもん敵に教えられるかボケェ！」

　瞬間。ルシアは身をしずめ、地面を滑かつ空くうするように突つっこんできた。

　ハレの胴どうに横よこ薙なぎの斬撃が放たれ、ハレはそれを剣で受ける。

「……ぐああああああああッ！」

　しかし受けきったと思った瞬間、ハレの右肩と脇わき腹ばらの肉が裂さけた。

　そこからは、一方的な戦いとなった。ルシアの謎なぞの攻撃を前に為なす術すべもなく、ハレは全身に生々しい裂れつ傷しようを増やした。鮮せん血けつが飛散し、迷めい宮きゆうに血の雨が降ふる。

　魔導具アーテイフアクトの力だということはわかったものの、打つ手はなかった。

　どうやらルシアが斬撃を放つと、複数の見えない切っ先が形成されるようだ。が、切っ先の位置は予測不能。物理的に受けとめられるものかもわからない。

　かたや傷だらけで呼吸も荒あらいハレ。かたや無傷で余裕しゃくしゃくのルシア。

　彼ひ我がの距離一〇Ｍメイルで向きあい、ハレは唇くちびるをぐっと噛かみしめた。

「ひゃはははははは、これが実力の差ってやっちゃ！」

　刀を気だるげに肩にかつぎ、勝かち誇ほこるルシアに――

「それでもボクは……負けられないんだよッ!!」

　ハレは気力を振りしぼり、肉にく薄はくした。が、ルシアは身を翻ひるがえしてそれを躱かわし、ハレの脇腹を真横から蹴けった。ハレは矢のように飛び、無様に地面に転がった。

　地面でうめくハレに歩み寄り、ルシアはククと喉のどの奥おくで笑った。

「あんなあ……きみってアホ？　負けられないとかいう精神論で勝負が決まるなら、誰も必死こいて修行レベリングせえへんわ。ボクは血のにじむ努力をし、第七級冒険者までのぼりつめた。ボクがきみみたいな最下級冒険者できそこないに負けるわけないやろ。身のほどを知れ」

　ハレはがくがくの足で地面を踏ふみしめ、歯を食いしばって立ちあがる。

「確かに……僕は雑魚だよ。だけど、そんな僕をさ……ヒナはすごいって言ってくれたんだ。だから僕は負けたくない。おまえなんかには、絶対に負けられないんだ！」

「へえ、きみのどこがすごい言うねん……見せてみんかいッ！」

　ハレとの距離を一瞬でつめ、ルシアは刀を振りおろした。ハレはそれを剣を寝かせて受け、だがその瞬しゆん間かんに見えない刃により、右頬ほおと左腕を斬りさかれた。

　ハレが跳躍して距離をとると、すぐさまルシアが追つい尾びしてくる。

「ほらほら、なにがすごいのか見せてみろやごらぁ！」

　入り組んだ回かい廊ろうを利用し、ハレは小回りで逃げまわった。

　だがハレが逃げに徹てつするのを見て、ルシアも出方を変えてくる。

「……なにもせんなら、これで終しまいや!!」

　刀を正中線に構え、刀を中心に禍々しい黒い風を巻きおこす。

　回廊の端と端、二〇Ｍメイルは離はなれていようハレの背にねらいを定め――




「全能なる魔力マナよ、猛たける颶ぐ風ふうとなりて我が敵を斬り裂さけ――【黒き風ノワルネイド】ッ!!」




　猛もう獣じゆうのごとき咆ほう哮こうとともに、刀を大きく横薙なぎに振るった。

　すると黒い風は巨大な竜巻へと姿を変え、ハレに一直線に飛んできた。

（なんだ、あれは……!?）

　黒い竜巻はその規模を拡大し、轟ごう音おんとともに回廊を吹きぬけた。鋼鉄なみの硬こう度どを誇る迷宮の内ない壁へきを安々とえぐり、回廊に土つち煙けむりを巻きあげながら爆進してくる。

　直径一〇Ｍメイルにも達した竜巻が、視界を黒くぬりつぶし――

（や、やべ―――――――ッ!!）

　生死の狭はざ間まで、なりふりかまわず横っとび。

　竜巻が横腹をかすめるのを感じつつ、ハレは脇わき道みちに身を投げた。ゴゴゴゴゴ!!　という地鳴りのような破は砕さい音とともに、竜巻が回廊を吹きぬける。

　つかの間まの、静せい寂じやく。

　音がやんだのを確かく認にんし、ハレはゆっくりと身を起こした。

　瞬間。鋭い痛みが横腹を走りぬけ、ハレの顔がゆがむ。直ちよく撃げきこそ避さけられたが、竜巻はハレの横腹をかすめ、肉をえぐりとっていたようだ。

（……、ぐっそが……ッ）

　燃えるような腹の痛みをこらえ、元いた回廊をのぞきこむ。

　土煙が晴れたところだった。地面には瓦が礫れきが散乱し、その中心にルシアの姿がある。きょろきょろとあたりを見回しているところを見るに、煙けむりでハレを見失ったらしい。

（ふう……どうすりゃいいんだ。遠えん距きよ離り攻こう撃げきまであるとか）

　ハレはひとまず安あん堵どし、壁かべにもたれかかるようにへたりこむ。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい。半はん死し半はん生しよう。満まん身しん創そう痍い。斬撃をもう一ひと太刀たちまともに浴あびれば、もう立ってはいられまい。血液が全身から流れ、意識も朦もう朧ろうとしてきていた。

　一方でルシアは無傷だ。これでは万にひとつも、勝ち目はあるまい。

（だけど……）

　視界のすみに、倒れているヒナの姿が目に入る。

　自分をかばって重傷を負った少女の姿に、ハレは拳をぐっと握りしめる。

（……逃げるわけには、いかない）

　歯を食いしばり、小刻みに震える脚あしでどうにか立ちあがる。

　理り屈くつでは、逃げるべきだとわかっていた。

　このままルシアと戦いつづければ、ほぼ確実に自分は死ぬだろう。自分とルシアには、それだけの力量差がある。それが、なんの脚きやく色しよくもない現実リアルだ。

　しかしそれでも、ハレはこの場に背を向けなかった。勝ち目がないとわかっていても、それでも立ち向かうべき理由が――想いが、この胸にあったから。

（……やれるだけやるしかないよね。金きん打ちようしちゃったし）

　ヒナの笑え顔がおを思いうかべ、腹をくくる。自分のような人間のため必死になってくれたヒナのため、自分のような人間をほめてくれたヒナのため、戦う覚悟を。

（……ほめて、くれた？）

　ふと、その言葉が引っかかった。

　そして、ハレは思いだす。友にほめられた〝自分の武器〟を。




「見ーつけた！」




　瞬間。背後から、楽しげな声が投げられた。

　振りかえると、そこには不気味に笑う死神ルシアが立っていた。

（そうだ……そうだよ）

　ハレはごくりと唾つばをのみ、死神に向かって剣けんを構える。

　冷たい汗あせを頬につたわせながらも、その口くち許もとには笑えみがうかんでいた。

（僕にもあるじゃないか……立派な武器が）

　見み出いだしたのは――小さな、とても小さな希望の光。

　自分は稼かせぎもなければ、実力もない。正しよう真しん正しよう銘めいの最下級冒険者だ。以前ならば、こんな自分の力なんて信じられなかった。信じられるはずがなかった。

　けれど、ヒナがほめてくれたのだ。〝すごい〟と言ってくれたのだ。自分が自分の力を信じられずとも、彼女が信じてくれた自分ならば信じられる。

　友のおかげで見出した希望に、ハレは賭けることにした。

　次の刹那――黒い微笑をたたえた死神が地を蹴けり、少年の冒険たたかいが幕を開けた。
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「待てや腰こしぬけ！　逃げるばかりやなくて戦わんかい！」

　逃げまわる少年の背に、ルシアはいらだちまじりに叫さけんだ。

　かれこれ、三〇分。ハレとかいうあの少年は、ルシアから逃げつづけていた。

　大口を叩いておきながら、反撃に転じることもなく、ただ逃げまわっている。

（……なんや、びびって損したわ）

　大おお見み得えを切ったからには、なにか手立てがあるのかと思った。

　が、少年にそんな様子は一いつ切さいない。なにかに憑つかれたように、逃げるだけだ。

　何度か斬撃を当てはしたが、紙かみ一ひと重えで致ち命めい傷しようにならないよう回避されていた。

（ええ加減だるなってきた。もう出だし惜おしみはやめや……）

　さきほどから、ルシアは【黒き風ノワルネイド】の使用を避けていた。それは強力だが、膨ぼう大だいな魔力マナを消費する。使いすぎれば、精神喪失マインドロストで自じ壊かいしてしまうからだ。

　だがこのまま逃げられていても、らちがあかない。

「おいクソガキ！　鬼ごっこもこれで終しまいや――」

　刀を構え、十数Ｍメイル前方を走るハレの背にねらいを定めた。

「――――――唸うなれ、【黒き風ノワルネイド】ッ!!」

　刀を大きく薙なぎはらい、漆しつ黒こくの竜巻をハレへと放った。

　だが、ハレはすんでのところで横っとび。竜巻はハレの脇わきをぬけて壁をえぐり、まるで落らく盤ばん後のように回廊を瓦が礫れきの山でうめつくした。

（ちっ……幸運は何度も続かんぞ）

　ルシアは歯は噛がみし、【黒き風ノワルネイド】を連発した。迷宮の景観が、竜巻により無残な変へん貌ぼうをとげてゆく。竜巻は地面をえぐり、瓦礫と土煙にして宙に舞いあげた。

　そして元いた二〇Ｍメイル四方の空間で、ついに竜巻はハレの背をとらえた。

「ぐああああああああああッ！」

　痛々しい絶ぜつ叫きようとともに竜巻に斬りきざまれ、ハレは吹きとんだ。

　壁に背から打ちつけられて無様に倒たおれふし、そのまま動かなくなる。

「おっと……ほんまに殺してしもうたか？」

　まあ別にええか、とひとりごちる。

　問題ない。ワグナー家の権限で、事実をもみ消せばいいだけの話だ。

「はい、お一人さま彼岸の国ヴアルハラにご案内やな」

　嘲ちよう笑しようまじりに言い捨て、少年に背を向けた――次の、瞬間。




「……誰が、死んだって？」




　背後から、かすれた声。

　振ふりかえると、なんと少年が立ちあがっていた。

　だが、死にかけのようだ。体中が血まみれ。額ひたいからたれる血で、片目も開かなくなっている。両腕がだらりと垂れさがり、脚もがくがくと小刻みに震えている。

「ほええ、まあだ生きとったんか！　でも立っとるのがやっとやろ？　いますぐ土下座したら、見逃したってもええぞ～？　ほら、どうや？　ど・げ・ざ！」

「誰がするか……てめえの攻こう撃げきなんざ効いてねえんだよ」

　ルシアは、これ以上ないほどに忌いま々いましげな舌打ちをする。

「最後まで命ごいはせんってか。『ゆるちてくだちゃーい！』とでも言うのを期待しとったのに、つまらんなあ。まあ許すつもりなんて毛頭なかったけど」

　なにか抑えようもないものを抑えるように、ハレは静かに声を震わせた。

「……許すつもりがないなら、なぜ命ごいなんてさせる？」

「おもろいやん。必死に命ごいしてくるアホを斬るのは最高やで？　許してもらえるという安あん堵どの表情が、恐きよう怖ふと絶望にゆがむあの瞬間……ゾクゾクするわ！」

　ハレは鋭い目をいっそう細め、刃のごとき眼光でルシアを射ぬく。

「命ごいしてきたやつに……一度でも情けをかけたことがあるか？」

「はあ？　かけるかボケェ。ワグナー家に逆らったら死あるのみや」

　ルシアが不ふ遜そんに言いはなつと、ハレはクククと小こ鳩ばとのように笑った。

「ははっ……そうか、そうだよな。ヒナにあんなひどいことをできるクソ野郎が、情けなんてかけるわけないよな。あたりまえのこと訊きいて悪かったよ」

「ちっ、調子乗ってんちゃうぞクソガキァ……」

　顔を鬼おにのようにゆがめるルシアを、ハレはなおも挑発してくる。

「……ごちゃごちゃ言ってないで、かかってきたらどうだ？　さっきからちまちまと遠距離攻撃ばっかりしやがって。僕に近づくのが怖こわいのか？　チキン野郎が」

「……なんやとこらぁ!!」

　白熱した怒りが、ルシアを猛もう烈れつに殺気立たせた。

「ははははは、本当のこと言われて顔真っ赤か？　この程度で怒るなんて、ルシアは小物だな。ワグナー家の後うしろ盾だてがないとなにもできない、虎とらの威いを借かる狐きつねってわけだ」

「……殺す」

　瞬間。ルシアはハレへと跳躍した。天てん井じようすれすれの中空で刀を振りかぶる。

　対して――ハレは、動かない。否いな、動けないのだろう。いままで動けていたのが不思議だった。体中に傷を負い、肉体はとうに限界をこえているはず。

　ルシアは持てる力のすべてを、剣けん尖せんに集中させる。間ま違ちがいなくワグナー家に楯たてついた愚か者の喉のど元もとをえぐれるように、刀を上空から横に薙なぎはらう。

　そして、刀がいままさにハレの喉元かっきろうとし――




　だが、その寸前。

　見計らったかのように、ハレが腕を横合いに振るった。




「降霊憑依スキルオン――――――【蜘蛛の巣スパイダーウエブ】ッ!!」

　瞬間。ルシアの眼前に、無数の白糸が出現した。

　なんと、巨大な蜘蛛の巣だった。思わぬできごとに対応できず、ルシアは巣に突っこんだ。糸にからめとられ、両もろ手てをあげた状態で身動きがとれなくなる。

「な、なんやこれ……くそがッ！」

　巣の上でもがくルシアを見すえ、ハレは血まみれの顔で言った。

「……僕は雑魚だよ。おまえと真っ向勝負しても、歯が立たない。だけど、僕にもひとつだけ誇れるものがあったんだ。ヒナがほめてくれた、このスキルが」

　かたわらのヒナをちらと見て、おぼつかない足取りでこちらにやってくる。

　ルシアは巣の上で踊おどるように暴れながら、顔面を憤怒にそめる。

「こ、こんなスキルが……くそっ！　なんでいままで隠かくしとった！」

「隠してたわけじゃない。このスキルを発動するには、準備が必要なんだ。発動前に周しゆう到とうに糸をはりめぐらせておかなきゃならないっていうね」

「まさか逃げまわっとったのは……」

「そうさ、準備してたんだ。無事完成させられてよかった」

　ルシアが無限の悔かい恨こんにさいなまれているあいだに、ハレが眼前に到とう達たつした。

　剣を引っこめ、小刻みに震える瀕ひん死しの体で右みぎ腕うでを構える。

　拳に魔力マナを集約させるハレを見ると、ルシアは血相を変えて暴れだした。

「く、くそがッ！　なんやこの糸、なんで切れん……！」

　だがどれだけあがこうと、糸は決して切れない。

　蜘蛛の糸の強度は、鋼鉄の約五倍。太さ一Ｃセイチの糸で巣を作れば、巨竜ドラゴンを捕とらえられるほど。いくらルシアでも、力だけで切断するのは不可能だった。

「か、解放せんかいボケェ！　こんなことして、ただですむと思っとるんかごらぁ！」

　いまだ暴言を吐はきつづけるルシアに、ハレは淡たん々たんと言った。

「……成功するかは賭かけだったよ。うまくいってよかった。うれしいよ。ヒナが見たいって言ったこの力で、ヒナを散々に苦しめたおまえに仕返しができるんだから」

「ま、待て……待つんや！　い、いま謝ればまだ許したるぞ！　ワグナー家に楯たてついたことは、ぜんぶ忘れたってもええ！　だから、やめんかこらあああああッ！」

　無様にわめいて暴れるルシア。だが、糸は体をからめとるばかりだった。

「いや……あ、あれや！　ボクから口きいて、おまえを第九級に昇格ランクアツプさせたってもええぞ！　ほら、昇格ランクアツプできるんやで！　どうや、取引と行こうやないか！」

　ついに懇こん願がんしはじめたルシアを、ハレは氷のように冷えきった瞳で見つめた。

「たった一度でも、おまえが人に情けをかけたことがあったなら――――」

　ハレの右拳が、見たことのないほどの輝かがやきを放った。

　薄うす暗ぐらい迷宮の景観が、魔力マナの輝きで純白にそまる。魔力マナとは〝心〟の力とも言われる。気持ちが強いほどにそれは体からあふれ、人に力を与あたえてくれるからだ。




「――――やめてやってもよかったんだけどなッッッ!!!!!!」




　ハレの拳が、ルシアの顔面に突き刺ささる。

　ルシアは蜘蛛の巣ごと上空へと舞いあがり、顔面から岩いわ肌はだに叩きつけられた。
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（……あれ？　どーゆーことです？）

　目を覚ますと、ヒナはハレに背せ負おわれていた。

　そこはハレの部屋。帰宅したばかりなのだろうか。室内には明かりすら灯ともされていない。窓から差す街がい灯とうの光だけが、部屋を淡あわく照らしだしていた。

（そうです、ヒナは確かルシアに斬られて……）

　迷宮での一件を思いかえしていると、ハレが口を開いた。

「……ヒナ、起きたか。いま……ついたとこ、だよ」

　妙みようにとぎれとぎれのハレの声に、ヒナは違い和わ感かんを覚える。

　部屋の照明がつくと、ハレが頭部から大量に流血していることに気づく。

「ハレ、ひどいケガです！」

「大だい、丈じよう夫ぶだっ……うぐッ」

　ハレはぐらりとよろめき、ヒナを背負ったまま床ゆかに倒れふした。

　ヒナはあわてて身を起こし、ハレの体を仰あお向むけにかえした。

　そして傷だらけの彼かれの体を見て、目をぎょっと見開いた。

「ど……どうして治ち療りよう室しつによらなかったですか！」

　ハレをかつぎあげ、どうにかベッドに横たえた。

「ルシアに手ひどく、やられ、て……だけど治療室にいたら、ワグナー家のやつに襲おそわれる、かもって思って……そのまま、急いで帰ってきて……」

「わ、わかりました！　もうしゃべらなくていいです！」

　ヒナは、唇を噛んだ。

　素人しろうと目めにわかるほど、ハレは重傷だった。体中の肉が裂さけ、目も当てられないほどだ。

　だけど、ヒナはハレを見た。自分のために必死に戦ってくれたハレを、重傷を負ってなお自分をここまで運んできてくれたハレを、しっかりと見た。

（どうにかしないと……ううん、どうにかするです！）

　応急処置に入る。

　自らの服を裂さいて傷口に巻くが、いかんせんケガが多すぎた。処置は行きとどかない。処置をほどこした部分も、なかなか血がとまってくれない。

「万ばん物ぶつの母たる至高の魔力マナよ、憐れん憫びんの光となり、この者の傷を癒いやせ――【小癒コラル】」

　上位神聖語ハイデモテイーズの呪文スペルを口早に唱え、ハレの胸に手をかざした。

　瞬間。ヒナの全身から淡い光があふれる。光は波動となり、ハレの体を優しく包みこむ。慈母神イーレイが授さずけてくれたその奇き跡せきが、ハレの傷を癒いやしてゆく。

　しかし、あきらかに力不足だった。ヒナは【魔法使いメイジ】。癒いやしの奇跡は専門外。とてもとても、傷だらけのハレの体を癒いやしきることはできなかった。

　いまだハレは苦痛に顔をゆがめ、呼吸も荒い。このままでは本当に――

（また……また、ヒナはなにもできないですか……）

　治ち癒ゆを続けながらも、自分の情けなさに泣きだしたくなる。

　いつもそうだ。自分の居場所も、大事な友も、なにもかも奪うばわれ――だが、どうすることもできなかった。今度もまた、自分のせいでハレは死んでしまうのだ。

　目に水すい滴てきをにじませるヒナの頭に、ふいにハレがポンと手をおいた。

「そ、んな顔するなよ……僕ががんばった意味な、いじゃん……」

　弱々しく微笑ほほえみ、ヒナの頭をなでてくる。誰だれよりも苦しいのは彼のはずなのに、生死をさまよう痛みと闘いながら、それでもなおヒナをなぐさめてくれている。

　目め頭がしらが熱くなり、涙がこぼれそうになった。だが泣くまいとこらえて、笑った。重傷を負ってまで自分のために戦ってくれた彼に、自分なりの最高の笑みを向けた。

「ありがと、ハレ……すっごくありがとです。ヒナなんかのためにがんばってくれて、ヒナなんかのために必死になってくれて……す～っごく、ヒナはうれしいです」

　ハレは満足気にうなずき、ヒナの金色の髪を手て櫛ぐしで梳とかした。

　しかし次の瞬間――すっ、と。ハレの手から力がぬけた。ゆっくりと、ゆっくりと、まるでコマ送りになったかのように、ハレの手はヒナの頭からすべり落ちた。

「……ッ」

　落下してゆくその手をつかもうと、ヒナは手を伸のばした。

　が――伸ばした手の先は、届かない。

　どれだけ望もうと、どれだけあがこうと、おまえには彼を救えない。どれだけ願ったところで、おまえには願いを叶かなえる力がない。なにもつかめやしない。

　運命神クグニがそう宣告しているかのように、ハレの手は無情にもベッドに落下した。壊こわれた操あやつり人にん形ぎようのように投げだされ、そのまま動かなくなった。

「……ハ、レ……？」

　おそるおそる声をかけるが、返事はない。

　返事は、ない。

「ハレ………ハレッ!?」

　大声で呼びかけても、体をゆすってみても、やはり反応はない。

　心臓が、止まっていた。

（そ、そうだ……人工呼吸！）

　すぐに人工呼吸をこころみる。治療院オピタルで教わったとおり気道を確保し、心臓マッサージと人工呼吸をワンサイクルで行った。小さな体で懸けん命めいに心臓を圧あつ迫ぱくする。

　ハレの唇に自分の唇を重ね、肺に酸素を送る。ファーストキスだったが、そんなことはどうでもよかった。彼を助けたいという一心で、酸素を吹ふきこみつづけた。

　けれど。

　何度こころみても、ハレの心臓は頑かたくなに動こうとはしなかった。

「そんな……なんで……」

　ふいに、ヒナは手をとめた。

　治療院オピタルまで連れていけば――ダメだ、ここからは遠すぎる。間にあわない。回復薬ポーシヨンを使えば――ダメだ、もう手元には一本も残っていない。

　彼を救いうる可能性が、次々と頭にうかんでは、泡あわのように消えてゆく。わずかに残されていた希望が、手のひらからこぼれ落ちていく。

「あああ……あああああ……」

　彼の胸に顔をうずめ、ヒナは瀕死の獣けもののようなうめきをもらす。

　だがどれだけわめこうと、現実は変わらなかった。彼の心臓はとまったままで、命の灯ともし火びは消えたままで、彼が息を吹きかえすことは決してない。

　いままでにない喪失感が、胸を締しめつける。これまでにも、いろいろなものを失ってきた。けれど、そのどれを失ったときよりも――胸が、苦しい。

「ねえ、ハレ……起きてください。まだちゃんとお礼できてないですよ」

　消えいりそうな声を振りしぼり、ハレの体をゆすってやる。

「ねえ、ハレ……どうやってルシアからヒナを助けたか教えてください」

　何度も何度も、懸命にゆすってやる。が、ハレの心臓はやはり動こうとしない。

「ねえ、ハレ……なんでヒナはこんなに役立たずですか？　なんでこんなに力がないですか？　なんで友達一人も救えないです？　ねえ、ハレ……教えてくださいよ……」

　声が、震ふるえる。

　言いようのない絶望感が、ヒナを暗い暗い谷底へと突きおとす。

（……、あきらめちゃ……ダメッ）

　それでも、ヒナは顔をあげた。谷底から懸命に手を伸ばした。

　自分を助けるために、彼はすべてを投げうってくれた。命を賭として戦ってくれた。いままで自分はあきらめてばかりだったけれど、今回だけはあきらめたくなかった。かっこ悪くても、情けなくても、無様でも――それでも、彼を救いたかった。

　だから、ヒナは探す。頭と体を極限まで稼か働どうさせ、彼を救いうる可能性を必死に探す。

　そして、そんな彼への一いち途ずな想おもいは――

（――――あれは！）

　ヒナの視線を、一筋の希望へと導いた。

　卓たく上じように見つけたのは、クッキーの木箱。彼との思い出の品。

「……ッ！」

　木箱に飛びつき、こじ開ける。

　なかには、一本の薬瓶びん。ハレが買いおきしていた大回復薬ハイポーシヨン。自分の貧弱なスキルでは不可能でも、この強力な回復アイテムならば、彼を救えるかもしれない。

　栓せんを引きぬき、なかの液体を口にふくむと、意識のないハレの口へとそそぎこんだ。

（…………お願い……お願い……！）

　信しん仰こうするあらゆる神々に祈いのりながら、薬瓶と彼の口を何度も往復した。

　まもなく薬瓶が空になった。あとはもう祈ることしかできない。胸の前で手を組み、かけがえのない友の回復を信じ、永遠にも感じられる時ときをただ待つ。




　そして――うっ、と。

　ハレの喉から、苦しげなうめきがもれた。




「……!?」

　幻げん聴ちようかと思い、ヒナはあわててハレを見た。

　その顔には、生気が戻もどっていた。ヒナはありえないというふうに首を振るが、苦しげにゲホゲホと咳せきこみはじめた彼は――まぎれもなく、生きていた。

「ハ、レ……？」

　おそるおそる声をかけると、彼はついにまぶたを持ちあげた。

「僕……生きて、るのか？」

　弱々しく声をしぼりだした彼は――やはり、生きている。

　そうわかっただけで、ヒナの顔はぐしゃりとゆがんでしまった。

「ハ……ハレエエエエエエエエエエエエッ!!」
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　涙なみだが次から次へとあふれてきて、気づけば彼に飛びついていた。

「ヒ……ヒナ!?」

「ハレハレハレハレハレハレハレハレ！　ハレエエエエエエエエエエッ!!　バカバカバカバカバカバカバカバカバカ!!　ほんとに死んじゃうかと思ったですよ!!　心配ばっかりかけてもう、ほんとによかったよおおおおおおおおッ!!」

　彼がとまどっているのも気にしなかった。

　ヒナは彼をぎゅっと抱だきしめ、決して放そうとはしなかった。
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「なるほど、そういうわけか……」

　茶をすすりながら、ハレはふむふむとうなずいた。

　ハレとヒナの二人は部屋で卓たくをはさみ、神しん妙みような面おも持もちで向きあっていた。ハレが全快したあと、互たがいに今回の事件の顛てん末まつを聞かせあったところだった。

「……とにもかくにも、今回はありがとでした。そしてごめんなさい。ヒナのせいで、あんなにひどいケガをさせてしまって……ほんとのほんとにごめんなさい」

　頭をさげてくるヒナの頭に、ハレはそっと手をおいた。

「バーカ、僕ぼくたちは友達だろ。友達がこまってるとき、助けるのは当然なんだよ。いちいちそんなふうに謝あやまったり、礼なんて言わなくてもいいんだ」

　うるんだ瞳ひとみでハレを見あげ、ヒナはふたたび深々と頭をさげてくる。

「……ありがとです。とってもとっても、ありがとです」

「おいおい、また泣くのか？　おまえほんと泣き虫だな」

「ち、ちがうです……！　こ、これは違ちがうんです……！」

　目元をごしごしとぬぐうヒナに、ハレは照れ隠しするように頭をかきながら、

「……別にいいんだぞ？　友達ってのはさ、楽しいことだけじゃなくて、つらいことや苦しいことも共有しあうもんだろ？　だから僕には、ぜんぶぶちまけてもいいんだよ」

「ぜんぶ、ぶちまけるですか……？」

　ヒナはきょとんとし――だがすぐに首をぶんぶん振り、立ちあがった。

「や、やっぱり……これ以上、迷めい惑わくはかけられないです」

　外に飛びだそうとするヒナの腕うでをつかまえ、ハレは強ごう引いんに振りむかせた。

「だからさ……そういうのやめようよ」

「だってだって……ヒナと一いつ緒しよにいたら、ハレに迷惑かかるです！　今回は大だい丈じよう夫ぶだったけど、次は本当にハレが死んじゃうかもしれないです……！」

「そりゃあ……死ぬのは嫌いやだけどさあ」

　ヒナが「だったら……」と続けるのをさえぎり、ハレは声を張りあげる。

「――ああもう、面めん倒どうくさいな！　ひとりでなんでも抱かかえこもうとするのやめろよ！　おまえは……ヒナはいままでつらかったんだろ？　苦しかったんだろ？　もっと他人ひとを頼たよっていいんだよ！　もっと僕を頼っていいんだよ！　頼れよ！　友達だろ！」

「だ、だって……ハレが死んじゃうのい、嫌だから……」

「バカ、泣き虫が強がってんじゃねえ！　僕は自分の命より、ヒナがひとりで苦しむのを見るほうが嫌なんだよ！　だからルシアと戦ったんじゃないか！　いまさらほっぽりだすぐらいなら、いちいち助けねえんだよ！　それぐらいわかれよ！」

「……うっぐ……っ」

　ヒナはしゃくりあげるような嗚お咽えつをもらす。

　声にならないなにかが、ヒナの目から透とう明めいな水となってこぼれた。

　少女の心と体を優やさしく包みこむように、ハレはヒナを抱きしめた。

「……つらいなら、つらいって言え。泣き虫がかっこつけてんなよ」

　すっ、と。心を覆おおっていた氷が溶とけてゆくように、ヒナの肩かたの力がぬける。

　ヒナはハレの胸にぐいと顔を押おしつけ、くぐもった声をもらす。

「……ずっと……ずっと、つらかっ、たです……お父さんも、お母さんも、いなくって……ずっとひとりで……お友達できたんだけど、ワグナー家の人たちが、ぜんぶダメって言って……いつのまにか、みんないなくなっちゃって……またひとりになって……」

　ハレの服をぎゅっとつかみ、ためこんできたものを嘔おう吐とする。

「ずっと働かされて……遊ぶ時間もなくって、がんばっても誰もほめてくれなくて、思いきりぶたれて……痛くて、苦しくて、さびしくて、いっつもヒナ泣いてて……」

「……そうか、つらかったな」

　それだけ言い、ハレはぎこちない手つきでヒナの頭をなでた。

　二人は磁石の異なる二極のように引かれあい、抱きしめあう。寒い場所で身をよせあって暖だんをとるように、あたためあって凍いてついた心を溶とかしあう。

　春の陽ひだまりのような優しい時間のあと、ハレはふと我にかえった。

「……ああ、なんで僕はこんなくさいこと言ってるんだろ。僕の嫌きらいな熱血タイプの主人公みたいじゃないか。僕はクレバーかつクールな男だったはずなのに……」

「最初からハレは、クレバーにもクールにも見えなかったですよ？」

　ヒナは目に水滴をにじませ、しかし吹っ切れた笑顔で茶ちや化かす。

「は？　じゃあどんなやつに見えたんだよ」

「無職」

「は？　おまえに出会ったとき、ばりばり冒険者風だったろ！」

「つまりそれらを帳消しにするほど覇は気きがなく、根こん拠きよのないプライドで他人を上から目線で非難するくらいしか取とり柄えのない、無職どーてー男に見えたってことです」

「はっきり言うなよ傷つくだろ！　てか童どう貞ていが増えてんぞ！」

「でも無職どーてーのハレも、ヒナは嫌いじゃないですよ？」

「勝手に人を無職童貞にするな！　……童貞ではあるけどさ」

「ほ～ら、やっぱりどーてーだったです！」

　勝かち誇ほこるヒナに無む性しようにいらだち、ハレはヒナの頬をつまんでぐりぐりしてやった。

「ば、ばべ！　びらいれす……ごめんなはい、はなひでぐだぱい！」

　謝られた気がしたので、放してやった。

「話がそれたけどさ……僕とおまえは友達だ。だから僕はおまえを守る。それはあたりまえのことだ。もう変な気をつかう必要はない。わかったな？」

　ヒナは迷うように目をふせたが、やがて腹をくくるようにうなずいた。

　それから花のような笑みをうかべ――しかし突とつ然ぜん、ハッとした顔を作る。

「住みこみで働いていたので、家がないのですけど……」

「え、ここに住めばよくない？」

　ヒナは、ぎょっと目を見開いた。

「こ、ここですかっ!?　そ、それってつまり……同どう棲せいってことですよね!?　ももも、もしやハレ……ヒナをここで暮らさせ、性奴ど隷れいに調教するつもりでは？」

「な、なんだよ性奴隷って！　いかがわしい英えい雄ゆう譚たんの読みすぎだろ！」

「そのうろたえようは怪あやしいです！　やっぱりヒナをハレ専用愛人性奴隷肉便器にするつもりです！　ハレはヒナみたいな幼児体型が好きなロリコンどーてーだったんだ！」

　ささっとハレから距きよ離りをとるヒナを見て、ハレは深く息をついた。

「……嫌なら無理に住めとは言わないけど」

「誰も嫌とは言ってないですよ？　これはお約束というやつです。いちおう嫌がっておいたほうが、ハレもヒナをいざ襲うとき、興奮してくれるのではと思ったのです」

「そんなサービス望んでないからな！」

「えっ？　これ以上に過激なサービスをお望みで？　……あ、でもすみません。ヒナは偉えらそうにしておりますが、これでも処女でして。男の人の●●●を●●●した経験も、●●●を●●●して、●●●した経験もなくって……だから、その難しいことは……」

「勝手に自分の性体験を赤せき裸ら々らに語って恥はずかしがってんじゃねえ！」

　面倒くさいやつだな、とハレは肩をすくめた。

「んで……住むのか？　住まないのか？」

「もちろん、住むですッ！」

　ヒナは即そく答とうし、飛びついてきた。どこか遠い大陸に棲すむと言われる胡亜羅コアラという生物のごとく、ハレの背に手足をまわしてしがみついてくる。

「この愛の巣で、ハレとヒナのラブラブ新生活をはじめちゃいましょう！」

「お……おい、そんなに抱きつくなって！」

「あー、ハレ照れてるですう？　どーてーはちょろいですね」

「誰が童貞じゃ！　……あ、いや童貞だったわ」

　こうして少年と少女は、ひとつ屋根の下での共同生活をはじめた。
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　大商人ミシェル・ワグナーの邸てい宅たくは、エルドラの東区域エリアにある。

　高さ五Ｍメイルもの鉄てつ柵さくにかこまれた広大なワグナー家の敷しき地ち。その堂々たる正門をくぐると、まず茫ぼう洋ような庭園が広がる。だがその時点では、家か屋おくは豆まめ粒つぶほどにしか見えない。庭園を専用馬車で五分ほど北上し、ようやく宮きゆう殿でんのごとき屋や敷しきが姿を見せる。

　屋敷の二階、彫ちよう像ぞうの飾かざられた画が廊ろうの奥おくにリディヤの私室はあった。

　雅みやびではあるものの、簡かん素そな部屋だった。ハレの家二〇個分はあろう広々としたその部屋には、ベッドや鏡台などの必要最低限の家具しかおかれていない。

　部屋には現在、主あるじたるリディヤと従者ルシアの姿があった。

「……それで、返りうちにあったわけか」

　瀟しよう洒しやなベッドの縁ふちに腰かけ、ため息をもらすリディヤ。

　目の前でひざまずくルシアから、迷めい宮きゆうでのできごとの報告を受けたところだった。

　リディヤがピンクの寝間着ネグリジエ姿であるのに対し、ルシアはうす汚よごれた羽織姿だった。

「面めん目ぼくない……ボクが冷静さを欠いたせいです。どんな罰ばつでも甘あまんじて受けます」

　深々と頭こうべを垂たれるルシアに、リディヤは首を振った。

「……しかたがない、相手が稀少職レアジヨブなのは予想外だった。それにキミに罰なんて与えられるわけがなかろう。わたしのわがままに、ずっと付きあわせているのだから」

　リディヤは、無機質な顔にわずかな憐れん憫びんをにじませる。

「いえ……ボクはボクの意志で、リディヤさまに付きおうとるだけです。あなたには恩がある。これくらいのことに付きあうのは、当然ですから」

「……すまない、ありがとうルシア」

　リディヤは、なにかをこらえるように唇くちびるを噛かんだ。

　しばし濃のう密みつな静せい寂じやくが流れ、ふいにリディヤが口を開く。

「それで、あの少年の体は確かく認にんしたのか？」

　ルシアは言いづらそうに視線を逃のがし、重々しくうなずいた。

「すでに……呪印は刻まれとりました。ボクが見たときは段階フエイズ一ワンでしたが……いまとなっては、段階フエイズ二ツーに移行しとるやもしれません。直感ですが」

　やはり……、とリディヤは深刻そうに眉まゆをひそめる。

「いまからでも……連れもどしましょうか？」

　リディヤは即答しようとし、だが口をつぐむ。

　逡しゆん巡じゆんするように視線を泳がせ、うつむきがちにつぶやく。

「ヒナ……あの少年をかばうとき、必死だったな。少年に憎にくまれることもいとわず、身をていしてかばっていた。よほど、あの少年のことが好きなのだろうな」

「……でしょうね」

　しばし口ごもり、リディヤはおもむろに立ちあがった。

「もう少しだけ……様子を見よう。まだ時間はある。基準レベルを満たさねば、彼らはエルドラから出られない。この街にいるかぎり、ことをそう急ぐ必要もないだろう。もし新たに問題が起こるようなら……そのときは、わたしが出よう」

　言いながら窓のそばへと歩き、瀟しよう洒しやなカーテンを開けた。

　月明かりに目を細め、夜空で砥との粉こ色に輝く三日月を見あげる。

「……万が一にも、あの日の悲劇をくりかえすわけにはいかない」

　主あるじの憂うれいを帯びた横顔を見つめ、ルシアは深々と頭こうべを垂たれた。

　彼かの女じよの想いには、胸を打たれるばかりだ。その美しさは、外見にとどまらない。大切な人間のために身を捧ささげるその純心もまた、強く、儚はかなく、そして美しい。

　そんな彼女と一生を添そいとげようと、ルシアはあらためて決意した。
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　モンスターは、迷宮で産うまれる。

　高純度の魔導体コンダクターである迷宮の魔力マナを利用し、霊体アニマから実体化するのだ。魔法都市ベリージユの権けん威いある地底生物学者は、魔ま物ものが湧出ポツプする魔力マナの濃こい場所を《発生区域スポツト》と名づけた。迷宮各所の発生区域スポツトでは、今日も多くのモンスターが産みだされている。

「ハ、ハレ……モンスターが産まれます！」

「うお、まさかの発生区域スポツトかよ！」

　ハレとヒナの前でも、新たなモンスターが産まれようとしていた。

　冥府の門フエルズゲイト、５層。二〇Ｍメイル四方の空間のすみで小休止をとっていたときだった。中空に魔力マナが集まりはじめたのだ。魔力マナは色を帯び、魔物の姿を形づくってゆく。

　だが、ハレは動じない。全身の柔じゆう軟なんをし、余よ裕ゆうの表情で立ちあがった。

「……ま、余裕っしょ！　しょせん５層だし」

　出現モンスターの種類は、およそ階層ごとに決まっている。

　上層の魔物ほど弱く、下層ほど強い。５層の魔物には遅おくれをとるまい。

「で、でも、迷宮には異常事態イレギユラーもありますし……」

「心配しすぎだって。ほら、子鬼ゴブリンだ」

　実体化したのは、レベル10の小型級モンスター《子鬼ゴブリン》だった。

　小人ピテイカ以下の矮わい躯く。土色の肌はだと醜しゆう悪あくな顔面。赤く爛らん々らんと輝く眼球。

　はぎとったままの獣の毛皮を腰こしにまき、粗そ末まつな棍棒クラブを持っている。

　子鬼ゴブリンなら何度も倒たおしているし、特に問題はな――

「……って、数多すぎない!?」

　ざっと見積もっただけでも、二〇体はいた。

　この数はさすがに厳しい。

「大量発生区域アマントスポツトだ!!　逃にげるぞ!!」

「も～!!　だから言ったですよ!!」

　二人があわてて逃げだした瞬しゆん間かん、子鬼ゴブリンたちも一いつ斉せいに動きだした。握にぎったナイフを、棍棒クラブを、戦斧アツクスをかかげ、キーキーと耳ざわりな声で鳴きながら追ってくる。

　全力で逃げる二人だが、じわじわと子鬼ゴブリンたちに追いつかれてゆく。

　ヒナにあわせて走っているせいだろう。ヒナは魔法使いメイジ。敏びん捷しよう値は全天職ジヨブ中で、最低クラスだ。走行速度は、わずかに子鬼ゴブリンのほうが上らしい。

　逃げきるのは難しいと判断し、ハレは子鬼ゴブリンたちに向きなおった。

「ヒナ、戦うぞ！　援えん護ごしてくれ！」

「は、はいです！」

　ヒナはハレの背後にまわり、上位神聖語ハイデモテイーズの詠えい唱しように入る。

　ハレは子鬼ゴブリンを迎むかえ撃うつべく、ヒナをかばうように前方に躍おどりでた。

「ここから先は……行かせない」

　言いながら身構え、右手に魔力マナを集める。ハレの予備動作を警けい戒かいする知能もないようで、子鬼ゴブリンたちはパンくずに群がる蟻ありのごとくハレに殺さつ到とうした。

　二〇Ｍメイル、一〇Ｍメイル、五Ｍメイルと彼ひ我がの距離が縮ちぢまり――次の、瞬間。

「くらえ――――鉄てつ拳けん制裁ッ!!」

　くりだされる渾こん身しんの右ストレート。

　魔力マナで強化された拳こぶしは、最前列の子鬼ゴブリンの腹に直ちよく撃げき。子鬼ゴブリンは紫むらさきの体液を口からぶちまけ、吹っとんだ。後続はそれに巻きこまれ、きれいなドミノ倒しになる。

　間かん髪はつ入いれず、ドミノ倒しを避さけた三体の子鬼ゴブリンが突とつ撃げきしてくる。

　敵の動きを見て、ハレは冷静に対処していった。

　右からの棍棒クラブを銀手甲ガントレツトで受けながす。流りゆう麗れいな動作で、子鬼ゴブリンの腹に膝ひざをぶちこんだ。続いて左からの戦斧アツクスを銀手甲ガントレツトで受け、強引に弾くパリイ。のけぞった子鬼ゴブリンの喉元を手甲剣ガントレツトソードでかっきる。ナイフ片手に特とつ攻こうしてきた子鬼ゴブリンの顎あごを蹴けりあげ、側頭部に上じよう段だん蹴げりをいれた。

　あっというまに、三体の子鬼ゴブリンが地にふせる。一方で、残った子鬼ゴブリンたちが衝しよう撃げきから立ちなおっていた。十数体の子鬼ゴブリンが怒いかりくるい、ハレに殺到する。

　万ばん事じ休きゆうすか、とハレが歯は噛がみしたそのとき――

「天てん地ち万ばん有ゆうに偏へん在ざいせし、至し高こう至し極ごくの魔力マナよ……」

　ヒナの詠唱が起動句ダクトに移行、ヒナの真下に三芒星トリゴンの魔法陣マギクルークが展開された。

「深しん淵えんなる黒こく霧むとなりて、我わが敵の眼がん路ろを奪え――【視野暗転ブラツクアウト】!!」

　発動句ルージヨンを唱えた瞬間、ヒナの鉾槍ハルバードから黒い霧が噴ふん出しゆつする。

　霧は子鬼ゴブリンたちの両目を覆い、その視界をふさいだ。

「ハレ、いまです！」

　言われるまでもなく、動いていた。右往左往する子鬼ゴブリンにとどめを刺してゆく。喉のどをかっきり、腹をさき、胸をつく。一分もかからず、二〇体もの子鬼ゴブリンを殲せん滅めつした。

「ふう、なんとかなったなあ……」

　光となる子鬼ゴブリンたちの亡なき骸がらを見つめ、ハレは額ひたいの汗あせをぬぐった。

「なんとかなってないです！　魔法が遅れてたら、どうするつもりだったですか！　ほんとに気をつけてください！　死んだら終わりなんですよ！」

「……わかった、わかった！　気をつけるってば」

　唇をとがらせるヒナに生返事し、ハレは戦利品の魔結晶ジエムを拾ひろっていく。

「むぅ、ぜんぜん聞いてない！　ハレのおたんこなす！」

「あ、ドロップアイテム！」

　ヒナが後ろからハレに飛びかかったそのとき、ハレが小さな爪つめを拾った。

　討とう伐ばつしたモンスターが遺のこすのは、なにも魔結晶ジエムにかぎらない。ときに自身の体の一部を遺のこすこともある。それがドロップアイテムだ。それらは強力な魔力マナを帯び、魔導具アーテイフアクトの素材として珍ちん重ちようされる。高値で取引されるため、貴重なお宝なのだ。

「うっしゃ、帰って飯にしよう！　これでうまい飯が食えるぞ！」

「ですねですね！　荷物も重くなってたところですし！」

　ヒナは目を輝かせ、腰にくくった麻あさ袋ぶくろをぽんぽんと叩たたく。魔結晶ジエム用の袋ふくろだ。すでにパンパンになっている。この量だと、戦せん闘とうにも支障がでそうだ。

　二人は探たん索さくをきりあげることに決め、カテドラルへと歩きだした。

「……にしても、ハレも強くなりましたよねえ」

「ま、英えい雄ゆうを目指すものとして当然だね！　ボクは世界最強の冒険者になって、いずれはガルデニア七迷宮すべてを踏とう破はする男だから！　だははははは！」

「でも……ヒナにとって、ハレはもう立派な英雄ですよ？」

　ふいにそんなことを言われ、ハレは目をぎょっと見開いた。

　すさまじく気き恥はずかしくなり、ぷいっとそっぽを向く。

「ど……どこがだよ、なにも成しとげてないじゃん」

「命を賭かけて敵と戦い、美少女を守りぬいた……それって十分に英雄な行いだと思うですよ？　少なくとも、ヒナはそう思うです」

　ヒナは頬ほおをそめ、照れくさそうにハレに腕をからめてくる。

　ハレはしどろもどろになりながら、ヒナを振ふりはらう。

「ヒ……ヒナだけそう思ってても、ダメなんだよ。僕はもっと偉い大だいな英雄になりたいの！　てかおまえ、自分で自分を美少女って……」

「変に謙けん遜そんするのは嫌いなんです。あきらかに美少女なのに『わたしってぜんぜんブスだし～』とかいう女の子って、なんかむかつきません？」

「いや、そうだけど……自分をはっきりと美少女と言いきる女ってのも、それはそれで世の女性の反感を買いそうな気がしないでもないと言うか……」

「ヒナは大切な人に好いてもらえれば、それでいいんです」

　ヒナはいたずらな笑えみをうかべ、ふたたびハレにしがみついてくる。

　ハレは気恥ずかしくなり、ヒナから視線をそらす。

「く……くだらない話はともかくだ、気を引きしめてこうぜ。もうすぐ僕も昇格ランクアツプだ。等級証明証ライセンスもらったら、いよいよ下層に進出するんだからな」

「……ですね。エルドラを出るためにも、レベルあげないと」

　ハレがヒナと暮らしはじめて、二週間が経過している。

　この二週間は、平和そのものだった。ワグナー家の襲しゆう撃げきはもちろん、リディヤたちと遭そう遇ぐうすることもなかった。正直、拍ひよう子しぬけの状じよう況きようではあった。

（でも、油断はダメだ……できるだけ早くエルドラを出よう）

　エルドラを出るには、都市政府ガバメントの定める基準を満たさねばならない。

　具体的にはレベル30をこえねば、市壁の外には出られない。都市外には、魔物が跋ばつ扈こしている。市民をいたずらに危険にさらさないための措そ置ちだろう。

　高レベルの護衛がいればそのかぎりではないが、あてもなければ雇やとう金もない。

　よってハレたちはレベル30を目指し、今日も修行レベリングにはげんでいたのだった。

「ううぅぅ……早くいろ～んな街をまわりたいですね！」

「おう、ガルデニアをぜんぶまわってやろうぜ！　ミーミルの泉の湖底都市アトランテス、浮ふ遊ゆう島の空の王国アヴアロン、魔法都市ベリージユに砂塵の国ベルバド……目指せ、大陸制せい覇は！」

　えいえいおー！　という二人の合唱が迷宮にとどろいた。

　そんなふうに、二人がこれからのことを語らっていたときだった。




　――キャアァァァァァァァァァアアアアアアアッッ!!




　女性の甲かん高だかい悲鳴が、二人の耳をつんざいた。

　二人は即そく座ざに顔を見あわせ、声のした方角へと駆かけだした。
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　二人がたどりついたのは、広い長方形の空間。

　その隅すみで、一人の少女が魔物に襲われていた。

　駆けだし冒ぼう険けん者しやだろう。見るからに貧弱な体に、同じく貧弱な防具をまとっている。ナイフを魔物に向けているが、その手は震えている。

　一方で、魔物は赤茶の体毛に覆われた猿の魔ま獣じゆうだった。その背は少女よりも頭二つほど高く、肩の怒いかった筋骨たくましい体をしている。熟練冒険者の腿もものようなその太腕にかかれば、少女の華きや奢しやな体などひとたまりもなかろう。

　魔獣は少女を壁かべ際ぎわに追いつめ、いまにも襲いかかりそうだった。

「ハ、ハレ……間に合わないです！」

「まかせろ！」

　ハレは魔獣へと駆けながら、全身から魔力マナをあふれさせた。

　そして魔獣が少女に向け、腕を大上段に振りかぶった瞬間――

「降霊憑依スキルオン――【蜘蛛の糸スパイダーシルク】ッ!!」

　放たれる蜘蛛の白糸。

　糸は魔獣に達し、腕をぐるぐるとからめとる。その瞬間、ハレは全力で糸を引いた。魔獣は低い唸うなりをあげ、派手な音とともに転てん倒とうする。

「きみ、安全なところへ！」

「は……はい！」

　すかさず少女を逃し、剣けんを構えて魔獣と対たい峙じする。

　魔獣は興奮した様子で身を起こし、燃えるような赤い瞳でハレをとらえた。威い嚇かくするように両りよう腕うでで胸を叩き、ゴガアッ!!　と大気を震わす咆ほう哮こうをあげる。

　次の瞬間。魔獣は猛もう牛ぎゆうのごとく、ハレへと疾しつ駆くしてきた。

　野を駆る獣のように四し足そくで地を蹴けり、横よこ殴なぐりの強撃を放ってくる。

（動きが……直線的すぎだよ！）

　ハレはすばやく身をしずめ、余裕をもって回かい避ひ。

　ウホッ!?　とまぬけな声をあげる魔獣の顎あごに、強きよう烈れつなアッパーを浴びせた。

　魔獣は勢いよくのけぞり、数Ｍメイルほど吹っとんで倒れこんだ。

「終わり……かな？」

　あっけなく動かなくなった魔獣を見おろし、息をつく。

　子鬼ゴブリンとは比ひ較かくにならないものの、動きは単純でおそまつ。見覚えのない魔物で不安だったが、ここ最近で急成長していたハレの敵ではなかったようだ。

　が、ハレが魔獣に背を向けたその直後――

「ハ、ハレ……うしろッ!!」

　ヒナが悲鳴じみた叫さけびをあげた。

　え？　とハレが振りかえると、眼前に赤が広がった。それが魔獣の体だと理解できたときには、魔獣の横薙なぎの一いち撃げきが、ハレの側頭部へと飛んできていた。

「……ぐっ！」

　とっさに右みぎ腕うでで受けるが、勢いを殺しきれない。

　しかたなく攻こう撃げきに身をまかせ、地面に転がって受け身をとった。

「ちっ、まだ動けたのかよ……」

　ハレの言葉にこたえるように、魔獣は獰どう猛もうな咆ほう哮こうをあげる。

　血走った眼でハレを睨にらむと、ふたたび突撃してきた。そして繰くりだされた横薙ぎの一撃は、さきほどと同じ直線的な攻撃。それが当たるはずもな――

（……え、速い!?）

　ハレは身をしずめ、ぎりぎりのところで回避。

　間髪いれず、魔獣の次撃がハレを襲おそう。両手を組み、上から叩きつけるような一撃でハレを圧あつ潰かいしようとする。ハレは飛びこむように転がり、魔獣の股また下したをくぐる。

　魔獣が地を叩いた瞬間、背後から魔獣に斬撃を放つ。

　袈け裟さがけの斬撃は、がら空きの魔獣の背を大きく斬きりさいた。

　――ウゴオオオオオオオオオッ!!

　魔獣は悲鳴のような雄お叫たけびをあげ、のけぞるように倒れこんだ。

　今度こそ終わったか？　と思ったのもつかのまだった。

「……!?」

　魔獣は憤ふん怒ぬの唸うなりとともに、ふたたび立ちあがる。

　ハレを睨にらむその瞳には、いまだ戦意の炎ほのおが燃えさかっていた。くわえて全身からは、魔獣の闘とう志しそのもののような真っ赤な魔力マナが噴ふきだしている。

（こ、こいつ……なんなんだ!?）

　刹せつ那な。魔獣がハレのふところに飛びこんでくる。

　速い。避けられない。横薙ぎの一撃を両腕で受ける。とてつもない衝撃。全力で踏ふんばったものの、それでも両りよう脚きやくは数歩分うしろにさがる。

　間を置かず、魔獣の猛もう攻こうがハレに殺到する。隙すきを見せれば反はん撃げきがくると、魔獣も学習したのだろう。そして、進歩したのは戦い方だけではなかった。

「こ、この魔物……強くなってるですよ！」

　ヒナの言うとおり、魔獣は戦いのなかで進化していた。まるで英えい雄ゆう譚たんの主人公のように、何度倒されても立ちあがり、そのたびに強くなっている。

（この戦い、長引けば……負ける）

　魔獣の猛攻を一心不乱にしのぎつつ、ハレはそう確信した。

　すかさず魔獣から距離をとり、体内の魔力マナを活性化させる。

　彼我の距離一〇Ｍメイル、一人と一体の魔物は睨にらみあう。ハレだけでなく、魔獣も全身に魔力マナをたぎらせている。次で勝負が決まるとわかっているのだろう。

　そして、両者は流星となって駆けだした。

　剣と拳。互いに全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭けた一撃が交こう錯さくし――

「……ッ」

　倒れたのは、魔獣のほうだった。

　単純な能力値パラメイタには、両者に差はなかった。勝敗を決したのは、経験の差。ルシアとの激戦で一対一の経験を積んでいたハレには、魔獣の動きは素す直なおすぎた。

　ハレは魔獣の一撃を避け、魔獣の胸に剣を突つきたてていた。

　力なく倒れてきた魔獣を抱きとめ、まだ息があるのを確認する。

（いける、か……？）

　ヒナにちょっと待っててくれと告げ、魔獣を地面に横たえた。

　そして、魔獣の体に触ふれつづけること――一分。

「至高の魔力マナよ。憎にくき敵かたきの禍まが魂たまを喰くらい、我が血ち肉にくとせよ――【魔霊捕食スキルイート】!!」

　ハレの叫びに応じ、魔獣から膨ぼう大だいな魔力マナが流れこんできた。

　そしてスキルが発動し終えると、魔獣は魔結晶ジエムを残し、光となって消えた。
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「やったですね、ハレ！」

「おう、新スキルゲットだぜ！」

　ハレはヒナにびしっと親指を立て、だがすぐに首をかしげた。

「でも……このあたりでは見ないモンスターだったよな？　スキルを奪うばえたからには僕が能力を見てるはずなんだけど、いったいどんな能力だったんだ？」

「さあ、どうでしょ……ちなみにスキル名は？」

　えーっと、と。ハレがスキル名を確かめようとしたときだった。

　避ひ難なんしていたさきほどの少女が、こちらへと駆けてきた。

「あ、きみ…………って、うお!?」

　むぎゅっ――と。勢いよく抱きつかれた。

　震ふるえる体をハレの胸にあずけ、少女はくぐもった声をもらす。

「怖こわかった……ほんとのほんとに、怖かったですの」

　あの凶きよう悪あくな魔獣に一人で襲われたのだ。おびえるのもいたしかたなかろう。

　本来なら優しい言葉をかけ、少女をいたわる場面なのだろうが――

（し、しかたないよな……こ、これは不ふ可か抗こう力りよくである！）

　ハレは少女に豊満な胸を押しつけられ、煩ぼん悩のうで頭がいっぱいになっていた。

「……ハレ、鼻の下が伸のびてるですよ」

「あ、いや……こ、これは違うって！」

　ヒナにジト目を向けられ、あわてて弁解する。

「違わないです、びろんびろんのびらびらに伸びてるですよ。さっきの猿みたいです。ハレはこういう……ぼよんぼよんのでかぱいが好きだったですね」

「そ……そんなことないって！　ふ、不ふ可か抗こう力りよくだから！　この子の巨乳メロンおつぱいを押し当てられて興奮していたのは確かだけれど、それは男の本能であり子孫繁はん栄えいのためにはむしろメリットだらけのことであって、つまり、その、なんというか……！」

　意味不明な弁明をしていると、少女がハレの胸から顔をあげた。

　ハレは、目をまんまるに見開いた。

　天使のような美少女だった。たぎるような赤あか髪がみを二つ結びツインテールにしている。白い頬を赤くそめ、うるんだ紅玉ルビーの瞳でハレを見あげていた。動きやすそうな鳶とび色の服に身を包み、短めの下衣スカートをはいている。矢や筒づつと長弓ロングボウを背せ負おっているので、【射手アーチヤー】なのだろう。

　なにより目を引くのは、背中の真紅の翼だ。天使だと感じたのは、この翼に一因がある。赤髪赤翼から、エルドラ南西の浮遊島に棲すむ〝鳥人ハーピイ〟だとわかった。

「え、えっと、ケガはない……？」

　目を合わせると、少女は熟うれたりんごのように顔を赤くした。

　恋こいする乙女おとめのごとき惚ほうけた表情でハレを見あげ、こくりとうなずく。

「あ……え、っと……」

　ハレが視線を泳がすと、少女はあわててハレから離はなれた。
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　ご、ごめんなさい！　と深々と頭をさげてくる。

「あああ、あの……わ、わたくしはリリス・フランソワーズと申します！　こ、このたびは窮きゆう地ちを救っていただき、まことにありがとうございました！　あなたさまは命の恩人でございますの♥　お名前をうかがってもよろしいでしょうか♥」

「ハ……ハレ・エードルンドだけど……」

　リリスは熱っぽいまなざしをハレに向け、腕にしがみついてきた。

「ハレさま……素す敵てきなお名前ですの♥　わたくしハレさまのご活かつ躍やくを拝はい見けんし、ハレさまの大ファンになってしまいました♥　命を助けていただいたご恩もありますし、よろしければたあ～っぷりと♥　濃のう厚こうなお礼をさせていただきたいですの♥」

「ののの、濃厚なお礼って……？」

　ぐにゅっ、と。リリスは、ハレの腕に豊満な胸を押しつけてくる。

「それはもう……あ～んなことから、こ～んなことまで♥　ハレさまの望むことなら、わたくしはどんなことでもいたします♥　命の恩人ですもの♥」

「あ、あ～んなことから……こ～んなことまで……？」

　フヒヒ、と。ハレは問答無用で逮たい捕ほされそうな変態じみた笑みをこぼす。

　しかし、天にものぼる気持ちになっていると――

「…………ハァ～～レェ～～ッ？」

　背後から、凶悪な殺気。

　おどろおどろしいヒナの声に、本能的にすくみあがる。ハレを取り殺そうとでもするかのように、負のオーラが伸びてくる。あまりの恐きよう怖ふに身動きがとれない。

　しかしそれでも、ハレは勇気を振りしぼって振り向き――

「……ヒナ待てッ、待つんだ!!　主人公がほかの女の子と仲良くしていたからといって、嫉しつ妬として暴力に訴うつたえるイカれたツンデレヒロインみたいな真似まねはやめるんだ!!」

　間かん髪はついれず、叫ぶ。

　ヒナは不気味なほど満面の笑みで、握り拳を振りかざしていた。

「安心してください。殴なぐらないです」

　言われて、「あ、よかった」と胸をなでおろす。考えてみれば当然だ。嫉妬したからと言って、暴力を振るう短たん絡らく的てきな人間が現実にいようはずもな――

「殴らないで燃やします」

「いた、めちゃくちゃ現実にいた！　ていうかこの展開、既視感デジヤブ!?」

　以前にも、確かこんな展開があった。そのときは結局、ヒナは暴力を振るわなかった。

　すべては冗じよう談だんだったのだ。つまり、今回も冗談に決まって――

「至し高こう至し極ごくの魔力マナよ、猛たけき爆ばく炎えんの光こう球きゆうを誘いざなえ――【魔法弾スパーク】!!」

（冗談じゃなかったあああああああああああああああ！）

　瞬間。ヒナの鉾槍ハルバードから、一Ｍメイル大の光球が撃ちだされた。

　それはまばゆい光を放ち、矢のような速度でハレへと飛んでくる。

　ハレがあわててリリスを突きとばした瞬間、光球はハレに到とう達たつし――

「うぎゃああああああああああああああああ！」

　起き爆ばく。

　轟ごう音おんとともに火の粉が飛散し、黒こく煙えんが勢いよく空間をうめつくす。

「……ゲホッ、ゲホッ」

　爆ばく発はつが一段落したあと、ハレは全身黒くろ焦こげになって倒れていた。

　ちぢれた髪をわしゃわしゃとなおし、よろけるようにして立ちあがる。

（ヒ、ヒナのやつ……まさか本当に撃つとは……）

　怒っているというよりは、おどろいていた。

　ヒナはああ見えて冷静で、暴力に訴えるタイプではないのだが。

（……って、あれ？　二人ともいない？）

　煙けむりが晴れると、ヒナとリリスの両者の姿が見当たらなかった。

　二人とも帰ってしまったのだろうか、とハレは考えをめぐらせ――

（てか濃厚なお礼があああああ……めっちゃ期待してたのにぃ！）

　大チャンスを逃したことに気づき、ドバドバと滝たきのような涙なみだを流した。

　そして黒焦げになった自身の衣服を見おろし、何度目かのため息をついた。
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（むううううう、ハレのカバカバカバ……！）

　二時間後。ヒナはぷくぅと頬をふくらませ、カテドラルのロビーを歩いていた。

　ハレたちを迷宮に置きざりにし、一人で帰ってきてしまったのだ。

「……はあ」

　形容しがたい負の感情が、胸に澱おりのように溜たまっていく。

　そもそも魔法を撃つ気なんてなかったのだ。だけど、リリスにデレデレと鼻の下を伸ばすハレを見て、どうしようもなくカッとなってしまった。

（ぜんぶハレが悪いんですよ……あのどーてー無職エロ男！　下半身に支配されて情けない！　近くにヒナという超ちよう絶ぜつ美少女がいるのに、なに考えてるですかね！）

　悪態をつきながらも、バカなことをしたと自じ己こ嫌けん悪おする。

　英えい雄ゆう譚たんのテンプレヒロインでも、あそこまで見事な嫉しつ妬と爆ばく裂れつ魔ま法ほうは撃つまい。

「あれれ、ヒナちゃん……だよね？」

　ふいに、背後から声をかけられた。

　振り向くと、見覚えのある小人ピテイカの女が立っていた。

「あなたは確か、ハレの担当の……」

「そう、セリーヌ。今日はハレくんと一いつ緒しよじゃないんだね」

「あんなどーてー無職エロ男なんて知らないですよ……！」

「……？　ハレくんとなにかあったの？」

　ヒナは、セリーヌにさきほどの件を愚ぐ痴ちまじりに話した。

「なるほど……ハレくんもおバカだなあ」

　話を聞き終えると、セリーヌはフフフと楽しげに笑った。

「でもだからこそ、積極的にいったほうがいいかもね。ちゃんとつかまえとかないと、あの子ってす～ぐ目め移うつりするから。メロメロにしとかないとダメ、絶対！」

「メ、メロメロに……ですか？　でもどうやって？」

「そんなの簡単だよ。あの子って、基本的にドスケベだから――――」

　セリーヌはニヤリと笑い、とっておきの秘策をヒナに伝授するのだった。
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（ハアァァァ、生きかえるううう……）

　ハレは湯ゆ舟ぶねにつかり、一日のつかれを癒いやしていた。

　そこはハレの家の小さな浴室。くすんだ煉れん瓦がが敷しきつめられた二Ｍメイル四方の空間。その奥おう部ぶに、ハレのつかる浴よく槽そうがあった。以前は裕ゆう福ふくな家にしかなかった浴室だが、魔導工学の進歩により、現在は一いつ般ぱん家庭にも普ふ及きゆうしつつあるのだった。

（……ん？　なんじゃこりゃ）

　体を洗っていると、ふと左ひだり腕うでに奇妙な模様を発見した。

　五Ｃセイチほどの片かた翅はねもがれた黒い蝶ちようのような模様だった。汚れにしては妙みように精せい巧こうだ。まるで肌に直接彫ほりこまれているかのように、こすっても消えない。

（この模様、どっかで見たことあるような……）

　どこで見たのだろう、とハレが考えはじめたときだった。




　浴室の扉とびらが、突とつ如じよとして開け放たれる。




　扉の向こうに、半はん裸らのヒナが立っていた。白いタオルで大事な部位を隠かくしただけの裸ら体たいを惜おしげもなくさらし、平然とした顔で浴室に踏ふみいってくる。

「ななな、なに勝手に開けてんだよ!?　ていうか入ってくるな！」

　あわてて浴槽内で縮ちぢこまり、股こ間かんを隠すハレ。

「なにを恥はずかしがってるです？　何度も一緒に寝ねた仲なのに」

「紛まぎらわしい言い方するな！　おまえが勝手に僕の毛布に入ってくるだけだろ！」

　ハレが叫んでいる隙に、ヒナの華奢な肢し体たいが浴槽を侵しん蝕しよくする。

「だ、だから入ってくるなって！　主人公に無む駄だにエッチな奉ほう仕しをしようとする低てい俗ぞくな官能英えい雄ゆう譚たんのテンプレヒロインみたいな行動はいますぐにやめなさい！」

「テンプレではなく王道と言ってほしいです」

　ヒナはハレと向かいあわせに座すわった。一気に浴槽が手ぜまになる。

「テンプレでも王道でもいいけど……い、いろいろとやばいから出ろって！　いちおうは僕らもお年とし頃ごろの男女なわけだし、おまえもかわいい女の子なわけだしさ……！」

　言いながらも、ハレはヒナの裸体をちらと見てしまう。

　一糸まとわぬことで白はく磁じの肌が強調され、呼吸を忘れるほどに美しかった。一方で髪をかきあげる仕草は、妙になまめかしい。タオルでうまいこと隠れてはいるが、大事な部位が上下ともに今にも露出しそうで、ハレの煩悩をいたく刺し激げきした。

　そんなハレの視線に気づき　ヒナはポッと頬をそめた。

「だ、だいじょぶですよ。だって、ハ……ハレはロリコンじゃないんですもんね？」

「あ……う、うん！　別にロリコンではないよ」

「……だ、だったら！　ヒナの貧相な体を見ても……えっちい気持ちになったり、ムラムラさんになったりはしないんですよね？　襲いたくなったりはしないんですよね？」

　ヒナは頬をさらに紅こう潮ちようさせ、上目づかいでじーっとハレを見てくる。

（……ななな、なんだこいつかわいすぎるんだが！）

　恥じらうヒナは、まさに殺人級のかわいさだった。

　乱心するハレを見つめ、ヒナは小鳥のように首をかしげる。

「あ、いや……も、もちろんだよ！　ヒナの裸はだかごときでどうもならないって！」

「……じゃあ、一緒に入っても問題ないですね！」

　ヒナは微笑ほほえむと、なんとハレの両脚のあいだに、背を向けてハマりこんできた。

　ハレは焦あせりすぎて、なかば錯さく乱らんした悲鳴をあげる。

「お、おま！　ままま、まじでやばいから出ろって！」

「でないで～す！　ヒナの裸ごときでどうもならないんですよね～？」

　ヒナは小こ悪あく魔まめいた笑みをたたえ、ハレにもたれかかってきた。

　ぴたり、と。少女のなめらかな肌とハレの肌とが密着する。

（ま、待てよ……これはもう襲うべきか？　ここで行かなかったら男じゃない気が……！　だが、それはいろいろとまずい気も……！　ああもう、どうすりゃいいんだ！）

　本能と理性がせめぎあい、ハレの頭は爆発寸前オーバーヒート。

　だが続くヒナの言葉で、我にかえる。

「ヒナは……こうやって家族とお風ふ呂ろに入るのが夢だったです」

「そういえば、おまえの家族って……？」

「死んでしまった……らしいです」

　らしい？　とハレが首をかしげると、ヒナはうつむきがちに言った。

「実は……ヒナは記憶喪失なのですよ。九歳さい以前のことは覚えてないのです。気がついたらワグナー家でお世話になっていて、ヒナの家族は死んだって聞かされたです」

　それは――それは、唐とう突とつすぎる告白だった。

　だがハレは、その話を信じた。ヒナの憂いを帯びた表情が、それが真実だと如によ実じつに告げていたからだ。にわかには信じがたい話ではあるが、彼女が嘘うそをつく理由もなかろう。ヒナは本当に記憶喪失で、九歳以前の記き憶おくを持っていないのだ。

　それはつまり、ワグナー家で過ごした記憶しかないということ。リディヤやルシアにより、不当にあつかわれた日々の記憶しかないということになる。

　もっと早く助けていれば、と。そう思わずにはいられなかった。

　ハレのそんな心情をさとったのか、ヒナはこちらを振りかえり、微笑んだ。

「……でも、いまはハレがいるからいいんです」

　甘あまえるように、しなだれかかってくる。ヒナは甘えたかったのだろう。一四なんて、まだまだ甘えたい年頃。にもかかわらずヒナは、ワグナー家での気を張った生活を強しいられてきた。甘えるどころか、気を許せる人間すらいなかったのだ。

　ハレに妙になついているのも、それが理由だろう。そんなヒナの苦しみが、悲しみが、痛みが、両親のいないハレには痛いほどわかった。

　ヒナがたまらなく愛いとおしくなり、ハレは後ろからぎゅっと抱だきしめた。




　一方で、抱きしめられたヒナはというと――

（ふふふ……欲情してるですね、ハレのえっち♥　これでヒナにメロメロです♥）

　作戦がうまくいったと勘かん違ちがいし、ニヤニヤとほくそ笑んでいるのだった。
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「召めし使つかいよ、くるしゅうないぞ」

「……だあれが、召使だよ！」

　ハレはあきれたように言い、ヒナの頭にタオルをかぶせた。

　風呂からあがり、姿見の前でヒナの髪を乾かわかしてやっているところだった。

「……にしても、おまえの髪ってキレイだよな。ニャモ助並なみだ」

「それはすごい！　ヒナの頭はそんなにもふもふですか！」

「もふもふはしてないけど……って、そういやニャモ助どこいった？」

　いつからか子こ猫ねこの姿を見てないことに気づく。

「いつもの場所じゃないですか？」

　ハレは立ちあがり、いつも子猫が寝ているベッドの下をのぞきこむ。

　思ったとおり、子猫は毛布の上でごろんと横になっていた。

「あ、いたいた。まあた、ぐーたらしやがって……」

　ハレはあきれながら子猫に触ふれ、そこでようやく違和感に気づいた。




　――冷たい。




　子猫の体が、異様なまでに冷たくなっていた。

　剥はく製せいのように生気の感じられない子猫に、ハレは胸むな騒さわぎを覚える。

　体をゆすってやるが、反応はない。子猫はまったく動かなかった。ゆすり方を激しくしても反応しないのを見て、ついにハレはことの重大さに気づいた。

「お……おい、ニャモ助！　ニャモ助！」

　呼びかけながら、ニャモ助をベッドの下から引っぱりだす。

　どうかしたですか？　とヒナが首をかしげる。

「こいつ体が冷たいんだ！　ゆすってもなんの反応もないんだよ！」

　ニャモ助をベッドに横たえると、ヒナが血相を変えて寄ってきた。

「ニャモ助どうしたですか！　ニャモ助！」

　呼びかけながら体をゆするが、やはり子猫はうんともすんとも言わない。

　ハレは子猫の胸に耳を近づけ、心臓の鼓こ動どうを確かく認にんした。

「……動いて、ない」

　ヒナは目を見開き、絶句する。

　だがすぐにハッとした顔を作り、子猫に両手を近づけた。

「至高の魔力マナよ。憐れん憫びんの光となり、この者の傷を癒いやせ――【小癒コラル】」

　とたん。両手が光を放ち、子猫の体を優やさしく包みこんだ。

　しばし治ち癒ゆスキルを続けたのち、ふいにヒナは子猫から手を離した。

「……ハレ、どうですか？」

　ハレはすぐに心臓を確認する――が、鼓動はとまったままだった。

　ぜいぜいと気息をととのえるヒナに、ハレは無念さをにじませて首を振った。

「そんな……嘘です！　どいてください！」

　ヒナはニャモ助の胸に耳を押おしつけ、しかし眉まゆをひそめた。

「ま、まだです！　きっとヒナの魔ま法ほうが失敗しただけです！」

　ヒナは魔力マナを使いはたす勢いで、何度も子猫に治ち癒ゆ魔ま法ほうを使った。

　だが何度こころみても、子猫の心臓が動くことはなかった。

「なんで……なんでです！　いままではうまくいってたのに！」

　治癒魔法を使いつづけるヒナを、ハレは手で制した。

　ヒナは魔力マナを使いすぎている。これ以上はヒナ自身が保もたない。

「……ヒナ、おまえのスキルはうまくいってるよ」

　縋すがるようにこちらを見あげるヒナに、ハレはゆっくりとかぶりを振ふった。

「じゃ、じゃあ……なんでニャモ助は治らないです？」

「【小癒コラル】は、万ばん能のうな治癒スキルだ。治癒系統で最低ランクのスキルでありながら、どんなケガだろうと少しずつは確実に治してくれる」

「だったら、だったらどうして……！」

　ヒナの言葉をさえぎるように、ハレは続けた。

「だけどな……死者を生きかえらせることだけはできないんだよ」

　変えようのない事実を、歯を食いしばって告げた。

　ヒナはぐっとこらえるように口をむすび、だが耐たえられなくなって破は顔がんする。

　目から水すい滴てきをあふれさせるヒナを、ハレは抱きしめることしかできなかった。
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「……子猫が、死んだ？」

　私室でルシアからの報告を受け、リディヤは顔をしかめた。

　信じられなかった。どう考えても早すぎる。これまでの傾向を考えれば、子猫に影えい響きようが出るまで、まだ一ヶか月げつは猶ゆう予よがあるはずだった。

「この目で確かめました。間ま違ちがいありません」

　しかし目の前で膝ひざをつく獣人セリープは、そう断言する。

　リディヤは、唇くちびるを噛かむ。ルシアが嘘をつくはずがない。ヒナの大事にしていたあの子猫は、本当に死んでしまったのだろう。

「リディヤさま……もう、あまり猶ゆう予よはないかと」

　わかっていた。痛いほどに、わかっていた。

　ヒナを放っておいたのは、自分の過か失しつだ。いま思えば、優しさのつもりだったその行動は、実は単なる自分の甘さであり、弱さだったのかもしれない。非情な現実から目をそむけるため、ヒナを遠ざけていただけだったのかもしれない。

「わたしが……出よう」

　ならば、けじめは自分でつけねばなるまい。

　たとえその先に待つのが、地じ獄ごくのような運命さだめだとわかっていても。







第４話　新米冒険者、美少女と別れる
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　魔ま晶しよう灯とうの淡あわい光が、夜の帳とばりがおりたノトス通りを満たしていた。

　午後七時を回ったというのに、エルドラの街は眠ねむらない。通りには酒盛りを楽しむ人々の陽気な声や、唄うた好きな妖よう精せい族ぞくの合唱が飛びかっていた。

　そんな大通りから数本脇わきに入った閑かん静せいな路地を、ハレは歩いていた。

　早すぎる死を迎むかえたニャモ助を弔とむらうため、花の買いだしに行くところだった。ヒナは魔力マナを使いすぎて精神喪失マインドロスト寸前だったため、家に残してきた。

（……早く、花を手た向むけてやらなきゃな）

　ガルデニアでは、死者にできるかぎり早く花を手た向むけるのがよしとされる。

　そうすることで死者は安らかに眠り、慈母神イーレイにより彼岸の国ヴアルハラに導かれるのだ。

（あいつ……なんで死んじまったんだろう）

　いまだに子猫の突とつ然ぜん死しに納なつ得とくがいかず、ハレは奥おく歯ばを噛みしめた。

　エサはしっかりと与あたえていたし、病気にも見えなかったのだが。

（ニャモ助ごめんな。僕がもっと見てやっていたら……）




「こんな時間に散歩か？」




　ふいに、どこからか鈴すずを転がすような声が聞こえた。

　あたりを見まわすと、街灯のてっぺんに人ひと影かげを見つけた。

　人影は街灯から飛び、ハレの前に音もなく降りたつ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女冒険者、【戦女神ヴアルキリー】ことリディヤ・ワグナーだった。最年少の第一級冒険者であり、ヒナに地獄のごとき生活を強いた悪の親玉である。

「……リディヤ・ワグナー、こんなところでなにしてる？」

　静かに殺気立つハレに、リディヤは淡たん々たんと言った。

「それはこちらのセリフだ。このあたりで少年をねらった性犯罪者が徘はい徊かいしているという話を知らないのか？　不ぶ用よう心じんに出歩いていると、背後から襲われて肛こう門もんを開発されるぞ」

　ハレは「マジかよ……」と肛こう門もんを押さえ、背後を振ふりかえる。

「まあ……嘘だがな」

「嘘なのかよ！　本気でびびっただろうが！」

「いちいち五月蝿うるさいな、キミは。不用心というのはキミの話ではない」

　その言葉の意味に気づき、ハレは声を荒あらげた。

「まさかおまえ……ヒナになにかしたのか！」

「まだ、なにもしていない。だがこれからどうするかは、キミの返答次し第だいだ」

「僕の返答次第だと？　いったいなんの……」

「ヒナから手を引け。そして一生、あの子の前に現れるな」

　リディヤは無機質な顔に確固たる決意をにじませ、ハレを見すえる。

「そ、そんなことできるかよ！　僕はあいつを守るって約束したんだ！」

「守る、か……悪いことは言わない。あの子の前から消えろ。さもなければ今ここで、わたしがキミを排はい除じよすることになる。脅おどしではないぞ」

　ハレは、歯を食いしばる。

　ヒナから手を引くという選せん択たく肢しはない。が、リディヤは第一級冒ぼう険けん者しや。戦いに挑いどんだところで、瞬しゆん殺さつされるのがオチだ。ならば、考えられる策は――

「待て、逃にげるのか！」

　一いつ瞬しゆんの隙をつき、ハレは一目散に逃げだした。

　勝ち目のない勝負に挑いどむのもバカバカしい。いまはヒナが心配だった。

　しかし、次の瞬しゆん間かん――

「機転は評価するが……残念だったな」

　目の前には、なんとリディヤが立ちふさがっていた。

　互たがいの距きよ離りはかなり開いていたはず。にもかかわらず、彼かの女じよはそこにいた。何事もなかったように、無機質な顔で行く手をはばんでいた。

　第一級の敏びん捷しよう能力値パラメイタは、やはり格が違ちがうのだろう。逃げられない、とハレは確信する。

「悪いことは言わない。黙だまってヒナの前から消えるのだ」

「嫌いやだね、おまえが消えろバーカ！」

「キミは本当に五月蝿うるさいな。ならば、しかたがない――」

　舌をだして挑ちよう発はつするハレに、リディヤはため息まじりに言い、右手をかかげた。

　右手は魔力マナの輝かがやきを放ち、夜の路地を煌こう々こうと照らしだした。

「――――去いね、【裁きの雷ジヤツジメント】!!」

　リディヤが右手を振りおろすと、幾いく柱はしらもの落らく雷らいがハレに降りそそいだ。

　ハレは危険を感じとり、すかさず横っとび。石いし畳だたみに転がった瞬間、落雷は闇やみ夜よを裂さくように中空に紫し電でんの軌き跡せきを走らせ、ハレの立っていた地面に突き刺ささる。

　ズドンッ!!　と。耳を聾ろうする爆ばく音おんとともに石畳を穿うがち、瓦が礫れきと土つち煙けむりをまきちらす。立ちのぼった煙が晴れると、石畳には巨きよ大だいな穴ができていた。

（おいおい……どんな破は壊かい力りよくだよ。笑えねえぞ）

　リディヤから距離をとり、ハレは考える。

　逃げられない以上は戦うほかない。だが勝算はあるか――

「あきらめろ。第十級冒険者キミが第一級冒険者わたしに勝つのは不可能だ」

「……そんなの、やってみなくちゃわからないだろ！」

　ハレが臨戦態勢に入ると、リディヤはふたたび右手を天にかざした。

「後こう悔かい……するぞ!!」

　瞬間。魔力マナをまとった右手が振りおろされ、猛もう烈れつな落雷がハレを襲った。

　ふたたび横っとびで回かい避ひするハレ。だが雷らい撃げきはハレを追つい尾びするように、紫電の光をほとばしらせる。石畳がえぐれて瓦礫と土煙が散乱し、街路は混こん沌とんとする。騒さわぎを聞きつけた野や次じ馬うまが集つどい、しかし雷撃の威い力りよくに恐おそれをなし、すぐに散さん開かいする。

　ハレは敏捷値をいかんなく発揮し、雷撃を死にものぐるいで回避する。リディヤが手を振るう動きから、雷の軌き道どうは予測できた。どうにか避さけられる。

（勝ち目があるとすれば、あれしかない……）

　ハレは猛攻を躱かわしつつ、見えない糸を張りめぐらせた。

　そして不可視の罠わなへとリディヤを自然に誘ゆう導どうし、それを発動させた。

「――これで終わりだ!!　降霊憑依スキルオン【蜘蛛の巣スパイダーウエブ】!!」

　刹せつ那な。こちらに駆かけてきたリディヤは、出現した蜘蛛の巣に突っこむ。

　ルシアと同じく糸にからめとられ、巣の上でじたばたともがく。

「僕の勝ちだ。行かせてもらうぞ」

　だが勝利を確信し、ハレが駆けだした――次の、瞬間。

「ぐああああああああああああああああああっ！」

　落雷。

　耳をつんざく轟音とともに、ハレの全身を高圧電流が走りぬけた。

　第一級の衝しよう撃げきと痛みに耐えようもなく、第十級は無様に地にふす。

「な、なんで……」

　顔をあげると、リディヤはいつもの無表情でハレを見おろしていた。

　蜘蛛の巣は引きちぎられ、完全に破は壊かいしつくされていた。

「キミがこの能力を使うことは、もちろん予測していた。まともに打ちあったところで、第十級冒険者キミが第一級冒険者わたしに勝つのは不可能だからな」

「どうやって巣を……？　あれは巨竜ドラゴンでも捕とらえられるはず……」

「おいおい……巨竜ごときと比べるなよ。この程度ならば片手でも引きちぎれる。冷静に考えろ。わたしはレベル[image: ]オーバーの第一級冒険者。どんな手を使おうと、最初からキミには勝ち目などないのだ。だから、もう……茶番はやめにしないか？」

　考えが、甘すぎた。動きさえとめられれば、勝機があると思っていた。

　そもそも、動きをとめられるわけもなかったのだ。第一級冒険者は、単体で数千の軍勢と渡わたりあう化物。第十級冒険者ごときが挑んで、勝負になるわけもない。

「ぐ、ぐっそ……」

　身を起こそうとしたが、体が思うように動かない。

　雷撃で灼やけたハレの背をぐりぐりと踏ふみつけ、リディヤは淡々と言う。

「もう一度言う。死にたくなければ、ヒナから手を引くのだ」

「お、おまえらにヒナを渡すくらいなら……死んだほうがましだ！　おまえにはわからないのかよ……ヒナがどんなにつらい想おもいをしてきたか！　毎日暴力を振るわれて、暴言を吐はかれて、どんなに苦しかったのか……本当にわからないのかよ！」

「黙れ」

　リディヤは静かに威い圧あつしてくる。

「黙らないね、いくらでも言ってやる！　家族もいなくて友達もつくらせてもらえず、ずっとひとりだったヒナがどんなにつらかったか……本当にわからないのか！」

「……黙れ」

「あいつの苦しみがわからないなら、もうおまえは人間じゃない！　あんな小さな女の子に寄ってたかって暴力を振るって、おまえは良心が痛まないの




「――――――黙れと言っているッッッ!!!!!!」




　砲ほう弾だんのような怒ど声せいとともに、戦鎚ハンマーのごとき蹴しゆう撃げきがハレの背に落ちた。

　かはっ！　とありったけの空気と血液が、ハレの口からぶちまけられる。

「ぬかして……くれるじゃないか。無知というのは罪だな。キミになにがわかるというのだ？　わたしたちがどのような想いで……どのような覚かく悟ごで、あの子に暴言を浴びせ、暴力を振るってきたのか!!　いったいなにがわかると言うのだ!!」

　引きつったリディヤの叫さけびは、抑おさえがたいなにかをはらんでいた。なにが彼女に火をつけたのか、無色だったその顔には、度どしがたい憤ふん怒ぬの色がうかんでいる。

　だが第一級の迫はく力りよくに気おされつつも、ハレは引きさがらない。

「ああ、わからないさ!!　おまえらみたいなクズの気持ちがわかってたまるか!!」

　言葉を放つたび、ハレの口からおもしろいように血が噴ふきでた。

　だがそれでも、ハレは叫ぶのをやめない。

「なんでおまえは……そんなふうにしか力を使えないんだ!!　おまえみたいに力があれば……なんだってできるのに!!　大切なものをどれだけでも守りぬけるのに!!　なんでだよ……なんでおまえは、人を傷つけることしかできないんだよ!!」

　かけがえのない友のために、嗄かれた喉のどで叫びつづける。

「ヒナへの暴行に理由があるなら……おまえに正義があるなら、教えてくれよ!!　なにもかも奪うばわれ……それでもがんばろうとしてるあいつに、あんな仕打ちができる理由があるって言うのなら、いまここで言ってみろよッ!!　なあ、言えよッ!!」

　リディヤはなにか反論しようとし――しかし、口をつぐむ。

　まるで地獄の痛みに耐えているかのように歯を食いしばり、身をよじった。

「……る、さい…………よ」

　ポツリ、と。血を吐はくように言葉をこぼす。

　切れ切れのその言葉に、ハレが耳をすませた――次の、刹那。




「――――五月うる、蝿さいんだよッッッ!!!!!!」




　リディヤの絶ぜつ叫きようが耳をつんざき、同時に峻しゆん烈れつな落雷が降りそそぐ。

　声すら、あげられなかった。ハレはただ、雷撃に灼やかれ、灼やかれ、灼やかれた。

「……力なきものには、なにも語る資格はない。無力な人間は、運命には逆らえない。非情な現実を前に、ただ力なく打ちひしがれ、ひれふすしかないのだ」

　もはや虫の息のハレを見おろし、リディヤはふたたび言った。

「これが……最さい期ごのチャンスだ。ヒナの前から消えろ」

「嫌……だね」

　しかし、ハレは即そく答とうする。

「……消えろ」

　拒きよ否ひするたび、致ち死し級の雷が全身を灼やきつくそうとも。

「……消えるんだ」

　全身の感覚がなくなり、死の淵ふちに追いこまれようとも。

「……消えろと言っているッ！」

　決して――決してハレは、首を縦には振らなかった。

　ヒナと暮らすことになったとき、誓ちかったのだ。ハレを守るため、彼女は命を賭としてくれた。だから自分もどんな目にあおうと、彼女を命を賭として守ろうと。

　だから、ハレの決意はゆらがない。

「……」

　決して、ゆらがない。

　気づけばハレの体は、冗談かと思うほどに黒く灼やけただれていた。

　それは――それはおおよそ、人が生きていられる姿ではなかった。

「……このままだと、本当に命を落とすぞ。意地を張るのはやめろ。これが、本当の本当に最後のチャンスだ……ヒナの前から消えるのだ」

　これが生死をわける二択たくだと言うリディヤに、しかしハレは即答した。

「……嫌だって言ってんだろ、バーカ」

　ヒナを売るくらいなら、迷わず死を選ぶと。黒く煤すすけた顔に不細工な笑えみをうかべ、まるで友人を茶ちや化かすような口調で、自らを殺すだろう答えを口にした。

　リディヤは右手をかかげ、わずかに声を震ふるわせた。

「……残念だよ」

　ハレは覚悟を決め、目を閉じた。

　どうあがいても、次の攻こう撃げきには耐えられないだろう。

「……、……？」

　だがどれだけ待っても、雷撃は飛んでこなかった。

　目を開けると、リディヤは動きをとめていた。血がにじむほどに唇を噛み、小刻みに肩かたを震わせていた。ハレを殺すのをためらうかのように。

「おまえは……おまえはなんでヒナを苦しめるんだよ。そうやって殺すことをためらえるのに。僕が死なないようにと、今の今まで手加減できる優しさがあるのに」

　リディヤは、いつでもハレを殺せた。

　なのに、殺さなかった。ヒナを奪うなら、ハレを殺せばすむ話なのに。

　それはつまり――リディヤにも〝優しさ〟が残っているということだ。

「……もう、やめようよ。おまえにもヒナの苦しみがわかるだろ？　僕はどうなってもいい。だけどヒナは、ワグナー家から解放してやってくれないか？」

　ハレの言葉に、しかしリディヤは苦虫を噛みつぶした顔で首を振る。

「やめられるものなら……やめたいさ」

　ぽつりぽつりと、どうにもならない現実を嘆なげくように言葉をこぼす。
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「わたしだって、ヒナを傷つけたくなんかない！　傷つけたいわけがないだろう！　でもそうせねば、あの子は耐えられない……今度こそ壊こわれてしまうのだ！」

「どういう、ことだ……？」

　リディヤは、我わが身みが引きちぎられたように悲痛な声をあげる。

「わたしはもう……ヒナが苦しむ姿を見たくない、悲しむ姿を見たくないのだ！　他人にどう思われようと、わたしはヒナを守る！　どれだけ残ざん酷こくな人間だと思われようと、どれだけヒナに憎にくまれようと、守りつづけると決めたから！　なぜなら、ヒナは――」

　絞しぼりだすようなリディヤの告白が、夜の静せい寂じやくを切りさいた。

「ヒナは――――わたしのたった一人の妹だから」




２




　――さかのぼること、五年前。

　ワグナー家の若き夫妻には、リディヤとヒナという二人の娘むすめがいた。賢さかしく朗ほがらかで花のように美しい姉妹だった。夫妻は二人を大切に育て、仲なか睦むつまじく暮らしていた。

　しかし妹のヒナが九歳のとき、事件が起こる。

　ヒナが大切に飼っていた愛犬が、突然死んでしまったのだ。

　愛犬は直前まで元気で外傷もなく、死因は不明だった。だがワグナー家の者たちは「病で死んでしまったのだろう」と思い、そのことを深くは考えなかった。

　だがその日からワグナー家に、謎の死が蔓まん延えんする。

　庭師、メイド、新たな飼い犬――全員が相ついで原因不明の死をとげた。

　やはり全員が死の直前まで元気で、外傷も見当たらなかった。気づけば苦しんだ様子もなく倒たおれふしており、眠るように息を引きとっていたのだ。

　ただし、死んだものたちには、二つの共通点があった。




　一つ、体のどこかに〝黒い蝶〟を象かたどった模様があったこと。

　二つ、全員がヒナとの関かかわりが深いものたちであったこと。




　このことから「死はヒナと関係があるのでは？」と夫妻は疑った。

　その後、ヒナが魔ま物ものによる呪詛に冒おかされていることが判明する。

　それと同時に、相次ぐ変死は、その呪じゆ詛そこそが原因だとわかった。




　――愛する人間を無意識に呪い殺す能力。




　それが、ヒナの冒おかされた呪詛【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】の力だった。

　それは『ヒナが愛した人間は死ぬ』ことを意味した。ヒナの愛が深まるにつれ呪いは進行し、最終的に対象を死にいたらせる――嘘のように絶望的な力だった。

　すべてを知った夫妻は、ヒナを地下室に隔離した。誰だれも愛することのないように、他人と関わらせないようにした。愛まな娘むすめを殺さつ人じん鬼きにしないための苦肉の策だった。

　しかしこのとき、ヒナはまだ九歳。

　外には出られず、家族にも会えず、日に日に無む邪じや気きな笑え顔がおを失っていった。

『なんでヒナはお外に出ちゃいけないの？』

『なんでお父さまやお母さまに会えないの？』

『みんなヒナを嫌きらいになってしまったの？』

　毎日そう言って泣きつづけるヒナの姿を、夫妻は見てはおられなかった。

　ヒナ自身は力に無自覚で悪意がないだけに、不ふ憫びんでならなかった。

　そして半年ほどたったある日、ついに夫妻はヒナに会いにいってしまう。

『ごめんなヒナ。もうひとりにしないぞ』

『お父さんもお母さんも、ヒナのこと大好きよ』

　地下室で絶望していたヒナにそう言い、ぎゅっと抱きしめてしまう。

　その日ずっと、一分一秒さえ惜しむように二人は愛まな娘むすめとの時間をむさぼった。とまっていた黒こく死し蝶ちようの呪いが、体を蝕むしばみはじめたことを知っていたから。

　翌日――夫妻は死んだ。二人そろって地下室で、眠るように死んでいた。覚悟は決めていたのだろう。その表情は清すが々すがしくさえあった。

　しかし夫妻の死を目まの当あたりにし、ヒナはついに壊れてしまった。ヒナも勘かんづいていたのだろう。自身が原因で、両親や家族が死に至っていることに。

　ヒナの姉リディヤは、そんなヒナを見ていられなかった。

　だから、ヒナを苦しみから救う方法を必死に模も索さくした。

　そしてたどりついたのが、〝ヒナの記憶を消す〟という方法だった。つらい記憶さえ忘れさせてしまえば、ヒナを苦しみから救えると考えたのだ。

　リディヤは【記憶医師メモリードクター】と呼ばれる冒険者に依い頼らいし、ヒナの記憶を消した。

　自分の呪詛が両親を殺したこと、だけではない。姉や両親のこと、自分がワグナー家の子女であることをふくめ、生まれ育った過去をすべて忘れてしまった。

　その後、リディヤはヒナを地下室から出した。だがヒナには呪詛がある。ふつうには暮らせない。妹の今後を散々に悩なやみ、リディヤはひとつの答えを導きだす。

　それが現在の二人の関係。

　悪虐非道な主人と従者という関係だった。

　ヒナのそばにはいたい。けれどヒナに愛されれば、その力により呪い殺されてしまう。だから、あえてリディヤは冷れい徹てつな主人を演じることにしたのだ。

　それが愛する妹をそばで見守りつづける、唯ゆい一いつの方法だったから。

　リディヤは心を鬼おににし、ヒナに近づくものを片かた端はしから排除した。叔父おじミシェル・ワグナーの力を借り、ヒナが誰も愛さぬように、誰も呪わぬように尽じん力りよくした。

　どれだけヒナに嫌われようと、どれだけヒナに恨うらまれようと。

　愛する妹を守るためだけに、リディヤはその人生を捧ささげつづけた。




「――冗じよう談だん、だよな？」

　すべてを聞かされたハレは、それしか言えなかった。

　ハレはリディヤと一時休戦し、路上のベンチに腰こしかけていた。そして愛する者を呪い殺すヒナの力について、リディヤに事情を聞かされたのだった。

　呪詛のことも、ヒナやリディヤの過去のことも、にわかには信じがたかった。

「残念ながら、すべて本当のことだ」

　けれど、リディヤはくもりのない目でそう言う。

「あの子が愛した人間は、みな命を落としてしまう。だからルシアやわたしは、ヒナに誰も近づけまいとしていたのだ。ヒナが殺人鬼とならぬように」

「証しよう拠こは……あるのか？」

「あの子猫……死んでしまったのだろう？」

　リディヤは目をふせ、唐突にハレの愛あい猫びようの話題を出した。

「なんで、おまえがそれを……？」

「ルシアにキミたちを監かん視しさせていたのだ。まだ呪いの発動までは猶ゆう予よがあるはずだったので、見守っていたのだが……予想以上に早かったようだな」

　リディヤは、やるせないというように首を振った。

　子猫の死は、ヒナの呪詛のせいだった。彼女は、そう言っているのだ。

「じゃあ、ヒナとニャモ助すけを引きはなそうとしたのは……」

「子猫の命を守るためだ」

　ハレは、息をのむ。リディヤの話を信じれば、すべてつながる。

　ヒナへの冷れい徹てつな振るまい、ヒナから人を遠ざけた理由。すべてはヒナのため、ハレやニャモ助のためだったのだ。ヒナといれば、ハレたちが死んでしまうから。

「……信じてもらえたか？」

　迷いながらも、うなずいた。信じるしかなさそうだ。

　話の筋は通っているし、リディヤが嘘うそをついているようにも見えない。

「子猫の腹部に……黒い蝶の模様があったろう？」

　以前、子猫の腹部に奇き妙みような模様を見つけたのをハレは思いだした。

「あれがヒナの呪いが進行している証あかしだ。ヒナが関わった者にあの呪印は刻まれる。ヒナの愛情が深まるにつれて呪印は姿を変え、やがて呪印が刻まれた者を呪い殺す」

　キミの体にもあるのだろう？　とリディヤはハレを見た。

　自分の腕うでに奇妙な模様があったのを思いだし、ハレは唇を噛んだ。

「……このままヒナとともにいれば、キミは確実に死ぬ。呪印が効力を発揮するまでには三段階の過程を経へる必要があるが、まあ時間の問題だろう」

「三段階の過程？」

「わたしたちは段階フエイズと呼んでいる。ヒナからの愛情が深まるにつれて段階フエイズは進行し、段階フエイズ三スリーになった時点で呪いが効力を発揮する――すなわち死が訪おとずれるというわけだ」

「段階フエイズってのは……どうやって判断できるんだ？」

「呪印の模様だ。段階フエイズ一ワンのときに蝶の胴どう体たい、段階フエイズ二ツーで片かた翅はねがうかびあがる。そして二枚の翅はねがそろい、黒死蝶が完成すれば段階フエイズ三スリーだ。段階フエイズ三スリーになってからちょうど一日、それで呪印が刻まれた者には眠るような死が訪れる」

「僕は、段階フエイズ二ツーってことか……」

　ハレは、自身の左ひだり腕うでを露ろ出しゆつさせる。そこには片かた翅はねをもがれた蝶の模様がうかびあがっていた。この蝶の模様が完成すれば、自分は死ぬらしい。

「……わかったろう？　キミはヒナと一いつ緒しよにいてはいけないのだ。死にたくなければ、ヒナの前から消えろ。そして、一生ヒナの前に現れないことだ」

　あらためて宣告され、ハレはうつむいた。すべては真実なのだろう。自分はヒナをリディヤに引きわたし、ヒナの前から去るべきなのだろう。

（だけど……だけど、それでいいのか？）

　ヒナは、ずっとひとりだった。愛し愛されることも許されず、従者として、リディヤたちに迫はく害がいされてきた。それはヒナのためにと行われてきたことだった。だがなにも知らないヒナにとって、それはただの地獄だったはず。

　ハレが手を引けば、ヒナはそんな地獄に逆戻りだ。リディヤの従者として、終わらない苦痛に耐え、死ぬまで孤独に生きつづけることになる。

「……呪詛を解く方法は、ないのか？」

　訊ねるが、やはりリディヤはかぶりを振った。

「呪詛というのはな……とても強力なものなのだ。魔物がみずからの魂たましいをけずり、怨念として取り憑つかせる……そんな捨て身の攻撃こそが呪詛。麻痺や毒のように、回復薬ポーシヨンや治癒スキルで治すこともできない」

「それでも、探せばなにか……！」

「わたしたちも必死に探しているよ。可能性は手あたり次第にな。だがやはり、現状で打つ手はないのだ。だから頼たのむ……わかってくれないか。ヒナとキミが別れることは、ほかならぬヒナとキミ自身のためなのだ」

　リディヤは、言葉の端はし々ばしにやるせなさをにじませる。

　ハレはもう、反論できない。

「明日の正午……ヒナを迎えにいく。別れはすませておいてくれ。それ以降、ヒナに近づくことは禁ずる。見かけても見てみぬふりをしろ。知らぬ存ぜぬを通せ」

　うむを言わさぬ調子で言い、リディヤは立ちあがった。

「もしキミがヒナを渡さないようなら、そのときは容赦しない。わたしが言いたいのはそれだけだ。いろいろと手荒なマネをしてすまなかったな」

　リディヤは身をひるがえすと、一言ぼそりとつぶやいた。

「……いままでヒナと仲良くしてくれてありがとう」

　そして歩きだしたリディヤの背を、ハレは呆ぼう然ぜんと見送った。

　追いかけることも、呼びとめることもできなかった。自分にはヒナを救う力がなく、現状を打破するいかなる方法も思いつけなかったから。

　リディヤが立ち去り、ハレはひとり取りのこされた。

　緊張の糸が切れ、たまっていた疲ひ労ろうが一気に押しよせる。

　壊れた操あやつり人にん形ぎようのように、ハレはベンチに倒れた。限界に達していた意識は、急速に闇やみにぬりつぶされる。眠っている場合ではないのに、あらがえなかった。
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　気づくとハレは、自室のベッドに横たわっていた。

　窓から陽が差している。夜は明けたらしい。

　ヒナがベッドに寄りそうように寝ねているのを見つけ、昨晩のことを思いだした。

（あれは……すべて現実だったみたいだな）

　左腕の呪じゆ印いん、かたすみに横たわる子こ猫ねこの遺体を見て再確かく認にんする。

　しかし、リディヤと別れたあとの記き憶おくがない。なぜ家に帰ってきているのだろう。傷だらけだった肉体も完全に治ち癒ゆしている。ヒナが治してくれたのだろうか。

　いや、それよりも大事なことがあった。

　今日の正午、リディヤがヒナを迎えにくる。そのことを考えねばなるまい。

（……って、もう一一時じゃん！）

　時計を見ると、一〇時五〇分。あと一時間しかなかった。

　どうしたものかと考えていると、ヒナがベッドから身を起こした。

　寝ぼけまなこをこすり、ハレを呆ほうけた顔で見つめ――

「ハレェェェエエエエエエエエエ――――――――――ッッッ!!」

　目をカッと見開き、飛びついてきた。「よかったです、よかったです！」と瞳に宝石のような涙なみだをきらめかせ、ハレを力いっぱい抱だきしめてくる。

「……どうして僕はここで寝てるんだ？」

　ヒナの頭をなで、ハレは首をかしげた。

「ヒナが運んできたですよ。起きたらハレがいなかったので、外にさがしに行ったです。そしたら、偶然ベンチで倒れているのを見かけて……」

「わざわざ運んできてくれたわけか、ありがとな」

　リディヤが去ったあと、あの場で気を失ってしまったようだ。

「それで、なにがあったですか？　まさか、ワグナー家に……？」

　一転して真顔で訊ねられ、ハレは口ごもる。

　事情を考えると、ヒナに昨日のことは伝えないほうがいいだろう。

「いや違うよ……酔っぱらいにからまれたんだ。やつら思ったより強くてさ、手ひどくやられたよ……ははははは！」

「酔っぱらい……？　そんなケガには見えなかったですけど……」

　そ、それより……、とハレはあわてて話題を変える。

「……ニャモ助を弔とむらいにいこうよ。このままじゃかわいそうだろ？」

　正午にリディヤがヒナを迎えにくる。もうヒナとは会えないかもしれない。とにもかくにも、ニャモ助の弔とむらいはすませておきたかった。

　ヒナは子猫の遺体に憂うれいを帯びた視線を送り、やがてこくりとうなずいた。




「こっちにするです！　見晴らしもいいですよー！」

　前方を駆けるヒナがぴょんぴょんと跳はね、ハレを手まねきした。

　燦さん々さんと金きん粉ぷんを振りまくような陽光の下、二人は花畑を歩いていた。色とりどりの花々が一帯をうめつくしている。まるで虹にじ色の絨じゆう毯たんがしかれているようだ。

　花畑のあちこちには、しかし無数の墓石が並んでいた。

　ここはカテドラル屋上、通称《祈いのりの園その》。死者の遺体や遺骨を埋まい葬そうし、彼岸の国ヴアルハラに無事に導かれるよう祈いのりを捧げる場所。つまりは墓地である。

　ハレたちは小さな墓標と花を購入し、ニャモ助を埋まい葬そうしにきたのだった。

「おーい待てって！　こちとら円匙スコツプも花も持ってんだぞ！」

　ハレは時計を確認し、ヒナのもとへ急いだ。

　時刻は一一時四〇分。子猫を埋まい葬そうしたあと、ヒナには別れを告げるつもりだった。一二時にリディヤが迎えにくるはずなので、急がねば間まにあわない。

　ヒナの待つ小高い丘につくと、ハレは感かん嘆たんした。屋上端のそこは、とても見晴らしのいい場所だった。屋上をかこむ壁かべごしに、エルドラの都市風景を望のぞめた。

「ヒナが見つけたです、ほめてくれてもいいですよ～？」

　ない胸を張るヒナの頭をなで、「お手て柄がらだな」と微笑ほほえむ。

　二人は子猫をここに埋葬することに決め、穴を掘ほった。タオルに包くるんだ遺体を安あん置ちしたのち、しっかりと埋うめる。アクリサスの花を手た向むけ、墓は完成した。

「……ニャモ助、おやすみなさいです」

　ヒナにならい、ハレも墓前で手をあわせた。子猫が安らかな眠ねむりにつけるよう、慈母神イーレイに祈りを捧げた。それからヒナを横目に見て、唇くちびるを噛かみしめる。

　そろそろリディヤがくる時間だ。ヒナに別れを告げねばならない。

（だけど……本当にヒナから手を引いていいのか？）

　ハレと別れたヒナに待っているのは、つらく苦しい日々だけだ。暴言を吐かれ、暴力を振るわれ、人を嫌いになるよう仕組まれる地じ獄ごくの日々だけだ。

　それはどれほどつらく苦しいことだろう。ヒナにとって、本当にそれが幸せなことなのだろうか。ヒナをワグナー家に渡してもいいのか、自信が持てなかった。

　でも、言わねばならない。

　時ときは待ってはくれない。運命は待ってくれない。

「……なあ、ヒナ」

　声をかけると、ヒナは無邪気な笑みをこちらに向けた。

　じくり、と。ハレの胸が痛む。

「……おまえに、言わなきゃならないことがある」

　決死の覚悟で絞りだした言葉は、情けないほどに震えていた。

　きょとんとするヒナを見つめ、しかし続く言葉が出てこない。伝えたいことがたくさんあるはずなのに、頭のなかが真っ白になってしまっていた。

　なにか言わねばと思ったちょうどそのとき、背後から声がかかった。




「こんなところにいたのだな」




　振ふりかえると、リディヤとルシアの二人がこちらに歩いてきていた。

　時刻は、一二時。タイムリミットは過ぎていた。

「なんの用です!!　帰ってください!!」

　リディヤたちの顔を見るなり、ヒナはものすごい剣けん幕まくで叫んだ。

　親の仇かたきを見るような憎悪の表情で、リディヤたちを睨にらむ。

「待て、こいつらは……！」

　ハレの制止を振りきり、ヒナは背の鉾槍ハルバードを手にとった。

　鉾槍ハルバードを無造作に振りまわし、必死にリディヤたちを威い嚇かくする。

「帰って!!　帰って!!　帰って!!　ヒナたちにもう近づかないでください!!　関わらないでください!!　お願いだから!!　本当の本当に、お願いだから……」

　獣けもののように猛たける怒声に、切実な少女の弱さをにじませて。

「もう、ヒナから……大事なものをとらないでください」

　血を吐はくようなその訴えに、リディヤの瞳がわずかにゆらぐ。

　リディヤはいま、どんな気持ちなのだろう。人生さえ賭として守っている人間に憎悪の目を向けられ、心の底から愛している人間に殺意を向けられて。

　その心しん痛つうは――いかほどか。リディヤはすべてを捧げてヒナを守っているのに、ヒナはそれを知らずにリディヤを憎んでいる。こんなにも哀かなしいことがあろうか。こんな言いしれぬ地獄の日々に、リディヤは五年ものあいだ耐たえつづけているのだ。

　そしてそんな感情をおくびにもださず、彼女は妹のために最高の悪役ヒールを演じる。

「……ヒナ、キミはわたしの従者だろう。勝手は許さないぞ。いますぐ屋や敷しきに帰るのだ。さもないと……どうなるかわかっているだろう？」

「ヒナは帰らないです！　ハレと一緒に暮らすです！」

　リディヤは、悪役らしい冷笑をうかべる。

「ふふふ……キミは本当になにも聞いていないのだな。そのハレが了承したのだぞ？　わたしたちワグナー家に、キミを大人しく引きわたしますとね」

「そ、そんなこと、あるわけないですよ……ねえ、ハレ」

　どくん、と。ハレの心臓が、跳ねあがった。

　すがるような瞳。ハレが自分を見捨てるわけがないと、信じている瞳だった。

　否定したかった。そんなわけないだろって、僕はずっとおまえの味方だって。

　笑いとばしてやりたかった。こんなやつらにおまえを渡すわけないだろって。

「……ッ」

　だけど、できなかった。できるわけがなかった。

　ヒナのために一生を捧げるリディヤたちを前に、愛するものに憎まれつづけるという絶望を背負う二人を前に、そんなことがどうして言えよう。

　そうだ、演じなければならない。ヒナとともにいれば自分は死ぬ。自分だって死ぬのは嫌いやだ。そうならないために、ヒナに憎まれる悪役を演じきるのだ。

　ヒナにとっても、自分にとっても、それが最善の道なのだ。

　だから、ハレは。

「ふはは……」

　なにかを断ちきるように、笑った。




「ははははははははははははははははははははははははははッ!!」




　いかにも悪役だという冷笑をうかべ、ヒナに言いはなつ。

「そうだよ、了承したよ。おまえはワグナー家に帰るんだ」

「な、なんで……？　どうしてです？」

　意味がわからない、と。ヒナはいまにも泣きそうな顔でかぶりを振る。

「どうしてもクソもあるかよ。昨日おまえのせいで、ワグナー家のやつらに襲おそわれたんだ。そりゃ手ひどくやられたよ。それでもう、うんざりになった」

　ハレは下げ卑びた笑みを口の端にのせ、楽しげに肩をすくめた。

「だから、こいつらに取引を持ちかけたんだ。おまえをわたす代わりに、僕のことは見み逃のがすって取引をな。ついでにワグナー家の権力で、昇格査定アセスメントに裏で色をつけてもらうことも約束した。その条件で、僕はこいつらにおまえを売ったのさ」

「……う、嘘です！　ハレがそんなことするわけないです！」

　ハレは嘲ちよう笑しようするように鼻を鳴らす。

「はあ？　おまえに僕のなにがわかるんだよ。ほんっとにおまえはバカだよな。バカなおまえと一緒にいるのも、嫌いや気けがさしてたんだ。ようやく追いだせて清々する」

　ヒナは口ごもり、やがてあきらめるようにうなだれた。

「さあ行くぞ、ヒナ」

　リディヤがヒナの腕をつかんだ。ヒナはこの世の終わりでも見たような顔をしたが、抵てい抗こうはしなかった。ハレに背を向け、とぼとぼと歩きだす。

「……、」

　ハレは、歯を食いしばる。

　ヒナにとってはこんなことが――ワグナー家に手をまわされ、友に裏切られるということが日常茶飯事なのだ。だから抵抗しない。しかたないとわかっているから。

　しかしそのとき、なぜかヒナが小走りでこちらへと戻もどってきた。

「……ハレ。色々と迷めい惑わくをかけてごめんなさいでした」

　そして放たれた言葉は鋭利な槍やりとなり、ぐさりとハレの胸を刺さしつらぬいた。

　ハレは必死に表情を取りつくろい、突つきはなすように言った。

「ふんっ……ほんとに迷惑だったよ」

　ヒナは哀かなしげな顔をし、しかしそれでも想いをぶつけてくる。

「でも……言わせてください。ヒナは、ハレと一緒にいるのが楽しかったです。記憶にある五年で……いえ、記憶にないすべての時間のなかでもきっと、いちばん楽しかったと思うです。ハレにとっては迷惑だったかもしれないけど……ハレと過ごした時間はヒナにとって、かけがえのないものでした。すっごく幸せでした。だから……その……」

　そして彼かの女じよは、花のような笑みをうかべて言うのだ。

「……ありがとでした」

　自分を悪あく魔まに売りわたした裏切り者にそう言うのだ。

　ギシッ、と。噛みしめすぎたハレの奥おく歯ばが、音を立てて軋きしんだ。

　この少女にとって、ハレは裏切り者にしか見えないはずだ。守ると言った自分を放りだし、目先の利益を優先した男にしか見えないはずだ。

　なのに、なんで。

　この少女は、笑顔でありがとうなんて言えるのだ。

「……ッ」

　ハレの目め頭がしらが急速に熱をもち、顔がゆがみそうになる。

　しかし――ぐッ、と。その激情を抑えこむ。爪つめが手のひらの肉を刺すほどに拳こぶしを握にぎりしめ、唇を噛みちぎらんほどに噛みしめ、死ぬ気で抑えこむ。

　泣くな、すべてが台無しになってしまう。こいつに涙を見せるなんて卑怯だ。誰よりもつらいはずのこいつが笑ってくれているのに、自分が涙を見せるなんて許されない。

　そう自分に言い聞かせ、必死にこらえる。全ぜん身しん全ぜん霊れいを振りしぼり、持てる力をすべて使いきって、自分のなかで暴れくるう感情の奔ほん流りゆうをねじふせる。

　そして、ヒナはリディヤのもとへと戻っていった。

　とたん、ハレの頬ほおを血のように濃こい涙が伝った。それが引き金となり、感情のダムはあっけなく決壊する。感情の奔ほん流りゆうは透とう明めいな雫しずくとなり、目からあふれた。

「……ぐっそがッ!!　なんで……なんでだよッ!!」

　ハレはくずおれ、地面を殴なぐった。ヒナを助ける力のない無能な自分に、ヒナを地獄に突きかえすことしかできなかった無力な自分に、どうしようもなく腹が立った。

「なん、で…………ッ!!」

　できることなら、代わってやりたかった。しかし、それすらもできない。

「なんで、僕は……ッ!!」

　そうだ、自分にはヒナを救う力がない。自分では、ヒナを助けられない。

「……こんなに無能なんだ」

　ハレは自身の無能さを噛みしめて、拳が血にまみれるまで地面を殴った。
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　翌朝、ハレは寝坊した。

　いつもなら迷めい宮きゆうにいる時間に目を覚まし、そそくさと迷宮に向かった。

　だが迷宮に行くまでに、らしからぬミスを連発してしまった。作りおきのシチューを焦こがし、牛乳をぶちまけ。衣服を前後逆に着て、とどめに路上ですっ転んだ。

（今日の僕、どうしたんだろ……）

　迷宮をのそのそと歩きながら、がっくりとうなだれた。

　冥府の門フエルズゲイト、５層。探たん索さく開始から二時間が経過しているものの、収しゆう穫かくは少ない。朝から妙みように心がふさぎ、狩りが思うようにいかなかったせいだ。

　なんとはなしに歩いていると、ひときわ広い空間にでる。

　迷宮のなかだというのに、そこには数軒の小屋が建っていた。それらの小屋を取りまくように、大勢の冒ぼう険けん者しやが思い思いに身を休めていた。

　ここは、ソサエティが維い持じする安全地帯セイフテイエリア。内部には６層につづく唯一の道があり、検問所と中継所の役割を果たす。簡易的な道具屋や薬屋もあり、不足したアイテムを補充することもできる。通称《迷宮の安息地オアシス》と言われる冒険者の拠点だ。

　そのかたすみに倒れこみ、ハレは息をついた。

（ヒナが、いなくなったせいだろうな……）

　ふと、今朝からの不調の理由に思いあたる。

　いつも共にあった相棒がいなくなったのだ。調子がくるうのも無理はない。

（あいつ、どうしてんのかなあ……）

　今日もリディヤたちから、ひどい仕打ちを受けているのだろうか。暴言を吐はかれ、暴力を振るわれているのだろうか。友のいまを想おもい、やるせなくなる。

（……ああ、やめだやめだ！　狩りに集中しよう！）

　陰いん鬱うつな気分を吹きとばそうと、かぶりを振ったそのときだった。




「――早く立てやボケッ!!」




　耳をつんざく怒ど声せい。

　目を向けると、見覚えのある二人がいた。仁王立ちしているのは、獣人セリープの戦士ウオリアールシア。そしてその前には、膝ひざをついてうなだれる只人サピエの魔法使いメイジヒナの姿があった。

（まさか、こんなところで遭あとは……）

　現実は、ハレの逃避を許してはくれないらしい。

　ヒナは傷だらけだった。体中に裂れつ傷しようがあり、血がにじんでいた。ここでもルシアはヒナに暴行をくわえていたらしい。しかも、暴行はいまもエスカレートしていた。

　ルシアに横腹を蹴けとばされ、ヒナは吹ふっとんだ。地面を球のように跳はね、壁に叩たたきつけられる。床ゆかでぴくぴくと体を痙けい攣れんさせ、すでに半死半生の状態だった。

「……」

　ハレは、奥歯を噛みしめる。

　あそこまで痛めつける必要があるのだろうか。あの暴行は、ヒナを守るためだということは知っている。だけど、さすがにやりすぎではなかろうか。

　ルシアはいまだ、暴行を続けようとしている。

　かかげる右手には、鋭利に輝かがやく刀が握られていた。

　ハレは想像した。あの雪のように白く透すきとおった肌はだが、赤い血にそまるところを。あの幼いたい気けな少女が瀕ひん死しで横たわり、痛みに顔をゆがめるところを。

　いままさに――ルシアは刀を振りおろそうとしていた。

「…………ッ!!」

　気づけばハレは右手をかかげ、雄お叫たけびとともに振りおろしていた。

　ハレの憧れる英えい雄ゆうならば、こんな状じよう況きようを見逃すはずがないと思ったから。

「降霊憑依スキルオン――――【蜘蛛の糸スパイダーシルク】!!」

　刹せつ那な。ハレの腕から光の白糸が飛びだし、ルシアに向かった。

　糸はルシアの右手首をからめとる。ルシアは糸に引かれ、横よこ倒だおしになった。

「……ハ、レ？」

　ヒナがハレを見つけ、驚きよう愕がくに目を見開いていた。

　ハレの行動が、理解できないという顔だった。ハレはそこで我にかえり、自分のしたことに気づく。敵であらねばいけなかったのに、ヒナを助けてしまったのだ。

　なにか言わねばと思った瞬しゆん間かん、背後から乱暴に肩かたをつかまれた。

　振りかえると、獣人ルシアが鬼の形相で立っていた。

「……い、いまのは違ちがうんだ！」

「なにが違うんじゃドアホ、いいからこっち来い！」

　ルシアに問答無用で引っぱられ、離れたところに連れていかれた。

　道具屋の裏にまわると、ルシアはハレを荒々しく壁に押おしつけた。

「てめえなにしとんじゃゴラァ！　リディヤさまがぜんぶ説明したはずやなあ！　なんであないなことした！　ぜんぶパーになったら責任とれるんかおい！」

　ハレの胸むなぐらをつかんで激げつ昂こうするルシアに、ハレは伏ふし目がちに反論した。

「だ、だって……さすがにやりすぎじゃないか？　あんなにヒナを痛めつけることないじゃん。ヒナはもう、十分におまえらのことを嫌ってるし……」

　瞬間。ルシアは火のような怒いかりを顔面にみなぎらせ、吼ほえた。

「……たいがいにせえ、これはきみのためやっちゅうに！　昨日からヒナさまは、きみの裏切りをあやしんどる！　なにか隠かくしとるんちゃうかってな！　やからリディヤさまとボクは、今朝からヒナさまに強く当たっとった！　そうすることで、少しでもきみから目をそらそうとしとったんや！　わかるか、リディヤさまのその想いが！」

　ハレは、ようやく理解した。

　ルシアたちはヒナの注意を真実からそらし、隠蔽工作カモフラージユしていたのだ。

　ハレの呪印は段階フエイズ二ツー。ヒナがハレの真の想いに気づいていれば、呪印は段階フエイズ三スリーに移行していたかもしれない。すなわち、ハレは死んでいたかもしれない。

　彼かれらはかばってくれたのだ。愛する者に暴力を振るってまでも、ハレの命を救おうとしてくれたのだ。バカなのは、ハレだった。彼らは誰よりもヒナのことを考えている。そんな者たちが、ヒナに不要な暴力を振るうはずもなかった。

「……ごめん」

　ルシアは舌打ちし、ハレからパッと手を放した。

　ハレは壁にもたれるようにずるずると腰を落とし、尻しりもちをつく。

「……リディヤさまは誰よりも、ヒナさまのことを考えておられる。その想いを無む下げにしおったら、ただじゃすまさんぞ。また余計なことしよったら、今度こそぶっ殺す」

　ルシアはそう言い――次の瞬間、びくっと肩を震ふるわせた。

　すばやく小屋の角を見やる。とたん、角の向こうから足音が響ひびいた。

「……ちっ！　聞かれたか！」

　ルシアは足音のほうへと駆かけだす。ハレもあとを追った。

　角を曲がると、ルシアはもう盗み聞きの犯人を捕まえていた。

「ヒ、ヒナ……!?」

　なんとヒナだった。ヒナは碧へき眼がんをつりあげ、ルシアをキッと睨にらみつけていた。

　捕つかまった側にもかかわらず、逆にルシアを問いつめているようだった。

「なにがどうなってるですか！　ヒナはなんなんですか！　リディヤさまがヒナのことを考えてるって……いったいどういうことですか！　説明してください！」

「そ、それは……」

　ルシアは一いつ瞬しゆん口ごもり、だがすぐにヒナの腹に峰打ちをいれた。

　気絶させたヒナを片腕で抱きかかえ、ため息をつく。

「こりゃあかんな……ぜんぶ聞かれてもうたわ」

　ルシアは頭を抱え、表情の端々に焦あせりの色をうかべた。

「聞かれたってことは、どうなるんだ……？」

「ヒナさまがどこまで真実を理解しとるかはわからん。だがヒナさまは賢さかしい方や。いずれ真実にたどりつく。このままやと、ボクら三人そろってお陀だ仏ぶつやな」

　ごくり、と。ハレは唾つばをのみ――

「……んっ？」

　自身の左腕に、ふと違い和わ感かんを覚える。

　腕を露出させると、そこには黒い蝶の模様が刻まれていた。昨日とは異なり、両りよう翅はねのそろった完全なる蝶。呪印が段階フエイズ三スリーに達し、死の呪のろいが発動した証だった。

　ルシアはそれを見て、苦虫をかみつぶしたような顔になる。

「……とにかく話しあいや。ついてこい」

　それからヒナを肩にかつぎあげ、そろそろと歩きだした。

　死刑宣告をされた実感もないまま、ハレは呆然とルシアのあとを追った。







第５話　新米冒険者、英雄になる
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「ヒナの記憶を消すしかないな」

　リディヤは開口一番、ルシアとハレの二人にそう切りだした。

　安全地帯セイフテイエリアの人ひと気けのない場所に腰をおろし、三人は今後の方針を話しあっていた。眠るヒナをかこむ三人のあいだには、ただただ重々しい空気が流れていた。

「やっぱり、そうするしかないやろなあ……」

「待てよ、記憶を消すと……どうなるんだ？」

　二人の意見がまとまりかけたところで、ハレが横槍を入れた。

　面めん倒どうくさそうに文句を言いかけるルシアを制し、リディヤが答える。

「呪じゆ詛そ【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】は、対象への愛がつのるほど呪いを進行させる。愛の根本とはその人と過ごした記憶であり、その人についての思考の積みかさね。つまり記憶を消すことで、愛も消える。愛が消えれば呪印もまたうすれゆき、効力を失うというわけだ」

　なるほど、とハレはうなずいた。

　ヒナの記憶を消せば、ハレの命は助かるということだろう。

「でも……記憶なんて消して大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「多少の問題はあろう。キミについての記憶を消せば、同時にヒナのここ五年間の記憶は消しとぶからな。問題がないほうがおかしいだろう」

「す、すべて消える……!?　それまずくないのか!?」

「日常を送るのに支障はない。人の記憶というのは、いくつかに枝分かれしているらしくてな。今回消去するのは具体的な思い出のエピソード記憶のみ。体にしみついている習慣や生活の知識が消えることはない。それほど問題はないだろう」

「それほど、問題はない……」

　本当にそうだろうか、とハレは考える。

　習慣や生活の知識は消えない。裏をかえせば、それ以外は消えるということ。日常の知識はある。だが思い出はなにもない。そんな空っぽの状態になるということだ。

　ハレには幼少期から両親がいなかった。故郷では歳とし近い友もおらず、冒険者としてもうまくはいかなかった。ひどいとしか形容できない人生を送ってきた。

　だがそれでも、記憶は失いたくないと思うのだ。どんな人生でも、どんな記憶でも、それはいまの自分を築きずいているものだから。自分自身のようなものだから。

「記憶を消すなんて……やっぱりダメだよ」

　口をついてでた言葉は、まごうことなきハレの本心だった。

「ダメ、だと？　ヒナの記憶を消さねば、キミは死ぬのだぞ？」

「……それでいい」

　リディヤは、眉まゆをひそめた。

　真意を探ろうと、こちらをいぶかしげに見てくる。

「記憶を失うなんて、身を裂さかれるよりもつらいことだろ。ヒナの記憶を消すくらいなら、僕は死を選ぶよ。記憶を失ったヒナなんて見たくないんだ」

「……はあ、キミというやつは本当にどうしようもないな」

　ハレの覚かく悟ごをさとったのか、リディヤはため息をもらす。

　納なつ得とくしてくれたのかと思ったが、続く言葉はハレの幻想をぶち壊した。

「ならば……キミを縛しばりあげてでも、ヒナの記憶は消させてもらおう」

「ど、どうしてそうなるんだよ！　僕が死ねば丸くおさまるんだろ？　ヒナの記憶を消さなくてすむんだろ？　僕がいいって言ってるんだからそれでいいじゃ




「――――勝手なことをぬかすなッ!!」




　生なま半はん可かなハレの想いを叩き折るかのように、リディヤが吼ほえた。

　ハレの胸ぐらをつかみ、烈火のような怒りを向けてくる。

「キミが死ねば……ヒナが記憶を消す必要はなくなるだと!?　そんなのは短たん絡らく的てきな自己満足にすぎないのだよ!!　キミはいいだろうな!!　かわいそうな少女のために命を犠ぎ牲せいにする……そんな英雄気どりで死んでゆけるのだから!!」

「そ、そんなこと、僕は……！」

「だが残されたものは違うのだ!!　キミの死因が自分のせいだとわかったら、ヒナがどんな気持ちになるのか……キミは少しでも考えたのか!?　勝手に自己完結して気持ちを押しつけるんじゃない!!　その場のノリだけでかっこつけるんじゃない!!」

　美び貌ぼうを信じがたいほどにゆがめ、リディヤは血を吐はくように叫さけんだ。

「……わかるか!?　自分が実の両親を殺したと知ったとき、あの子がどんな顔をしたのか!!　わたしはとても、見ていられなかった……あの子のあんな顔は二度と見たくない!!　次にあんなことになったら、あの子は……あの子はッ!!」

　リディヤはふいにハレを解放し、床にへたりこむ。

「……本当に、壊こわれてしまう」

　両手で顔を覆おおい、消えいるような声でつぶやいた。

　ハレは、なにも言えなかった。リディヤの言うとおりだ。ハレは自分に酔よっていた。残される人の気も考えず、気持ちを押しつけていただけだった。

　リディヤは心を落ちつけるように息をつき、顔をあげる。

「……それにな、キミが死ねば解決するほど問題は単純ではないのだ」

　そう言い、なぜだか自身の胸当てを外しはじめた。胸当てを外し終えると、今度は上衣までも脱ぬぎさり、やがて白雪のような上半身をあらわにした。

　彫刻のような美をたたえる双丘を両りよう腕うでで隠し、リディヤは真顔で言った。

「わたしのおっぱいを見ろ」

「は？」

　両手で目を覆ってあわてていたハレも、これにはきょとんとするしかない。

「わたしのおっぱいを見ろと言っているのだ」

「いやいやいや！　いきなり見ろと言われましても！　リ、リディヤはあれなのか……？　露ろ出しゆつ癖へきのある変態さんだったわけ？　さすがについていけないっていうか……」

「なにをバカなことを言っている。いいから黙だまって見ろ」

「いやだから……僕は紳士なので、そのような不ふ埒らちなことは……」

　言いつつもハレは、指の隙すき間からリディヤの胸を凝ぎよう視ししていた。

　眼前で女性が胸をさらしているのだ。決してハレが見たいわけではないが、リディアの名誉のためにも、見ないわけにはいかないのだ。

　そんなふうに言い訳し、リディアの胸をじろりと見るハレ。

　しかしそこに黒い模様を見つけ、一気に現実に引きもどされる。

「まさか、おまえにも呪いが……？」

「そういうことだ。まだ段階フエイズ一ワンだがな」

　おそらく今日の一件で、ヒナがなにかしら勘かんづいてしまったせいだろう。

「悪い、僕が余計なことをしたせいで……」

「過ぎたことを言ってもしかたがない。とにかく、もうキミだけの問題じゃないということだ。ヒナの記憶を消すしかないと、わかってもらえたかな？」

　理解はできた。が、それでも納得はできなかった。

「……ほかに、方法はないのか？」

　ないな、とリディヤは即そく答とうした。

「こうなることも考慮し、もう【記憶医師メモリードクター】はまねいてある。今夜には我わが家やに着つくだろう。段階フエイズ三スリーになってから、約一日でキミは死ぬ。呪印がいつ段階フエイズ三スリーになったか確定できない以上、できるかぎり早く記憶は消したほうがいいだろう」

　話は終わりとばかりに、リディヤは腰こしをあげた。

「今夜一九時、我わが家でヒナの記憶は消す。話は以上だ」

「ぼ、僕は、どうすれば……？」

「キミにできることはなにもない。このまま迷めい宮きゆう探たん索さくでも続ければどうだ？」

　リディヤの言葉は鋭利な刃はとなり、ハレの胸を容よう赦しやなく刺しつらぬく。

　ハレがなにも言えぬまま、リディヤたちはヒナを連れ、安全地帯セイフテイエリアを出ていった。

　そして、空虚な静せい寂じやくが広がる。

　ハレの全身を支配しているのは、胸がしめつけられるような息苦しさだけだった。

「…………っくしょうが」

　かすれた声をもらし、力なく壁を殴りつけた。

　夢だと、思いたかった。ヒナの呪いも、自分の無能さも、なにもかも嘘うそだと思いたかった。だがこの状況も、この胸の痛みも、どうしようもなく現実だった。

　痛かった。いままでに感じたことのない痛みだった。身を引き裂かれるような痛み。心臓がねじきられるような痛み。これが――大切なものを失う痛み。

　ぜんぶ、自分のせいだ。ろくに考えもせず、英雄気取りでリディヤたちの邪じや魔まをし、取りかえしのつかない事態をまねいてしまった。とんだ大バカ野や郎ろうだ。

（なにが、英雄になりたいだよ……）

　無能の分際で、なにを叶わぬ夢を見ていたのか。英雄どころではない。自分のせいで、少女は五年間の記き憶おくを失う。自分のせいで、少女の精神こころは死ぬのだ。

　少女を殺すのは、ほかの誰だれでもない。

　英雄気取りの滑こつ稽けいな自分自身だ。

　そしてもう、すべては終わってしまった。自分は少女を助けられず、彼女が記憶を失うのを待つことしか、現実の前に力なくひれふすことしかできない。

『等級証明書ライセンス確かく認にん！　はい、通ってよーし！』

　うちひしがれるハレの耳に、遠くから威い勢せいのいい声が届いた。

　幽ゆう鬼きのような足取りで、声のほうへと歩を進めた。

　そこにあったのは、検問所だった。門衛の小屋があり、その奥おう部ぶに６層に続く坂道があった。坂道の幅はばは広く、多くの冒険者が絶え間なく行ききしている。

　第十級冒険者が探索できるのは、冥府の門フエルズゲイトの５層まで。

　それより下層に行くには、基本的に第九級以上の等級証明証ライセンスが必要だ。

　だが検問は、あきらかにザルだった。冒険者の数が多くて追いついていない。数人の門衛が等級証明証ライセンス確認をしているが、形だけという様子だった。

「迷宮探索を続ければどうだ……か」

　どこか壊れた笑えみをこぼし、ハレはふいに駆けだした。

　なぜそうしたのか、自分でもよくわからなかった。たぶん、自暴自棄になっていたのだ。未知の階層に身を投じ、自分の無能さから目をそむけたかったのだ。

　こんなことをしても、なにも変わらない。自分の罪が消えるわけでもない。それはわかっていたけれど、走りだした足はもう、とまらない。

　冒険者たちの波をかきわけ、門衛の横を弾だん丸がんのように突っきる。

『ちょ、ちょっときみ！　等級証明証ライセンスの確認が！』

　門衛の声を背後に置きざりにし、ハレは必死に走りつづけた。

　目指すは、魔ま窟くつの深部――果てなき孤独な冒ぼう険けんへと、ひたすらまっすぐに。
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　目の前のものを、ただ壊こわす。

　剣を振るうたび、眼前の魔ま物ものが細切れになった。拳を振るうたび、眼前の魔物がおぞましい体液をぶちまけ、ぐちゃりとつぶれて肉にく塊かいと化した。

　どれだけ魔物を倒そうと、なんの感慨もわかない。心を満たすのは、絶大なる虚無。どこまでも暗く、黒く――喪そう失しつ感、孤独感、そんな言葉では追いつかぬ深しん淵えん。

　どこにいるかもわからない。

　なにと戦っているのかもわからない。

　どうでもよかった。なにもかもが、どうでもよかった。

　ただ、目の前の魔物ものを壊すだけ。戦っているときだけは、現実から目をそむけられた。無能な自分を忘れられた。魔物たちにすれば、ただ不条理な八つ当たりだった。

　思考を放棄し、迷宮の奥おくへ奥へと突っ走った。

　現れた魔物を片かた端はしから壊し、壊し、壊し、壊し、壊した。

　伝説の【狂戦士バーサーカー】のごとく、自らの命さえかえりみず、がむしゃらに進みつづけた。

　そして、どれぐらい時間がたった頃だろう――

「ハア、ハア……」

　とあるモンスターの群れを殲せん滅めつしたところで、ふいに集中がとぎれた。

　疲ひ労ろうが限界をこえ、失われていた理性が息を吹きかえす。

（……ここは、どこだ？）

　ホール状の広大な空間。端はしから端までは、五〇Ｍメイルはあろう。天てん井じようも異様に高い。なれ親しんだ上層とは違い、全面が青みがかった鉱物に覆われている。

　そんな空間の中心に、ハレは気づけば立ちつくしていた。

　全身がボロボロだった。まるでボロ雑巾のように、装備も衣服も黒ずんでいる。体中の裂傷から血がにじみ、過呼吸を起こしたかのように息があがっていた。

　あたりに人ひと影かげはない。死人のように静まりかえっている。

　そこにはただ、十数体もの魔物の死し骸がいが散乱しているだけだ。

（これぜんぶ、僕が殺やったのか……）

　ただの低級モンスターではない。レベル38の中型級モンスター《二足竜ワイバーン》だった。

　体高二Ｍメイルをこえる無数のそれらが、目の前で光の粒りゆう子しとなって消えていく。

　見あげれば、壁かべのあちこちに大きな横穴が開いていた。どうやら二足竜ワイバーンの巣に迷いこんでしまったらしい。確か、二足竜ワイバーンの巣があるのは――

（……13層だ）

　いつかのセリーヌの講義レクチヤーを思いだし、そう結論づける。

　自分はいま、13層にいる。そして二足竜ワイバーンの巣を殲せん滅めつしたのだ。二足竜ワイバーンは、中堅冒険者の登竜門とも言われる。単独ソロで討とう伐ばつするには、三年もの修練レベリングが最低条件。そんな化物の群れをたったの二ヶか月げつで、自分は討伐してしまったようだ。

（どういう、ことだ……？）

　昨日の時点で、ハレのレベルは20だった。

　第九級冒険者相当のレベルだ。単独探索ソロだとせいぜい７層が限界のはず。13層にまで到とう達たつして《二足竜ワイバーン》の群れを討伐するなんて、到底ありえない話だ。

（なんだ、これ……？）

　おもむろに銀手甲ガントレツトを外すと、刻印ルーンが輝いていた。

　熟練度欄レベルスロツトの数字が書きかわり、ハレをさらなる器うつわへと引きあげる。




　レベル42　天職ジヨブ：魂喰らいスキルイーター

　筋力：Ｇ　耐たい久きゆう：Ｆ　敏びん捷しよう：Ｆ　器用：Ｇ　魔力マナ：Ｇ　幸運：Ｇ




（レベル……42!?）

　自身のレベルを確認し、目を見開いた。

　ありえない。昨日20だったレベルが、一日で42になるわけがない。即そく座ざに否定しようとするが、熟練度欄レベルスロツトの数字は、何度見かえしても変わらなかった。

（もしかして、あのスキルか……？）

　ふと思いだしたのは、入手したばかりの新スキル。

　何度倒たおされても立ちあがり、そのたびに強くなった赤あか猿さるの能力。どんなスキルなのか確認できずじまいだったが、あれが関係あるのだろうか。

　ここまでレベルを急きゆう上じよう昇しようさせるスキルは、さすがに聞いたことがない。けれど一定条件下で得られる経験値エンビリアを増やすスキルならば、確かに存在するはず。

　刻印ルーンを見ると、思ったとおり、例のスキルの文字が輝いていた。

（……【逆境開花イロアグロウス】）

　スキルの名を読み、ハレのなかに確信に近い感情が生まれる。

　逆境で花開く――それはつまり、逆境という条件下で強くなるということ。逆境におかれることで、得られる経験値エンビリアが増えるスキルということだろう。

（でも……なんでまだ光ってるんだ？）

　予想通りの能力なら、スキルの発動はハレが逆境に追いこまれたときのはず。

　いまだ発動しつづけているのは、あきらかに不自然だが――

（あれ……レベルが!?）

　瞬間。ふたたびレベルが書きかわり、42から43へと上じよう昇しようした。

　意味が、わからなかった。逆境に追いこまれるどころか、いまの自分は戦ってすらいない。なにもせずにレベルがあがるなんて、こんなことがありうるのか。

　と、そのときだった。

「……!?」

【逆境開花イロアグロウス】の聖刻文字ヒエラテイツクが、さらなる光を放つ。

　さきほどまでとは、比べものにならないまばゆい光。ハレの身にせまる危機を知らせるかのように、それは激しく点滅をくりかえした。

　直後。シュウゥゥゥ、と。

　眼前の中空に、魔力マナの光がただよいはじめた。それは渦うずをまくように集つどい、上層ではお目にかかれない巨きよ大だいな魔物の姿を形づくっていく。

（これは……違う）

　ただよう魔力マナの量が、あきらかに桁けた違ちがい。

　産まれているのは、たった一体のモンスター。にもかかわらず、二足竜ワイバーンの群れをもこえる量の膨ぼう大だいな魔力マナが集つどっていた。ふつうの魔物ではありえない。

（階層主ガーデイアン……か）

　考えられる可能性は、それだけだった。

　通常モンスターとは格のちがう強力なボスモンスター。層ごとに存在するのは、一体のみ。冒険者に討伐されるたび、産み落とされる階層の主あるじ。

（確か、13層の階層主ガーデイアンは……）

　そして眼前に顕けん現げんしたのは、見覚えのある漆しつ黒こくの魔ま獣じゆう。

　ハレを睥へい睨げいするのは、象ほどもあろう巨きよ躯く。闇やみより暗い黒の体毛に覆われた体は、否いや応おうなしに〝死〟を連想させた。火のように紅い瞳が、禍まが々まがしさを引きたてる。

　魔獣の名は、黒猟犬ヘルハウンド。先日ハレを襲おそったレベル55の魔物だった。

　――ウボオオオオオオオオオオアアアアッ!!

　地底からわきおこったような産声が、全身の毛穴を開かせる。

　レベル55の階層主ガーデイアン。単独ソロで討伐するには、レベル60が最低条件。レベルが急激にあがったとはいえ、やはり新米冒険者ハレの敵かなう相手ではない。

　しかし、逃にげるという選せん択たく肢しはなかった。

　いや――逃げる理由がなかった、というほうが正確だろうか。ここから逃げのび、それでも見たい明日あすが、いまのハレにはなかったのだ。

「……」

　剣けんを構え、息をつく。

　思えば自分は、死に場所を求めていたのかもしれない。ただ一人の友を助けられず、のうのうと生きつづける自分に、罰ばつを与あたえてほしかったのかもしれない。

　本当に、自分は愚おろかだ。英雄気取りの自己満足で友の精神こころを殺しておいて、ふたたび自己満足で取りかえしのつかないことをしようとしている。

　どこで間違った。どこから間違っていた。

　否、最初から間違っていたのかもしれない。自分のような無能な人間が、彼女と出会ってしまったこと自体が、そもそもの失敗だったのかもしれない。

（いや……もうやめよう）

　自じ虐ぎやくすることすら、卑ひ怯きよう。

　彼女はもう、それすら許されない。精神こころを失い、この先も地じ獄ごくの運命を生きていく。自虐したふりをして自分をなぐさめるなんて、もってのほかだ。

　自分に残されている道は、ただひとつ。目の前の無む謀ぼうな戦いに身を投じ、誰の目にも届かぬこの場所で、静かに朽くちてゆくことだけ。

「――――――――――――ッ!!」

　少年と魔物の声にならない叫びが合唱する。

　次の瞬間――新米冒険者の冒険たたかいが、ひそやかに幕を開けた。




３（PM02:45）




　黒猟犬ヘルハウンドの爪つめと牙きばは、強く鋭するどい。

　そしてそれより厄介なのが、口から吐きだされる炎の息ブレスだ。体内生成された炎は、激しい黒炎となって吹きつけ、外敵を灼やく。ただし、炎はそれほど遠くには届かない。距きよ離りをとり、飛び道具や遠えん距きよ離りスキルで攻められれば、戦いは有利に進められる。

　しかしハレには、飛び道具も、遠距離スキルもなかった。

　厳密に言えば、蜘蛛の糸を飛ばすスキルは存在する。だがこの層に至るまでに、無む茶ちやな連戦をしすぎた。魔力マナは枯こ渇かつし、蜘蛛の糸は使えぬ状況だ。

　よって、ただでさえ勝機のない魔獣相手に、無謀にも接近戦を挑いどむしかなかった。

「……」

　猛もう牛ぎゆうも逃げだしそうな勢いで、黒猟犬ヘルハウンドが突とつ進しんしてくる。

　ハレは左に転がって回かい避ひし、バネ仕掛けのように地を蹴る。がらあきの魔獣の側面めがけ、袈け裟さがけの斬撃を放つ。入った――が、浅い。
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　反はん撃げきがくる。無造作に振ふりまわされた尾が、ハレの体を薙なぎはらう。まるで子供に飽きて放り投げられた人形のように、ハレは宙に投げだされ、地面に叩きつけられた。

「……!?」

　間かん髪はついれず、魔獣の口から地獄の業火が放射される。

　転がるように回避する。が、炎はハレの動きをなぞるように追撃してきた。

　文字どおり、死にものぐるいで火の手から逃れつづけるハレだったが――

（……しまった！）

　気づけば、黒炎にぐるりと取りかこまれていた。

　完全に黒猟犬ヘルハウンドの術中にはまってしまったらしい。追撃してくるだけに見えた炎は、実は巧妙にハレを炎の牢獄へと追いつめていたのだ。

　魔獣は巨大な顎あぎとを開くと、そこで炎を球状に凝縮させる。

　そして完成した直径一Ｍメイルにもおよぶ炎えん塊かいを、ハレめがけて射出した。

「……ぐああああああああああッ！」

　被弾。

　地獄の業火がハレの背で爆ばく裂れつした。砲ほう弾だんのような轟ごう音おんとともに黒炎に灼やかれ、ハレは爆風とともに吹きとんだ。十数Ｍメイル先の壁にしたたかに打ちつけられる。

（……っくしょう）

　リディヤの加減された雷らい撃げきとは、また違う。

　獲え物ものを殺すために放たれた魔獣の炎撃は、ハレの背を容よう赦しやなく灼やきつくしていた。露出した肌は、目もあてられないほどに灼やけただれている。

　近づけば爪と牙。離れれば炎の息ブレス。近きん距きよ離り、遠距離ともに隙がない。能力値パラメイタも相手のほうが上。万策はつき、予想どおりの絶体絶命で――

「ははははは……」

　しかし、ハレは笑っていた。

　もちろん余よ裕ゆうがあるから、ではない。ここ最近の非日常の連続で、感覚が麻痺していたのだろう。あるいは、ようやく死ねるという安あん堵どのせいか。

「……ああああああああああああああああ！」

　そして、ハレはふたたび自棄な戦いに身を投じる。

　案の定、戦いは一方的になった。魔獣の爪と牙に肉をえぐられ、地獄の業火に全身を灼やかれ、ハレは防戦一方を強しいられた。どちらが勝つかという戦いではない。ハレの敗北は決定し、いつハレが倒れるかという戦いになっていた。

　けれど。

　どれだけ戦いがつづいても、どれだけ戦いが長引いても――

（なんでだ……なんで僕は、生きてる!?）

　ハレが倒れることはなかった。

　否――倒れはしたのだ。だがそのたびに立ちあがった。どれだけ魔獣の猛もう攻こうをその身に受けようと、何度でも立ちあがり、何度でも魔獣に立ち向かった。

　時間が経つにつれ、魔獣の攻こう撃げきが避さけられるようになった。長時間の戦せん闘とうで、敵の動きが読めるようになったというのもある。だが、それだけではない。

　ハレ自身が、速くなっている。

　戦闘開始時から、加速度的に体のキレがあがっているのだ。

　そしていつしか、魔獣の攻撃はハレにかすりもしなくなっていた。敵の動きを見る余裕も生まれ、ついには隙を発見し、反撃できるようにすらなった。

「……はあッ!!」

　ハレの斬撃が、魔獣の片かた脚あしをとらえる。

　グガアッ！　と魔獣はうめき、バランスをくずして転倒した。

　ハレはとどめを刺さんと、すかさず魔獣に飛びかかる。だがその瞬間、魔獣は黒炎を放射。ハレは炎をもろに浴あび、撃げき墜ついされて地面を転がった。

　そしてハレと魔獣は、彼ひ我がの距離一〇Ｍメイルで向きあう。

「ハア、ハア……ッ」

　ハレはすでに満まん身しん創そう痍い。思考は白はく濁だくとし、肉体も限界に達している。体を動かしているのは、〝勝ちたい〟という原始的な欲求だけだった。

　にもかかわらず、魔獣は攻撃をしかけてこない。

　ハレの様子を注意深くうかがい、低く身構えている。

　魔獣も気づいているのだ。ハレがこの戦いのなかで成長し、自分と対等にまで能力値パラメイタを上昇させていることに。ハレが獲物でなく、好敵手ライバルであることに。

（次で……決まる）

　本能的に、そう理解する。

　ハレが身を沈しずめると、それに合わせるように魔獣も身を低くする。

　示しあわせたように一人と一頭は息を殺し、時ときがくるのを待った。

　ぽたり、と。ハレの汗あせが地にしたたった――その、刹那。

「――――――――――」

　一人と一頭は、同時に地を蹴った。

　互たがいの距離は一瞬でゼロになり、ハレは咆ほう哮こうとともに渾こん身しんの斬撃を放つ。

　下から払はらいあげるような横薙なぎの一いち撃げきは、魔獣の首元へと吸いこまれ――

「……!?」

　しかし、魔獣の前足に叩たたきおとされる。

　叩きおとされたその勢いで、不運にも銀手甲ガントレツトがハレの腕うでから外れ、剣とともに地面に落下した。丸腰になったハレに、魔獣は容赦なく襲いかかる。

（死、ぬ――――）

　ハレは自身の死を予期し、迫りくる魔獣を無感動に見つめた。

　そこには、なにもない。生への執着もなければ、死への拒絶もない。胸にわだかまる感情はひとつだけ。ようやく死ねるという安あん堵どに似た感情だけ。

　過ぎゆく時間が、妙みようにゆっくりと感じられた。

　ふといまの状じよう況きようが、いつかの記憶の一場面と重なる。

　迷めい宮きゆうでハレが啖たん呵かをきり、ルシアが斬きりかかってきた場面だった。ルシアにふいをうたれたハレを命賭がけでかばってくれたのは、ヒナだった。

　そう――あのときは、ヒナが助けてくれた。

　だがここには、自分を助けてくれる者はいない。

　当たり前だ。これは英えい雄ゆう譚たんではない。窮きゆう地ちにおちいっても、都合よく英えい雄ゆうは現れない。自分にかぎった話ではなく、世界中の誰もがそうなのだ。

（いい、のか……？）

　脳のう裏りをよぎったのは――精神こころを殺され、地獄の運命さだめを生きていくヒナのこと。

　これから先、彼かの女じよにも都合のいい英雄は現れないだろう。

（このまま、死んで……いいのか？）

　彼女を地獄に置きざりにしたまま、死んでもいいのか？

　現実逃避し、すべてを放りだして、死んでもいいのか？




　ハレ・エードルンド――おまえは本当に、それでいいのか？




（――――いいわきゃ、ねーだろッ!!）

　瞬しゆん間かん。生への執着が生まれ、ハレの心に真っ赤な火が灯ともった。

　視界が、思考が、開けたように鮮明クリアになる。

　それは、衝動だった。ヒナを助ける方法が見つかったわけではない。打開策が見つかったわけではない。あったのは、このままじゃダメだという漠ばく然ぜんとした想おもい。ヒナを助けたいという衝動。それが瞬間的に、ハレに生きる意味を与えた。

　目の前には、いままさに魔獣の顔面が迫っていた。一いつ瞬しゆんにも満たない刹せつ那なの時ときのなか、ハレの超加速した思考が、この場を切りぬける最さい適てき解かいを導きだす。

　そして。

　魔獣は顎あぎ門とを開くと、ハレに頭頂部から喰くらいつき――

「あああ……あああああああああああああああああ!!」

　瞬間。ハレは咆哮とともに、腰から短剣ダガーを抜き放った。

　牙が自身の体に届く寸前、魔獣の口内で、その口こう蓋がいに剣を突きたてる。

　ずぶり、とやわい肉をつらぬき、剣はやすやすと魔獣の脳のう幹かんに達する。

　――――グガアアアアッ!!

　ハレが転がるように飛びのいた瞬間、魔獣から断だん末まつ魔まの叫びがもれる。

　魔獣はぐらりとよろめき、虚うつろな瞳をさまよわせ――そして、倒れた。

　迷宮に静寂が戻もどる。

　終わってみれば、あっけないものだった。まだ、魔獣はかろうじて生きている。だが脳幹をつらぬき、確実に致ち命めい傷しようを与えていた。まもなく息絶えるだろう。

　気息をととのえ、ハレは無感動に魔獣それを見つめた。

　なんとはなしに魔獣に近づくと、その体に手を触ふれた。

「憎にくき敵かたきの禍まが魂たまを喰くらい、我が血ち肉にくとせよ――【魔霊捕食スキルイート】」

　淡たん々たんとつぶやくと、魔獣の体から魔力マナがあふれた。

　魔力マナは腕を通じ、濁流のようにハレに流れこんでくる。これまでにないほどの魔力マナの奔ほん流りゆうが、禍まが々まがしい負の感情とともにハレのなかに流入する。

　そしてスキルが発動し終えると、魔獣は光の粒子となり、地底界ジヤハンナムへと還かえっていった。

（結局……死ねなかった）

　無様に生きのびてしまった自分を鼻で笑い、ハレは力なく倒れこんだ。

　そして右みぎ腕うでの刻印ルーンをかかげ見て、ひとつ息をつく。




　――レベル62。




　今回の魔獣との戦いで、レベルが19上昇していた。

　到底ありえないことではあったが、もうおどろく気にもなれない。【逆境開花イロアグロウス】の聖刻文字ヒエラテイツクが輝かがやいているので、このスキルの効力なのは間ま違ちがいなかろう。

　戦闘をしていない今も、それは光を放ちつづけている。逆境でのレベルアップを促進する効果だと推測していたが、この様子だと少し違ちがうのかもしれない。

　とにもかくにも。

　自分はとてつもなく強くなったのだ。以前には考えられなかったくらいに。

（だけど…………無能だ）

　強くなれば、英雄になれると思っていた。

　だが、力だけ強くなってもダメなのだ。なにもできない。なにもできなかった。できるのは友の記憶が失われるまで、指をくわえて待つことだけ。

（ヒナ……）

　思えばハレは、ずっとひとりだった。幼少期から両親がおらず、姉は毎日仕事のために家を空けていた。歳近い人間も村にはおらず、友達もできなかった。

　だから、ヒナはハレの唯ゆい一いつの友達だった。

　なんとなく波長があったのだ。

　ヒナもひとりだったからだろう。口ではひとりが楽だと言いながら、二人とも心の奥底では、心を許しあえる人間を求めていたからだろう。

　だからすぐに打ちとけられた。求めあっていたから、身をまかせるだけで友達になれた。

　そしてハレにとって、ヒナはかけがえのない友となった。

（なのに、僕は……そんな大切な人を助けられない）

　今夜一九時に、ヒナはすべてを失う。リディヤやルシアの記憶も、ハレとともに暮らした思い出も、この五年間のことをぜんぶぜんぶ忘れてしまう。

　残るのは――空っぽのヒナ。

　自分の名すらわからぬ、空虚な存在。

　そして記憶を失くした彼女を待っているのは、地獄の日々だけだ。従者として、実の姉や家族にひどい仕打ちを受ける日々だけだ。

「……、ぐっ、そがッ……！」

　左ひだり腕うでの呪印をぐっとつかみ、憎悪するように睨にらみつける。

　ヒナに絶望的な運命さだめを背せ負おわせるそれに、殺意に似た衝動がわき起こる。

（愛する者を呪のろい殺すって、なんなんだよ……）

　魔物がみずからの魂たましいをけずり、怨おん念ねんとして取り憑つかせるという呪じゆ詛そ。

　第一級冒険者リデイヤでさえどうにもできなかった現実を前に、ハレは手も足もでな――




（――――え、魂？）




　ふいに、戦鎚ハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきが頭をつらぬいた。

　そういえば、リディヤは言っていた。元をたどれば、呪詛は魔物の魂をけずったものなのだと。ハレの天職ジヨブは【魂喰らいスキルイーター】。魂に関しては、誰よりも専門家だ。

　呪詛が魂だとすれば、第一級冒険者リデイヤがどうにかできずとも――

（僕なら……）

　対象の魂を喰らい、能力を我がものとするスキル【魔霊捕食スキルイート】。この能力ならば、ヒナの呪詛を喰らい、ヒナを地獄の苦しみから救えるのではないか。

　もちろん――代償はあろう。ヒナの魂を喰らうということは、呪詛を奪いとるということ。つまり次はハレが、愛する者を呪い殺すようになるということ。

　絶望的な運命を肩かた代わりしてまで、自分はヒナを助けたいのか？

（……考えるまでもない）

　彼女を救えないことに絶望し、命すら投げだそうとしていたのだ。

　絶望的な運命がなんだ。いくらでも背負ってみせよう。

「ははははは……」

　気づけば口から、乾かわいた笑みがもれていた。

　つい笑ってしまうぐらいに、世界はその様相を変えていた。

（あるじゃないか、僕にも力が……！）

　ぐっ、と。握にぎった拳こぶしを見つめ、にやりと笑う。

　自分にも立派な力があったのだ。誰よりも救いたかった人間を救う力が。

（待ってろ、ヒナ……！）

　一も二もなく、身をひるがえす。死にかけの体を引きずり、一歩を踏みだす。

　曖昧な記憶を必死にたぐりよせ、もときた道を引きかえしていく。

「……、くっそが……」

　ズキリ、と。一歩踏みだすたび、全身につらぬくような痛みが走った。

　血が流れている。腕が折れている。靭じん帯たいが切れている。

　今さら気づかされた体中の痛みは、だがどこか他人事のように思えた。

（なるしか……ねえんだ）

　誰かが窮地におちいっても、現実には都合よく英雄なんて現れない。

　だからこそ――誰かがなるしかないのだ。大切な人のために、かけがえのないものを守るために、無様に泥にまみれようと、どこかの誰かが英雄に。

　これ以上は動くな、本当に死ぬぞ！　そう訴うつたえるように、全身は痛みの感覚シグナルを発しつづけている。だがそれでも、少年は決して歩みをとめない。

　前へ、進む。

　進む。
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　真円の月が、ノトス通りに妖よう艶えんな光を落とす。

　星が銀ぎん砂しやのようにきらめく豪勢な夜空の下、通りはこみあっていた。冒険者通りとも称されるように、大勢の冒険者が通りをうめつくしている。みな愉快に談だん笑しようし、酒盛りにはげみ、今日という一日をしめくくろうとしていた。

「……」

　ハレは人ごみをかきわけ、ふらふらと亡もう者じやのような足取りで進む。

　道行く人に肩をぶつけたのは、一度や二度ではない。だが、誰も必要以上にからんではこなかった。ハレの全身が血にまみれていたからだろう。

　迷宮をでるのに、思ったより時間がかかってしまった。

　ワグナー家までは、およそ三〇分。間にあうかは微妙だった。

（……間にあわせて、みせる）

　そんな決意とは裏うら腹はらに、体は思うようには動かなかった。

　感覚が麻痺したのか、すでに痛みさえも感じない。体の不調を示す〝痛み〟という信号シグナル。それを発する器官さえも、壊こわれてしまっているようだ。




「……ハレさま、ですの？」




　ふいに名を呼ばれ、ハレは声のした前方へと目をやった。

　そこには、いつかの鳥人ハーピイの少女リリスがいた。迷宮でハレが助けだしたその少女は、ハレをきょとんと見つめたのち、弾んだ足取りで駆かけてきた。

「ど、どうなさいました!?　ひどいケガですの！」

　だがハレの全身のケガに気づくと、あわててハレに手を差しのべてきた。

　しかし、彼女に取りあっている時間はなかった。

「だい、じょう……ぶだから」

　差しのべられた手を払いのけ、ハレはさらに一歩を踏みだす。

　しかし、そのとたん。

「……ぐッ」

　膝ひざからスッと力がぬけ、身体の軸がふらついた。

　踏みとどまろうとするが、それでも耐たえきれず石いし畳だたみに倒れこむ。べチャリ、という生々しい湿しめった音が響ひびいた。全身からあふれる血の音だった。

「ハ……ハレさま!?　ハレさま!?」

　ハレのそばにしゃがみ、リリスはハレの体を再確認した。

　目をぎょっと見開き、あわあわと口を動かし、信じられないと首を振る。

「ひ、ひどい……こんなにひどいケガは見たことがありませんの！　こ、これほどになると……すぐに治療院オピタルに行って、高位の治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけてもらいませんと……！」

「だい、じょう……ぶだ。それ、より……行かなきゃ」

　ハレは消えいるような声を絞りだし、震ふるえる指で大地をつかむ。焦点のあわぬ目で、それでも前を見る。がくがくの片膝を立て、気力で立ちあがろうとする。

　だが、体は正直だった。すぐに足場を失ったかのように、がくっと全身から力がぬけた。

　あわててリリスが肩を貸し、ハレを抱だきとめた。

「ど……どう見ても、大だい丈じよう夫ぶじゃありませんの！　どこに行くつもりかは存じませんが、今日はあきらめてください！　ケガが治ってから、いくらでも……」

「ダメ、なんだ……」

　ハレはただ前を見て、うわ言のようにつぶやく。

「今日じゃなきゃ……ダメ、なんだ」

　リリスを押おしのけ、今度こそ二本の脚で立つ。

　いまだ思考は白濁としている。視界が明滅し、透とう明めいなもやが徐々に幕をおろしている。巨竜ドラゴンにでも乗られているかのように、体も重い。

　けれど、ハレには行かねばならない理由があった。友を助けられるのは自分だけなのだから、断じてこんなところで倒れるわけにはいかなかった。

　リリスは一瞬、ハレの確固たる決意にたじろぎ、

「い、行かせるわけにはいきませんの！」

　だが覚かく悟ごを決めた顔で、ハレの腕をつかんだ。

　無言で振りはらおうとするハレだが、リリスの手は決して離れない。

「ハレさま……無理です！　どこに向かっているのか、どんな事情があるのかは存じません。けれど、絶対に無理ですの！　こんな体で動きつづけていたら、確実に死んでしまいます！　だって……生きて立っているのが不思議なくらいですのよ！」

「……行かせて、くれ……」

　血を吐はくように、ハレは弱々しい声を絞しぼりだす。

　リリスはぶんぶんと必死に首を振り、真しん紅くの瞳に光るものをにじませる。

「嫌いやです、絶対に嫌ですわ！　ハレさまが思っている以上に、ハレさまの肉体は限界なのです！　もう……絶対の絶対に、無理なんですの！」

「行かなきゃ、ならないんだ……！」

「い……行かせられませんわ！　ハレさまはリリスを助けてくれました！　命の恩人ですの！　恩人をみすみす死なせるようなことは…………あっ、ハレさま！」

　隙すきをつき、ハレは強ごう引いんにリリスの腕を振りはらった。

　走っているとも言えない無様な足取りで、それでも懸けん命めいに前に進む。

「……、」

　もう、時間がないのだ。

　透明なもやがかかる視線の先には、荘そう厳ごんな尖せん塔とうがそびえていた。

　あの尖塔をそなえるワグナー家で、ヒナが助けを待っているのだ。

「ハレさま……待ってください！」

「……」

　とまらない。

「お願い……お願いですから、ハレさま！」

　ふたたび、リリスに腕をつかまれる。

　ハレは歯を食いしばり、それでも前へ進む。しかしリリスは必死に全体重をかけ、それを阻はばもうとする。ハレはリリスを振りかえり、ついには声を荒あらげた。

「……行かせてくれって……言ってる、だろ!!」

　ビクッ、と。リリスはおびえるように身をすくませた。

　だがそれでも、彼女の手はハレから離れない。ハレの怒いかりにおびえる瞳には、しかし確固たる決意の光があった。命の恩人ハレを守るという揺ゆるがぬ決意が。

「僕が限界かどうかは……僕が、決める。きみにも、ほかの誰だれにも……決めさせない。たとえこれですべてを、失っても…………それでかまわない。僕は……行く……!!」

「い、嫌いやです……行かせるわけにはまいりません！」

　強引に一歩を踏みだしたハレの腕を、しかしリリスは放さない。

「嫌って……嫌ってなんだよ!!　行かせて、くれよ……!!　もう……見えてるんだよ……!!　あの尖塔の……ワグナー家……で、あい、つが……待ってるんだ……!!」

　痛切な怒りをにじませ、ハレは前方にそびえる尖塔を指さした。

　その尖塔をちらと見て、リリスはハッとしたような顔をする。なにかに気づいてしまったようなその表情のあと、泣きだす寸前の赤子のような顔で首を振る。

「ああ……ハレさま、違うんです。違うんですのよ」

　そして、リリスは言った。

　震える指先を必死に動かし、前方に見える尖塔を指さし――




「あれは……カテドラルの尖塔ですのよ」




　自身の行いを神に懺ざん悔げするような声こわ音ねで、その事実を告げた。

　ハレは眉まゆをひそめた。なにをバカなことを言っているのだろうと思った。カテドラルを出て、まっすぐワグナー家へと向かっていたのだ。あれはワグナー家の尖塔のはず。

　だが、しばし前方の尖塔に目をこらし――愕がく然ぜんとした。

「……嘘うそ、だろ……？」

　視界にもやがかかっていて、尖塔はぼやけて見える。だがかろうじて、リリスの言葉が真実だとわかった。それはまぎれもなく、カテドラルの尖塔だった。

　振りかえると、本物のワグナー家の尖塔がそこにあった。

「…………」

　ハレは、苦々しげに唇くちびるを噛かむ。

　気づけなかった。さきほど倒れたとき、逆方向へと歩きだしていたのだろう。

　そんなことにすら気づけないほど、自分はもう――壊れてしまっているのだ。

「その目……もう、満足に見えていないのでしょう？　事情は存じませんが、そんな状態で行ったところで、なにができますの？　わたくし……ハレさまのこんなお姿、もう見ていられませんの。お願いです、お願いですから……もうッ！」

「…………ごめ、ん」

　それだけ言いのこし、ハレは身をひるがした。

　鎖を引きずっているかのように重い脚を持ちあげ、一歩を踏みだす。

「ハレさま……なんで！　なんでそこまで！」

　これ以上動けば命が危ないことは、自分でもわかっていた。

　だがそれでも、ゆずれないなにかがある。それだけの話だった。

「……ハレさま！」

　数歩進んだところで、リリスがハレの前にまわりこむ。

　ハレがさらに強引に進もうとすると、リリスは諦あきらめるように首を振った。

「もう……とめません。ハレさまの決意が固いことは、十分すぎるほどに理解できましたから。だからせめて、これだけでも受けとってくださいまし」

　胸に押しつけられたのは、空そら色いろの液体入りの薬くすり瓶びんだった。

「これ、は……？」

「万能薬エリクサーですの。これを飲めば……全快とまではゆきませんが、体力も精神力もかなりの割合で戻るはずです。どうぞ、お使いになってくださいまし」

　万能薬エリクサー。体力と精神力を大回復させるレアアイテム。

　しかし、非常に高価な代しろ物もののはずだ。数ヶか月げつは労せず暮らせるくらいに。

「お金のことでしたら、お気になさらないでください。お守りとして持っていたのですけれど、使う機会もありませんから……いえ、いまがその機会なのですわ」

　聖母のように微笑ほほえむリリスを見つめ、やがてハレはうなずいた。

「この、恩は……かならず」

　歩きながら瓶びんの栓せんを引きぬき、なかの液体を一息に飲みほした。

　瞬間――全身が、脈動した。内臓が修復され、くだけた骨が接せつ合ごうする不思議な感覚。信じられない速度で傷口がふさがり、思考と視界が鮮明クリアになっていく。

　その効用は、回復薬ポーシヨンなどとは比べものにならなかった。

（……六時、四五分）

　徐々に走る速度をあげながら、時計塔を見あげた。

　かなりの時間をロスした。間にあうか――否、間にあわせてみせる！

　急成長した敏びん捷しよう値に少女リリスの想いをのせ、疾しつ風ぷうとなって駆けた。
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　息がつまりそうな静せい寂じやくのなか、リディヤは時ときを待っていた。

　現在リディヤの私室には、リディヤ、ルシア、ヒナの三人がいた。中央のベッドにヒナが寝かされ、そばのイスにリディヤとルシアが腰こしかけている。

（ヒナ……すまない）

　無む邪じや気きな妹の寝顔を見おろし、リディヤは歯を食いしばる。

　また、愛する妹から記き憶おくを奪うばわねばならない。そしてその後ごも、悪役ヒールを演じつづけねばならない。そう考えるだけで、胸がふさぐようだった。

「リディヤさま、無理なさらないでください。別の部屋にいらっしゃっても……」

　ルシアが声をかけてくる。心情を察し、気づかってくれているらしい。

「ありがとう。でも、ヒナのそばにいたいのだ」

　感謝の意を伝え、そして思いついたように付けたす。

「ルシア……キミはもう、ワグナー家に縛られなくてもいいのだぞ？　わたしはひとりでも問題ない。ここを出て、別の働き口をさがしても……」

「そんなわけには参りません。リディヤさまには恩がありますから」

「……昔の話だろう？　もうそんなもの十二分に返してもらったよ」

　ルシアが言っているのは、八年前のことだろう。

　八年前。リディヤは両親とともにユーノ山脈を訪おとずれた。そこで獣人セリープの少年が生き倒だおれているのを見つけた。それがルシアだった。リディヤはルシアを連れ帰り、看病してやった。そしてルシアが孤児であることを知ると、ワグナー家で召めし抱かかえてやったのだ。

　そのことを感謝し、ルシアはいまも尽つくしてくれている。ヒナの呪詛が判明して以来、ずっと自分のそばにいて、汚よごれ仕事もいとわず協力してくれている。

　ルシアには十分に尽つくしてもらった。もう自由になってほしいというのが本音だった。

「いえ……ボクはボク自身の意志で、リディヤさまと一いつ緒しよにいたいんです」

　だが、ルシアはそう断言する。

　そして真顔でこちらを見すえ、予想だにしないことを言う。




「だってボクは……リディヤさまを愛しとるから」




　あまりにも――あまりにも、唐とう突とつすぎる愛の告白をする。

「……は？　こんなときに冗じよう談だんはやめてほしいものだな」

　リディヤは、眉み間けんに深いしわを刻む。

　本気かどうかはわからないが、いまそんな気持ちにはなれなかった。

「いきなりですんません、でも本心です！　ボクはずっと、あなたのことが好きやった！　愛しとった！　これからもずっとずっと、あなたと一緒にいたい！　いずれはあなたと一緒になり、あなたとのあいだに子をもうけて、それで、それで……！」

「ルシア……五月蝿うるさいぞ。そういう話はあとにしてくれないか」

　ルシアの先走った話に鼻じろみ、冷たく突つきはなす。

　ルシアのことは嫌いではないが、どうも異性としては見れそうもない。

「ほ、本気なんです！　リディヤさま……ボクは、ボクは！」

　だが、ルシアの興奮はおさまらない。血走った目で歩みよってくる。

「ま、待て……早まるな！」

「リディヤさま……リディヤさま……！」

　暴走しはじめたルシアから逃れようと、立ちあがって後ずさる。

　なおもとまらないルシアに、リディヤはしかたなく――

「落ちつけと言っているのだ、この発情犬ッ！」

「ぐえッ！」

　力のかぎり、股こ間かんを蹴けりあげた。

　転がって悶絶するルシアを、リディヤはこの上なく冷めた目で見た。

「まったく……男というのは本当に単細胞な生きものだな。下半身に支配されると、まわりがなにひとつ見えなくなる。理性をなくした人間は獣と同じだぞ。自重しろ」

「す、すんません、リディヤさま……でもッ！」

　ルシアがすがるような目を向けてきた、そのときだった。

　部屋に、盗賊風の少女が入ってきた。

　飾り気のない衣服に、艶つやの消された革の鎧レザーアーマー。革レザーブーツをはき、その底には忍び足に適した獣の毛皮をはっていた。腰には小剣シヨートソードと複数の短剣ダガーを無造作に差している。

　体格は小こ柄がらで華きや奢しや。ぬけるように白い面おも差ざしは、丸みをおびていて愛らしい。小さいけれど形よく整った鼻、翡翠色エメラルドの大きな瞳が童顔を引きたてていた。

　歳としはリディヤより下に見える。だがこの推測は外れているかもしれない。なにしろそのとがった耳からわかるとおり、彼女は長命な森人エルフなのだから。

　彼女こそが、リディヤが呼びよせた【記憶医師メモリードクター】だった。

「あ、お取りこみ中じゃったか……？」

　エルフはリディヤたちを見て、悪あつ鬼きめいた笑えみをうかべる。

「……大丈夫だ、入ってくれ」

　リディヤは、エルフにイスをすすめた。

　エルフが座すわったのを見て、リディヤとルシアもあらためて腰を落ちつけた。

「じゃあ、はじめてもらおうか」

　時計が一九時を指すのを見て、リディヤが言った。

　エルフはうなずき、立ちあがる。ひとつ息をつき、ヒナの額ひたいに両手を近づけた。すると両手は魔力マナの光を発し、ヒナの頭部をほんのりと包みこむ。

　いままさに、一人の少女の記憶が消されようとした――そのときだった。




「――――待ってくれ!!」




　勢いよく扉とびらが開けはなたれ、ひとつの人ひと影かげが部屋に飛びこんでくる。

　息もたえだえに踏みこんできたのは、ハレ・エードルンドその人だった。

　冒ぼう険けん直後なのだろうか。体中が傷だらけで、うす汚れた成りをしている。

「……なんの用だ？　返答によっては容赦しないぞ」

「ヒナを救う方法が……見つかったかもしれない」

　リディヤが脅おどすように言うと、少年は戯たわ言ごとをのたまう。

「なにを世よ迷まい言を……いいから邪じや魔ましないでくれ。記憶の改かい竄ざんは、とても繊せん細さいな作業なのだ。ひとつ間違えば、不必要なものまで消してしまいかねない」

「信じられないのもわかるが、話だけでも聞いてくれ！」

　ハレの鬼き気き迫る勢いに気けおされ、リディヤはたじろいだ。

　リディヤへと迫るハレの喉のど元もとに、ルシアが刀の切っ先を突きつけた。

「……たいがいにせえよ。ヒナさまを助ける方法なんて、あるわけないやろ。どんな話をでっちあげてきたか知らんけどな、黙だまって出てかんと身の保証はせんぞ」

　だが、ハレは出ていく気はないとばかりに微び動どうだにしない。

　それから真しん摯しな視線でリディヤを見すえ、深々と頭をさげてくる。

「リディヤ……頼たのむ！　話を聞いてくれ！」

「身の保証はいらんっちゅうことやな……」

　ルシアが刀を上段に振ふりかぶった瞬間、リディヤはそれを制した。

「話だけでも聞いてみようじゃないか」

「リ、リディヤさま!?　しかし急がねば、ヒナさまの力が……」

「呪詛がいつ彼かれを殺すのかは、確かに判はん然ぜんとしない。だがそれを理解した上で、彼も言っているのだろう。話を聞くだけならば、こちらにデメリットはない」

　ルシアは反論したげに口を動かし、だがしぶしぶ刀をおさめた。

「では、説明してもらえるかな。ヒナを救うその方法とやらを」

　リディヤのすすめたイスに腰かけ、ハレは簡かん潔けつに説明した。

　呪じゆ詛そというのは、そもそもが魔ま物ものの魂だということ。そして【魂喰らいスキルイーター】という稀少職レアジヨブの彼ならば、ヒナを呪詛から解放できるかもしれないという事実を。

「確かに、キミの……言うとおりかもしれない」

　話を聞き終えると、リディヤは早鐘を打つ胸を両手で押さえた。

　彼のスキル【魔霊捕食スキルイート】ならば、確かにヒナを救える可能性は高いだろう。

「だがヒナの呪じゆ詛そを喰くらえば、今度はキミが……」

　この少年――ハレのスキルは〝喰くらう〟能力だ。ヒナの力を喰くらえば、力はハレに移る。今度はハレ自身が呪われ、愛する者を呪い殺すようになるだろう。

「それなら大丈夫だ」

　そのはずなのに、ハレは妙に自信に満ちた顔でそう言った。

　リディヤは、なにか策があるのかと思った。ヒナから【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】を奪い、しかし自分は呪じゆ詛そを受けない方法があるのかと思った。でも、違った。




「呪いを背負う覚悟はできている」




　さらりと、ハレはそう言ってのけた。

　愛する者を殺してしまうという絶望的な苦しみを背負うと、断言してみせた。

「……、」

　少年の決意に、しかしリディヤは首を振る。

　ヒナを見てきたリディヤは、その苦しみを知っていた。痛みを知っていた。哀かなしみを知っていた。愛する者を殺してしまう呪いが、なによりつらいことを知っていた。

　誰も殺さないためには、誰も愛さずに生きるほかない。誰とも関かかわらずに、孤独に生きるほかない。それはきっと――想像を絶するほどの地じ獄ごくだ。

「覚悟はできてるってキミ、簡単に言うが……」

「大丈夫だ。覚悟はできてる」

　なんの迷いもない目でそう言うハレに、リディヤはつい声を荒げる。

「キ、キミは……それがどんな苦しみか理解していない！　キミは一生、誰も愛せないのだぞ？　愛した者を自らの手で……呪い殺してしまうのだぞ？　ヒナを見てきたわたしにはわかる！　その痛みは……苦しみは、死の苦痛をも凌りよう駕がすると！」

　ヒナの苦しみを間近で見てきたからこそ、言わずにはいられなかった。

「ぜんぶわかってるよ。わかった上で言ってるんだ」

「嘘だ！　キミはわかっていない！　ダメだ……やっぱりダメだ！　ヒナだってキミが身代わりになることなんて望まない！　とめるに決まっている！」

　勢いあまって、そんなことを言ってしまう。せっかく自分と妹を救ってくれると、地獄の苦しみから解放してくれると、彼はそう言ってくれているのに。

「……リディヤ、もういいんだよ。ぜんぶわかった上で、僕はヒナを助けてやりたいんだ。適当に言ってるわけでも、かっこつけてるわけでもない。そうしないといられないんだ」

　すべてをわかっているという顔で、ハレは穏おだやかな笑みをうかべる。

「おまえもつらかったんだろ？　ヒナのこと大好きなのに、暴言を吐はいて、暴力を振るって……つらくないわけないよな。苦しくないわけないよな。わざと悪党ぶって、ヒナに憎にくまれつづけるなんて……僕には無理だよ。一言あいつにバカって言うだけでも、胸が張りさけそうだった。それを五年も続けてきたおまえは、本当にすごいよ」

　じん、と。リディヤの胸が、急速に熱をもった。

　五年間、正直つらかった。誰にも認められない努力を続けるのは、苦しかった。愛する妹に嫌われていくのは、身が裂さかれる想おもいだった。

　いつ終わるとも知れぬ地獄の日々が続き、いっそ命を絶ったほうがましかとさえ思った。だがそれでも妹の方がつらいと思い、耐えしのんできた。

「おまえはもう、がんばらなくてもいいんだよ。苦しまなくていいんだよ。もう十分にがんばってきた。苦しんできた。あとはぜんぶ、僕にまかせてくれよ」

「で、でも……そんなのダメだ！　だって、キミはわたしたちとは赤の他人で……なんの関係もないじゃないか！　そんなキミに、ぜんぶを背負わせるなんて……」

　ハレはかぶりを振り、どこか照れくさそうに言う。

「僕さ……ぼっちだったんだ。ダメ人間だったからね。だけどヒナは、そんな僕の友達になってくれた。だから恩返ししたい。僕はひねくれた性格のせいでぼっちだったけど、ヒナは他人ひとを思いやれる優やさしいやつなんだ。こいつは幸せにならなきゃいけない」

　そうせねばならないのは、リディヤのほうだというのに。

「……僕にこいつを救わせてくれ」

　まっすぐにリディヤを見すえ、深く深く頭をさげてくる。

　リディヤは、ハレを見つめた。ヒナやリディヤたちのために、なんの迷いもなく自らを犠ぎ牲せいに捧ささげると言っている、不可思議な少年を見つめた。

　リディヤはなにか言おうとし、だけど言いあぐねた。エサを待つ魚のように口をぱくぱくと動かし、だが言葉が出てこなくて、代わりになぜだか涙なみだが出てくる。

「……ッ」

　そんなのはダメだ、と言おうとして――だけど言えなかった。

　だってこの機会を逃せば、愛する妹を救う機会は、永遠に訪れないかもしれないから。明日からはまた、愛する妹に地獄の日々を強いねばならないから。

「……もう、いいんだよ。もういいんだ」

　ポン、と。リディヤの頭に、ハレはそっと手をのせた。

　瞬しゆん間かん。リディヤの目め尻じりから、宝石のような水すい滴てきがこぼれた。

「……ッ」

　血よりも濃こい涙が、完全無欠の【戦女神ヴアルキリー】の頬ほおをつたう。

　認めたくないというように、リディヤは首を振る。だけど弾はじいても弾いても、つたう涙はとまらない。とうの昔に涸かれたはずの涙るい腺せんから、水はあふれてくる。

　一度あふれだした感情は、もうどうしようもなかった。

　リディヤはととのった顔をぐしゃりとゆがめ、こみあげる激情に声をつまらせた。

「……ごめ、っんな……さい……んぐっ……」

　ためてきたものを全身から嘔おう吐とするように身をよじり、嗄かれた喉のどを震わせる。

「……ヒ、ナを……助、けてあげ……てください…………あの、子……すっごくいい子なのに……わた、し……助けてあげられないです。わた、しじゃダメ、なんです……」

　愛する妹を救えない無能な自分を噛みしめて、頭をさげる。

「もう、見たく、ないです……あの子が、悲しむの、見たくないです……あの、子にひどい、こと、したく、ないです……胸が痛い、です。すっごく痛いん……です……」

　そこにはもう、完全無欠の【戦女神ヴアルキリー】はいない。

　どうしようもない現実に涙し、英えい雄ゆうに助けを乞こう一人の少女がいるだけだ。

「……まかせろ、僕が助けてみせる」

　ハレは力強くうなずきかけ、リディヤの黄金こがね色の髪かみをなでた。

　そして覚悟を決めたという顔で立ちあがり、ヒナのもとへ歩みよる。

「……、」

　リディヤは固かた唾ずをのみ、少年と愛する妹の行くすえを見守った。
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　しかし、ハレがヒナに手を伸のばした――次の、瞬間。

「……ぐッ」

　背後から、リディヤの首筋に鋭するどい衝撃が走った。

　考えるまもなく視界は暗転し、リディヤの意識は闇やみにしずんでいった。




６（PM07:05）




「……どうして？」

　ハレは驚きよう愕がくに目を見開き、リディヤを昏こん倒とうさせた犯人を見た。

　犯人の動機がわからなかった。このタイミングでリディヤを気絶させる理由は、見あたらない。ハレがヒナを救えば、犯人もともに救われるはずだから。

　いつのまにか【記憶医師メモリードクター】も倒れていた。ひそかに犯人が気絶させていたのだろう。

「……ルシア、なんでリディヤたちを気絶させた？」

　二人を気絶させたのは、獣人セリープルシアだった。

　ルシアは刀を気だるげに肩にかつぎ、不気味な笑みをうかべていた。

「あんなあ、ヒナから呪いを奪われたらこまるんよなあ……」

　意図が理解できず、ハレは怪け訝げんな顔で獣人を見た。

「どういうことだ？　おまえはヒナを助けたいんじゃないのか？　リディヤと一緒にヒナを助けるため、ずっとつらい思いをしてきたんだろう？」

「ちゃうわボケ、逆や。ボクはいまの状況が幸せやった」

　死神めいた笑みをたたえ、ルシアは言った。

「リディヤさまはつらかったやろな。だがボクは違ちがう。ヒナなんかどうでもええねん。ボクが好きなんは、リディヤさまだけや。まあ冥めい土どの土産に教えたってもええか……」

　そして、芝居がかった大仰な動作で両りよう腕うでを広げながら、




「ヒナに呪じゆ詛そがかかるよう仕組んだのは、このボクや」




　すべての元げん凶きようが自分だったと、あっさりと告白する。

　それはあまりに、突拍子のない話であった。

「五年前。ボクはとある組織に依い頼らいし、ヒナに呪のろいをかけた。目的を達成するには、それが都合がよかったからな。ボクがリディヤさまと愛しあうという……崇すう高こうな目的を」

「あ、愛しあうだって……？」

　そこでようやく、ハレの思考が追いつく。

「い、意味がわからないよ！　なんでリディヤとおまえが愛しあうのに、ヒナにあんな呪いをかける必要があるんだ！　ヒナは関係ないだろ！」

「関係あるわボケェ！　リディヤさまはヒナが大好きでな……常に一緒におられた。リディヤさまを僕のものにするのに、邪魔やったんよ。やから、呪いをかけて排はい除じよしたってわけや。リディヤさまは照れとるのか、いまだにボクを突き放そうとするんやけどな」

　ルシアの言葉がハレには、てんで理解できなかった。理解したくなかった。

　意味がわからなすぎて、頭が痛くなった。いったいこいつはなにを言っているのだ。

「……冗談だよな？　そんなことのために、ヒナにあんな呪いをかけたなんて」

　ぶくぶく、と。頭に駆けのぼった血液が、泡あわを立てて沸騰する。

「どこが冗談やねん。ボクはリディヤさまを愛しとる。そのためにヒナという邪魔者を遠ざけ、リディヤさまと二人でいられるように仕組んだ。なにがおかしい？」

「……冗談だよな？　そんなことのために、ヒナたちが苦しんできたなんて」

「どこが冗談やって訊きいとんねん！　ボクのリディヤさまへの愛を愚ぐ弄ろうする気か！」

　ルシアは耳障りな声で絶ぜつ叫きようし、顔面に憤ふん怒ぬをみなぎらせた。

「……なあ、頼むから冗談って言ってくれよ。そんなくだらない理由のために、二人は親を殺されて五年間も地獄を味わったなんて……ぜんぜん笑えないよ」

「黙れ、きみにボクのなにがわかる！　ボクは従者で……おまけに嫌われ者の獣人セリープや！　ワグナーの血けつ縁えんで天才冒ぼう険けん者しやのリディヤさまとのあいだには、うめられん階級の差があった！　やからボクは必死に考えて、この計画を仕組んだ！　おかげで距きよ離りは縮ちぢまった！　従者と主人の仲をこえ、ボクらは親密になった！　あと少しや……あと少しで、リディヤさまもワグナー家も手に入る！　きみに邪魔はさせ




「――――――ふざけるんじゃねえッッッ!!!!!!」




　落らく雷らいのようなハレの咆ほう哮こうが、ルシアの声を打ちくだいた。

「ふざけるんじゃ……ねえよ。おまえのリディヤへの愛なんて……僕は知らないよ。だけど、どれだけ愛していようと……これは違うだろ。こんなことが……こんなことが許されるわけがない！　そんなゆがんだ愛情……僕は認めない、決して認めない!!」

　怒りがさざなみのように広がり、ハレの全身を震わせる。

　ハレは、思いだしていた。なにもかもを奪われ、あきらめ、地獄のような日々に絶望しつづけていた少女ヒナの涙を。どうにもならない悪夢のごとき運命に翻ほん弄ろうされ、終わりなき痛みと苦しみに苛さいなまれ、ハレに頭をさげてきた少女リデイヤの涙を。

　目の前のこの男こそが、少女たちを地獄におとしいれたのだ。私利私欲のために、彼かの女じよたちを何度も何度も傷つけ、血のように濃い涙を流させたのだ。

　そう考えるだけで、ハレの胸中を灼しやく熱ねつの怒りがつらぬく。

　ハレの怒りを気にしたふうもなく、ルシアは刀にぺろりと舌を這はわせた。

「……なんとでも言え。きみには死んでもらう。幸さいわいここには、【記憶医師メモリードクター】がおる。きみの死因も好きに捏ねつ造ぞうできる。それですべては……元通りや!!」

　瞬間。ルシアは地を蹴けり、一いち陣じんの風となって突っこんできた。

　一いつ瞬しゆんで間合いがゼロになり、ハレの喉元に致ち死し級の斬撃が飛んでくる。

　横薙なぎの一いち撃げきをハレが剣で受け、二人はつばぜりあいにもつれこんだ。

「……第十級冒険者ごときが、ボクに敵かなうと思っとるんか？」

　ルシアは嘲あざ笑わらうように言い、鼻を鳴らす。

「それはこっちの台詞だ。この前の戦いを忘れたか？」

「あれは情報不足だっただけや。蜘蛛くものスキルさえ気をつければ、ボクときみの力量差は歴然。情報があるいま、ボクが負ける要素は皆かい無むや」

　刹せつ那な。ハレが刀を強引に弾はじきかえし、同時に二人は後ろに飛びのいた。

　彼ひ我がの距離一〇Ｍメイルで向きあい、視線だけで白熱した火花を散らす。

「それに……前回はこれも、使わんかったしなあ」

　ルシアは不気味な笑みを深くし、おもむろに右みぎ腕うでをかかげる。

　刻印ルーンの近くに、人の手のひらに眼球が描かれた謎の印が刻まれていた。

「なんだ……それは？」

　どこか禍まが々まがしい魔力マナを放つそれは、ハレに言いしれぬ不安を植えつけた。

「これは黒印アンブレム。例の組織にもらったもんや。まあ刻印ルーンの強化版みたいなもんやな。これを体に刻んだ者は、能力値パラメイタを格段に上じよう昇しようさせ、特殊なスキルを修得できる」

「特殊な……スキルだと？」

　ルシアの口の端はが、裂さけるように不気味に広がった。

「そう、特殊なスキルや。たとえば、これ――――」




「――――――――【超人解放シユロムリリース】ッッッ!!!!!!」




　天地も裂けよとばかりのルシアの叫さけびに応じ、黒印アンブレムが輝かがやいた。

　同時にその全身から、おどろおどろしい魔力マナが噴ふん出しゆつする。

　黒印アンブレムの紋様は生物のように蠢うごめき、ルシアの体中に拡散した。大量の黒いナメクジが全身を這はいまわるかのように、不気味な紋様が獣人の全身を覆おおってゆく。

「ひゃははははははは!!　力や……これがボクの力や!!　この力さえあれば、すべてをボクのものにできる!!　すべてはボクの前にひれふすんや!!」

　そして、狂熱を帯びたルシアの哄こう笑しようが響ひびきわたる。

　その双そう眸ぼうは黒印アンブレムの影響か、不気味な色合いに変化していた。白目だった部分は黒くそまり、黒目だった部分は赤い輝きを放っている。

「どうや……きれいな魔力マナやろ？　このスキルはな……純じゆん然ぜんたる力や。黒印アンブレムを刻んだ時点で上昇していた能力値パラメイタ、それをさらに数段上へと押しあげる。ボクのレベルは45やけど、現時点での実質的な能力値パラメイタは、レベル60にも匹ひつ敵てきするやろう」

　まあつまり、と唄うたうように言う。

「第十級冒険者きみごときには、これっぽっちも勝ち目なしっちゅうことや。えらい邪魔してくれたからなあ、ただじゃあ殺さん。地獄のような苦痛を与えながら殺したる！」

　魔物のごとき不気味な眼光に射すくめられ――しかし、ハレは動じなかった。

　ただ、あわれなものを見るような視線を獣人に送る。

「なんやその生意気な目は……ほんっま、きっしょいガキやなあ」

　ルシアは憎にく々にくしげに舌打ちし、全身から膨ぼう大だいな魔力マナをほとばしらせる。

　次の瞬間、一瞬でハレのふところに身をおどらせ――

「まあええわ、さっさと失せろ」

　放たれたのは神速の斬撃。

　白銀の刃やいばは横合いから弧こを描き、寸分たがわずハレの喉元に向かう。この凶きよう刃じんをまともに受ければ、まず間ま違ちがいなくハレの命はなかろう。

　そんな致ち命めい傷しよう級の斬撃に対し――

「…………」

　しかし、やはりハレは微動だにしない。迫りくる獣人を見つめ、残念だ、と言うように首を振る。観戦者がいたなら、誰もがみな獣人の勝利を確信したろう。

　だが、次の刹那。

「……ごばッ!?」

　攻こう撃げきを受けたのは、ルシアのほうだった。

　それは、一瞬のことだった。ハレはルシアの刃が届く一瞬前に動きだし、その一瞬のあいだにルシアの顔面に拳こぶしをぶちこんだのだ。

　それだけのことで、獣人は冗談のように吹ふっとんだ。竜たつ巻まきのように空中で回転し、ガシャンッ!!　と十数Ｍメイルほど先の窓を突きやぶる。

　野外に放りだされたルシアを追い、ハレも窓から飛びだした。

　外は、広大な庭園になっていた。ととのった灌かん木ぼくや花はな々ばなの中央、緑の広場にルシアは転がっていた。絨毯のごとき緑りよく芝しのかたすみに着地し、ハレはルシアに歩み寄る。

「おのれェ、なんのスキルを使いおったァ……ッ！」

　ルシアは小刻みに震ふるえる体を起こし、鬼のごとき形相でハレを睨にらんだ。

　鼻と額ひたいから流れる血をぬぐい、ふらふらと立ちあがる。

「使ってないよ。ただ殴なぐっただけだ」

　本当に、ただそれだけだった。

「な、なわけあるか！　ボクの必殺の一撃を避さけ、顔面に一発いれたんやぞ！　速さも威い力りよくも……あきらかに第十級冒険者のもんやなかった！　なにかしたに決まっとる！」

「なにもしてないけど……まあ、信じてもらわなくてもいいさ」

　淡たん々たんと発せられたハレの言葉は、異様なほど真実味をおびていた。

　ルシアは訝いぶかしげに眉をひそめ、やがて派手に舌打ちする。

「ま……まあどうでもええ。スキルやったとしたら、何度も使えるもんやないやろ。スキルやなかったとしたら、まぐれに決まっとる。二度目はない！」

　ルシアは下げ卑びた笑みを取りもどし、禍々しい魔力マナを噴出させる。

「――――嘶いななけ、【潜行刃インビレイド】ッ!!」

　スキルを発動させると、滑かつ空くうするようにこちらへ突とつ進しんしてきた。

　そこから、ルシアの怒涛の連続攻撃が始まった。茫ぼう洋ような庭園の闇を斬きりさくように、刀は光の帯を宙に描き、残像でしか視認できぬ神速でハレに襲おそいかかる。

「……」

　しかし、刃はすべて空を斬った。一度たりとも、ハレの体には届かない。

　超ちよう人じん的てきな身のこなしで、ハレはことごとく刃を回かい避ひしていた。

「なんでや……くそッ！　なんで当たらん！」

「潜行刃インビレイド……斬撃を放つたび、複数の不可視の切っ先を形成する能力。確かに強力なスキルだ。だけど、斬撃が当たらないと……意味ねえ、よなッ!!」

　刹那。ハレの鉄てつ拳けんが、ルシアの水月みぞおちに突き刺ささる。

　かはッ！　と。ありったけの空気と血液が、獣人の口からぶちまけられる。

「な、んや……それ……あり、えん……」

　体をくの字に折り、ルシアはよろけるようにあとずさる。

　その顔には、恐きよう怖ふとも驚愕ともつかぬ表情がうかんでいた。

「ま、まさか……黒印アンブレムが機能してへん、のか？　そうや……きっとそうやろ！　やなけりゃ、ボクがこんな第十級冒険者ごときにやられるわけ……」

　ルシアは言いかけ、途と中ちゆうでハッとした顔をする。

　なにかとてつもない事実に気づいてしまったような顔を。

「……おかしいよな？　黒印アンブレムとやらが機能してなかったとしても、おまえはレベル45。レベル20前後のはずの僕に攻撃を見切られるわけはない」

「ど、どういうことや……なにが起こって……!?」

　信じないというように、ルシアは首を振る。何度も振る。

「簡単だよ。僕が強くなっただけの話だ。いまのおまえ……黒印アンブレムのスキルとやらを使って能力値パラメイタを強化し、レベル60相当の実力があるというおまえよりもな」

「あ……ありえん。ボクときみが戦ってから、まだ二週間やぞ。よくてレベル20前後やったきみが、レベル60相当のボクより強なるわけ……」

　ハレはおもむろに銀手甲ガントレツトを外し、右腕をかかげてみせる。

　熟練度欄レベルスロツトには、現在のハレのレベルが刻まれていた。




　――レベル80。




「レ……レベル、80やと!?」

　ルシアはハレの刻印ルーンを見て、愕がく然ぜんとした声をあげる。

　ポカンと口を開けたまま、言葉を失う。

　レベル80。それは第六級冒険者相当のレベル。そして、凡人が一生かけても達しえないレベルだった。そのレベルに、ハレはものの二ヶ月で達していた。

　ハレ自身も、あっけにとられる急成長――否いな、飛躍。

　この域に達するには、リディヤはもちろん、【冒ぼう険けん王おう】でさえも数年の修行レベリングを要したはず。ルシアがおどろくのも、無理からぬことだった。

「な、なんやそれ……ありえん、不正チートや！」

「……そうかもな。でも神の加護っていうのは、理不尽なほどに公平なんだよ。過程はどうあれ、神はレベルに応じて、冒険者に平等な加護を授さずけてくれる」

　だからこそ、とハレはルシアを睨にらむ。

「レベル差はそのまま……滑こつ稽けいなほどの実力差となる」

　抑おさえがたいなにかを秘めた声こわ音ねで言い、ルシアにゆっくりと歩みよる。

　ルシアは完全に冷静さを欠き、首をぶんぶん振ってうろたえた。

「い……意味わからん！　なんやこれ……意味不明すぎるわ！　な、なにが……なにがどうなって……く、来るな!!　こっちに来るなああああああああッ!!」

　歩を速めるハレを見て、青せい雲うん刀とうをむちゃくちゃに振りまわした。

　だが自身の武器を視界に入れると、パッと顔を輝かせる。

「そ、そうや……まだや！　まだボクにはこれがある！　いくら能力値パラメイタがあがったところで、これはきみには防げんやろ！　ひゃはははははは！」

　一転して哄こう笑しようし、上位神聖語ハイデモテイーズの詠えい唱しようをはじめた。刀に禍々しい魔力マナが集約する。黒い魔力マナは黒い風に姿を変え、渦巻くような風を巻きおこす。




「死にさらせ――――【黒き風ノワルネイド】ッッッ!!!!!!」




　そして放たれたのは天災級の難撃。

　絶望が顕けん現げんしたかのような禍々しい黒い竜巻が、こちらに爆進してくる。ハレを八つ裂きにしようと、ハレの命を刈かろうと襲いかかってくる。

　竜巻がとりまく魔力マナは、以前の数倍。威い圧あつ感も、実質的な威力も、おそらくは桁けた違ちがい。

　これまでに見たことのない絶大なる一撃に――

「……」

　しかしハレは目をつむり、ゆっくりと深呼吸する。

　現実は甘あまくない。世界は自分を中心にまわってはいない。名だたる英雄に比べれば、自分は卑ひ小しような〝冒険者Ａ〟にすぎない。それは痛いほどにわかっていた。

　だけど――だけどそれでも、友が認めてくれたのだ。




〝――ヒナにとって、ハレはもう立派な英雄ですよ？〟




　誰だれでもなく、ヒナ・バスティアが認めてくれたのだ。

【冒ぼう険けん王おう】でも【戦女神ヴアルキリー】でもない。ほかのどの第一級冒険者でもない。

　このハレ・エードルンドこそが、英雄なのだと。

　世界中の人に認められなくてもいい。吟遊詩人バードに詠うたわれずとも構わない。

　ただ一人の少女のために、少年は英雄になりたかった。




「降霊憑依スキルオン――――【黒犬の業火メギドフレイム】ッッッ!!!!!!」




　刹那。ハレの手のひらに、ポッ、と小さな黒い火球が生まれた。

　魔力マナをそそぎこむと、火球はまたたくまに膨ぼう張ちようし、直径二Ｍメイルもの大火球となる。ハレはありったけの力をこめ、火球それを黒い竜巻へと放った。

　彼我の距離、一〇Ｍメイル。二人の最大出力の攻撃が放たれ――




　轟ッッッ!!!!!!　と。

　炎ほのおと風が怒ど涛とうのごとくほとばしり、真っ向から衝しよう突とつした。




　力は拮きつ抗こうし、つばぜりあいのように炎と風が押おしあう。

　膨大な魔力マナの衝突は白熱し、まばゆい光が闇やみ夜よの庭園を純白にそめる。

「く……くそったれえがッ！　ま、まあだそんなもん隠かくしとったか……ッ！　やけど、だからどうしたああああ！　くたばれ、この不正チート野や郎ろうがあああああッ!!」

　鬼のごとき形相で絶叫し、ルシアが風の出力をあげてくる。

　じわじわ、と。ハレの炎が押されはじめた。

「おまえの言うとおりだよ……僕の力は、確かに不正チートだ。だけど、それだけじゃない。それだけじゃ……きっと、ここまでは強くなれなかった」
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　だがハレは落ちついた声音で言い、ヒナのいる屋や敷しきを見あげる。

「僕がここまで成長できたのは、ヒナのおかげだ」

「あのガキの……おかげ、やと？」

　いぶかしげに屋敷を見やるルシアに、ハレはこくりとうなずいた。

「そうだ。僕を早熟させたスキルの名は【逆境開花イロアグロウス】。逆境に追いこまれるほど、術者の力を開花させるスキル……つまりはレベルアップさせるスキルだ」

「そ、それが……どうしてあのガキのおかげに……」

　ハレは星のまたたく夜空を見あげ、視線をさまよわせる。

「僕はね、ずっと疑問に思っていたんだ。戦せん闘とうでは否いや応おうなく逆境に追いこまれるから、戦闘でレベルが上昇するのはわかる。だが戦闘をしてもいないのに、僕のレベルはずっと上昇しつづけていた。それはどうしてだろう……ってね」

「戦闘もしていないのに……あのガキのおかげで…………？」

　ルシアは眉まゆをひそめ、やがてハッとした顔をした。

「…………まさか!?」

　なにかに気づいたように、ハレの左ひだり腕うでに目をやる。

　獣人セリープの視線の先には、黒死蝶の呪印が黒々と刻まれていた。

「そうだ。愛する者を呪い殺すというヒナの呪印……これにより、僕はいつも死のふちに立たされていた。いつも逆境に追いこまれていたんだ」

　そう――ハレのこの強さは、ヒナのおかげだったのだ。

　ヒナの愛が深まるほどに呪詛は強くなり、ハレは死のふちに立たされた。極限の逆境に追いこまれ、信じられない速度でレベルを上昇させられた！




「――ヒナの呪い愛が、僕を逆境に追いこむ強くするッ!!」




　瞬間。ハレの刻印ルーンが輝き、レベルが80から81に上昇する。

　同時に炎が烈火のごとく燃えあがり、戦いの拮きつ抗こうがくずれた。炎が風を急激に押しかえし、五Ｍメイル、四Ｍメイル、三Ｍメイルと……みるみるうちにルシアに迫る。

「……ぐッ!!　なんで……なんでやッ!!　あと少し……あと少しで、すべて手に入るのに!!　一人でがんばってきたんやぞッ……!!　なにもかも捨てて……必死にがんばってきたこのボクが、なんでこんなやつに!!　こんなやつにぃぃいいいッ!!」

　またたくまに劣れつ勢せいに追いつめられ、ルシアは金切り声で絶叫する。

　そんなルシアをあわれむように見つめ、ハレはただ首を振る。

「違うよ……だからこそ、負けるんだ。おまえは私利私欲のために、自らの大切な人までも犠牲にしてきた。それだけはきっと……やっちゃいけなかったんだ」

「じゃ、じゃかあしい!!　雑魚ざこのくせに、だまれだまれだまれええええええええ!!　ボクは強いんやああああああ!!　神になるんやああああああ!!」

　なかば恐慌をきたし、むちゃくちゃに魔力マナを暴走させる。

　しかし、炎はびくともしなかった。むしろ勢いを増し、ルシアに迫る。

「ルシア、確かに僕は雑魚だよ。凡人だよ。ただの〝冒険者Ａ〟にすぎないよ。そう、ひとりじゃなにも満足にできやしない。だけど……だけどッ――――」

　ハレは幼い頃から、冒ぼう険けん王おうのような英雄になりたかった。

　だけどその目的は、常に私利私欲のためだった。王になりたくて、富や名声がほしくて、ハーレムをつくりたくて……そう、ルシアと同じ動機だった。

　だからこそ、自分は英雄にはなれなかった。

　それじゃ、ダメだったのだ。

　いまならわかる。富や名声、地位、ハーレム……そんなものよりも、ずっとずっと大切なものがあるのだと。守るべきなにかがあるのだと！

　そんなかけがえのないなにかを守るため、あらゆるものを投げうって、ひた走りつづけたものだけが――いつしか〝英雄〟と呼ばれる存在になるのだと！

「や、やめ……!!」




「―――仲間がいるからヒナがいるから、英雄になれるおまえに勝てるッッッ!!!!!!」




　轟ッ!!　とハレの炎が、ルシアの喉のど元もとに喰くらいつく。

　炎は爆ばく裂れつし、ルシアを爆風で吹きとばした。ルシアは火だるまになり、はるか上空へと舞まいあがる。十数Ｍメイル先の噴水へと落下し、派手に水しぶきを打ちあげた。

　やがて水面に浮上してきたルシアは、白目をむき、ぴくりとも動かなくなっていた。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。

　庭園には噴水の音だけが流れ、数瞬しゆん前の喧けん騒そうが嘘うそのように静けさが戻もどっていた。張りつめていた緊張の糸も同時にとぎれ、ハレはその場にくずおれそうになる。

（まだだ……まだ、終わってない）

　だが気力だけで体を支え、愛する少女の待つ屋敷を見あげた。ぐっと身をしずめ、脚きやく力りよくを爆ばく発はつさせるように跳ちよう躍やく。一足跳びで屋敷のなかに戻った。

　室内も、水を打ったように静まりかえっていた。リディヤやエルフも、いまだ気絶したままだ。彼女たちのそばを静かに横切り、ハレはヒナに歩み寄よった。

「ヒナ……起きろ」

　ハレが頬に手を触ふれると、ヒナは甘えた声でうめき、おもむろに目を開けた。

　寝ぼけまなこでハレを見あげ、ふいにハッとした顔をする。

「……あ、あれ!?　ここはワグナー家!?　なにがどうなってるです!?」

　あわてて上体を起こし、不安げにハレを見た。

　そうだ、ヒナはなにも知らない。そして、なにも知る必要はないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もう、ぜんぶ終わりだ」

　ポン、と。ヒナの頭に手をおき、ハレは穏おだやかな微び笑しようをうかべた。

　親が子に向けるような、無限の慈愛をたたえた笑えみだった。

「え、なにが終わりなんですか？　説明してくだ」

　最後まで言葉はつむがれない。ハレが手刀で気絶させたからだ。

「……おまえの悪夢は、今日ここで僕が終わらせる」

　ヒナの額ひたいに額ひたいを合わせ、ハレはぎゅっと目をつむる。

　ヒナといられるのは最後になろう。そう思うと、熱いものがこみあげる。

（泣くのは……まだ早い）

　だが気合いをいれるように頬を叩たたき、スキル発動の次の手続きに入った。

【魂喰らいスキルイーター】で対象の力を奪うばうには、ぜんぶで三つの条件を満たさねばならない。




　条件一．対象モンスターの能力を肉にく眼がんで確かく認にんしていること。

　条件二．対象モンスターと戦闘し、自身の力で勝利すること。

　条件三．条件一と二を満たした上で、対象モンスターに一分間ふれつづけること。




　これらのうち、ヒナを気絶させたことで条件二は満たした。条件三もこれから満たせる。

　問題は条件一だ。能力を視し認にんしたと言えるのかは、あまり自信がない。

（でもま、やってみるしかないよな……）

　ハレは、ヒナの胸むな元もとにそっと手をふれた。

　祈いのるように待つこと一分、ハレの手が淡あわい光に包まれる。

（……きた！）

【魔霊捕食スキルイート】の発動条件が、すべて満たされた証あかしだった。

　ハレの全身が、歓かん喜きに打ち震えた。自身が背せ負おわねばならぬ運命さだめも忘れ、ヒナたちを地じ獄ごくの苦しみから解放できることが、ただうれしかった。




「憎にくき敵かたきの禍まが魂たまを喰らい、我わが血ち肉にくとせよ――【魔霊捕食スキルイート】!!」




　瞬間。魔力マナの光が視界を真っ白にそめあげた。

　まばゆい光のなか、ハレの手がヒナの体から黒いなにかをつかみとる。それはこれまでにない負の感情の奔ほん流りゆうとなり、右手を通じてハレに流れこむ。

　死を連想させる凍えるような冷気が、心臓をひやりとなでた。

　ヒナから手を放せッ!!　とハレの生存本能が絶叫する。これ以上こんなものを引き受けたら、自分という存在が崩壊してしまう。そうわめく。

　だが、少年は手を放さない。

　すべては、たったそれだけの話だった。

　最初から願いはただひとつ――友を救うこと。自分を認めてくれた友を、自分のために命を賭としてくれた仲間を、地獄のような運命さだめから救いだすこと！

　ずっと願ってきたのだ。自分をかばってヒナがルシアに斬られたとき、ヒナを地獄の日々に突き返すことしかできなかったとき、自分のせいでヒナが精神こころを失うと聞かされたとき、自分の無力さにひたすら絶望し、それでも彼女を救いたいと！

　そしていま――目の前に、その絶好の機会チヤンスがある。

　放すわけがない。放せるわけがない。放してなるものか！

　ぼんやりと燐りん光こうをまとう無数の人ひと影かげが、中空にうかびあがる。呪いで亡なくなった人々の怨おん霊りようだろう。それは金切り声のような悲鳴をあげ、合唱をはじめた。

　こんなに重いものを喰らうのは初めてだった。黒猟犬ヘルハウンドのときよりも、さらに重い。ヒナはこんなにも重いものを、ひとりでずっと背負ってきたのだ。




「ああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」




　ハレは吼ほえた。暴れる怨霊どもを取りこんでやろうと絶叫した。

　こんなものに、ヒナの幸せを奪わせやしない。笑え顔がおを奪わせやしない。

　ヒナにまといつく呪いを猛もう然ぜんと喰らい、すべてをその身に引きうける。

　そして、すべてを喰らいつくした瞬間――

「……、」

　ハレは倒たおれた。海底に沈しずみゆくように、ゆっくりと背から床ゆかにうちつけられる。

　そして意識を失った少年の顔にうかんでいたのは、清々しいまでの笑顔だった。




７（PM07:25）




　ハレが気絶してまもなく、一人の少女が部屋に入ってきた。

　赤髪赤翼の鳥人ハーピイ、リリス・フランソワーズだった。

　さきほど涙なみだながらに少年に薬瓶エリクサーをたくした彼女は――

「はふん……ハレさま、しゅっごい♥　思った以上ですの♥」

　しかしいま、どこか淫いん靡びな笑みをうかべていた。

　あでやかな所作でハレのそばに腰こしを落とし、その頬ほおにふれる。

「お猿さるさんのスキル……役にたってよかったですわ。わざわざ炎の山脈から召喚お取り寄せした甲か斐いがありました。リリス、感無量ですの♥」

　リリスはハレの額ひたいに軽く口づけし、立ちあがる。

「ハレさま、もっともっと……強くなってくださいまし」

　満面の笑みを少年に向け、身をひるがえす。

　そして上位神聖語ハイデモテイーズを小さく唱え、影に溶けるように消えた。

（PM07:30　終幕）







エピローグ　そして冒険へ







　リディヤの私室のベッドの上で、ヒナは覚醒した。

　朝だ、とすぐにわかった。窓からのやわらかな日差し。朝特有のさわやかな空気。しきりに耳をつく小鳥の声。朝以外には考えられない。

（なんで……こんなところで寝ねてるです？）

　ヒナが上体を起こすと、ちょうど部屋の扉とびらが開いた。

　入ってきたのは、見覚えのある少女だった。部屋着らしき真しん珠じゆ色いろのドレスをまとった彼女は、ヒナの元主人リディヤ・ワグナーその人だ。

　ヒナはベッドから跳はねおき、臨戦体勢に入った。

　そんなヒナを見つめ、なぜかリディヤは碧へき眼がんに光るものをにじませる。

「ヒ、ヒナ……？」

　信じられないとかぶりを振ふり、ついには目から水をあふれさせた。

　水はとめどなく流れ、ぽたぽたとこぼれおち、絨じゆう毯たんに血のように濃こいしみをつくる。

「よかった……ヒナ、よかった……」

　リディヤは嗚お咽えつまじりに言い、駆かけ寄ってきた。身構えるヒナを、しかし気にせず抱だきしめてくる。もう放さないと言わんばかりに、ぎゅっと。

　なぜだかヒナは、彼女を振りはらおうとは思えなかった。

「いままで……すまなかった。姉が不甲斐ないばかりに、ヒナにつらい想おもいをさせてしまった。苦しませてしまった。本当に……本当に、すまなかったな」

　謝罪の意味が、ヒナにはなにひとつ理解できなかった。

　だけど――なぜだろう。涙があふれてくる。顔がぐしゃりとゆがみ、涙と鼻水がとまらなくなる。なにがなんだかわからないくらいに、感情が爆発してしまう。

　気づくとヒナは、リディヤの背に手をまわしていた。

　胸に顔を押しつけると、嗚咽と鼻水をすする音が耳じ朶だをなでてきた。

　なつかしく、あたたかく、心地いい。運命の悪戯いたずらに苦しめられた姉妹は、これまでの時間の空白を埋うめあわせるように、ひしと抱きしめあった。

「……リディヤ、さま？　なにがどういうことか……教えてほしいです」

　リディヤは涙を手のひらでぬぐい、ふふっと笑った。

「そうだったな……ヒナはまだ、なにも知らないのだったな。あまりにも夢のようで、つい舞いあがってしまった。申し訳ない。おどろかせてしまったな」

「……大だい丈じよう夫ぶです。ヒナもなんだかうれしかったから」

　ヒナの言葉に意表を突かれたのか、リディヤはきょとんとする。

　それから、よろこびを噛かみしめるようにはにかんだ。

「とにかく……ヒナには、すべてを知ってもらう。【記憶医師メモリードクター】の協力を仰ぎ、わたしの記憶を包みかくさず見てもらう。言葉で説明するよりも、そのほうがいいだろう。言葉というのは……時ときにとても不完全で、不自由なものだからな」

　リディヤは【記憶医師メモリードクター】を部屋の外から呼びよせた。

　盗賊風のその森人エルフは、すぐにヒナの記憶を改かい竄ざんした。リディヤの額ひたいに手をあて、記憶をぬきとり、次にヒナの額ひたいに手をあて、記憶をそそぎこんだ。

　ヒナの頭のなかで、記憶が走そう馬ま灯とうのように駆けめぐる。ワグナー家で育った過去、リディヤがヒナにつらく当たった理由、リディヤの苦悩とヒナへの想い。

　すべてを知ったヒナの瞳から熱い涙があふれだし、頬に一筋の光の線を曳ひいた。

「お姉、ちゃん……ありがとう」

　まず口から出たのは、姉への感謝だった。五年ものあいだずっと、自分を守るために悪役を演じつづけてくれた姉への、心からの感謝の言葉だった。

　リディヤは感かん極きわまり、ヒナを再度ぎゅっと抱きしめてくる。

「行かなきゃ……」

　しかしその抱ほう擁ようを振りほどき、ヒナは外への扉に目を向けた。

　きょとんとするリディヤを尻目に、弾はじかれたように部屋を飛びだす。

「……ヒ、ヒナ！　待つのだ！」

　投げられた言葉にも取りあわず、ヒナは画が廊ろうを駆けた。

　リディヤの記憶によると、彼かれは今朝でていった。なにも言わせてくれずに、旅立ってしまった。このままお別れは嫌いやだった。お礼が言いたかった。文句も言いたかった。

　だから、ヒナは走る。自分のために命をかけてくれた友のもとへ。

　自分の代わりに死をもこえる苦しみを背負ってくれた、かけがえのない人のもとへ。




　やわらかく白んだ朝の日差しの下――。

　ヒナは、カテドラル屋上にやってきていた。彼が旅立つ前に訪れるとすれば、この祈りの園しかないと思ったのだ。そして予想通り、彼は愛あい猫びようの墓前にいた。

　墓標の前にしゃがみ、アクリサスの花を手た向むけている。

　ヒナは清せい澄ちような朝の空気で深呼吸し、背後から彼に近づいた。

「来るな」

　彼はヒナの気配に気づき、背を向けたままぴしゃりと言った。

　ヒナはどうすべきかわからず、その場で立ちどまった。

「……どこに行くですか！」

　背を向けたまま歩きだした彼に、ヒナは言葉を投げる。

「ひとりになれるところへ」

　立ちどまることなく、彼はそう言った。

　やはり彼は、ひとりで居つづけるつもりだ。一〇年、二〇年、三〇年、生きつづけるかぎり呪のろいは消えない。彼は死ぬまでずっと、ひとりで生きていくつもりだ。

　ずっとひとりだったヒナは、知っていた。それがどれほどつらいことか。どれほど苦しいことか。どれほどさびしいことか。どれほど、どれほど、どれほど――

「待ってください！」

　だからヒナは声をあげ、彼に駆け寄った。

「……来るなと言ってるんだ。おまえもわかってるだろ？」

　彼は立ちどまり、だがやはり背を向けたまま言った。

「わかってるです。だから――」

　ヒナは唇くちびるをきゅっと引きむすび、背負っていた鉾槍ハルバードを手にとった。

　そして鉾槍ハルバードの切っ先を、彼の右みぎ腕うでの銀手甲ガントレツトに近づける。

「――――金きん打ちよう」

　二つの武器がぶつかった瞬しゆん間かん、ごつん、と無骨な音が鳴った。

　同時にヒナの瞳から、宝石のような水すい滴てきがあふれた。自分は本当に泣き虫だと思う。これからの彼の日々を思うと、涙がとめどなくあふれてしまうのだ。

　整いすぎた面差しを涙でぐしゃぐしゃにゆがめ、ヒナは言う。

「ひぐっ……絶対に…………ヒナが、助、けるです……ッ」

　自分を救ってくれた英えい雄ゆうに、しゃくりあげて嗚咽まじりに言う。

「こん、どは……ヒナがハレを、助け、るから……待っててほ、しいです！」

　自分を救ってくれた英雄を、今度は自分が救ってみせると言う。

　それが、ヒナの立てた金きん打ちようの誓ちかいだった。

　彼は深呼吸するように、ゆっくりと肩かたを上下させる。

「ふふははは……」

　そして、唐とう突とつに笑いだした。




「はははははは！　うっそぴょ～ん、だまされてやんの～！」




　そう言い、くるりとこちらを向いた。

　彼は――ハレは顔をぐちゃぐちゃにゆがませ、腹を抱かかえて笑っていた。

「だ、だまされたって……？　どういうこと……です？」

　ヒナが唖あ然ぜんとしていると、ハレは口くち許もとに微笑を残して言った。

「ククッ……まあだわかんないのかよ！　おまえ本当に単純だな！　僕が呪いのせいで、ず～っとひとりさびしく生きていくと本気で思ってたのか？」

「ち、違ちがうですか……？　だってハレは、ヒナから呪いを奪ったですよね？」

「確かに僕は呪いを奪ったよ。でも、いまもそれを持ってるとは言ってないよね！」

　どういうことです？　と眉をひそめる。

「だからさあ、僕のスキルって能力を奪うわけじゃん？　奪えるなら捨てられるのが自然じゃん？　いやあ、僕もおまえから呪いを奪うまで知らなかったんだけどね。あとから能力は捨てられるなんて衝しよう撃げきの事実を知っちゃったわけですよ、これが！」

「つ、つまり……？」

　ハレは、この上なく晴れやかな笑みでこたえる。

「おまえから呪いを奪って、それをポイッと捨てちゃった！　つまりだね……涙をぽろぽろ流してもらったあとで悪いんだけど、僕はもう誰も呪い殺す心配はないの！」

　ハレは呪じゆ詛そを捨てた。もう人を呪い殺す心配はない。

　ヒナは、ハレの言葉を反はん芻すうし――

「ええええええええええええええええええええええええええええええええッ!?」

　理解した瞬間、ハレの鼓膜をぶちやぶらんばかりに絶ぜつ叫きようした。

「な、なんですかそれ!?　意味不明ですよ！」

「考えてみたら当然だろ？　奪えるなら捨てられる……そんな簡単なことに、なんで僕は気づかなかったんだろうなあ。ははははは！」

　ヒナはハレに駆け寄り、ぽかぽかと胸を殴りつけた。

「ひどいです、ひどいですよ！　嘘つきはハレのはじまりですよ！」

「嘘つきの代名詞みたいに言うのはやめてくれ！」

「最低です！　ハレは嘘つきどーてーぴちぐそ野郎ですよ！」

「鼻をつまみたくなるネーミングもやめてくれ！」

「とにかく、ハレはぴちぐそなんです！　ひどすぎですよ！」

　そんなやりとりのあと、ハレはふいにヒナの頭にポンと手をのせる。

「ま、そういうわけで……僕そろそろ行くから！」

「え、どこに行くですか……？」

「エルドラを出て、南に行こうと思ってる。例のスキルのおかげで、レベルも十分にあがったからさ。おまえはまだレベル不足だから、留守番な！」

「え、ヒナも行きたいですよ！　一いつ緒しよに行くって言ったです！」

　チッチッチッチッ、とハレは指を振り、

「だあめ！　おまえのレベルじゃ、検問でとめられるだろ。ここまでレベル差が開いてると、一緒に探たん索さくすんのきついしな。ぶっちゃけると、足手まといなんだよね」

「ぶぅぅぅぅ……それは、そうですけどお！」

　ヒナはぷくぅと頬をふくらませ、しかしあきらめてうつむいた。

　リディヤの記憶によると、ハレはレベル81。一方で、ヒナはまだレベル17。数段の実力差がある。足手まといになるのは、火を見るよりもあきらかだった。

「そうですか……もう行っちゃうですね」

　肩を落とすヒナにうなずき、ハレは「そんじゃ」と身をひるがえした。

　ヒナはあわてて、ハレの服の裾すそをがしっとつかまえた。

「で、でも……もう少しゆっくりしてったらどうです？　はっきりと時間が決まってるわけじゃなさそうですし……！　積もる話もありますし……だから、その……！」

「あれれ～？　ヒナちゃんは僕とそんなに一緒にいたいのかな？」

「そ、そういうわけでも…………………………………………………あるですけど」

「あるのかよ！」

「へへへへ……ヒナは欲望に素す直なおなのですよ。いまはハレと一緒にいたいのです」

「……おまえのそういうとこ、けっこう好きだよ」

　ふいに言われ、ヒナの顔が熟うれたりんごのように赤くなる。

　気き恥はずかしくなりながらも、ヒナは精一杯の小こ悪あく魔まめいた笑みをうかべた。

「ふへへへ……ありがとです。ヒナもハレのこと大好きですよ？」

　ヒナを満足気に見つめ、ハレも優やさしい笑みでこたえた。

　しかし突とつ如じよハッとした表情を作ると、ヒナにくるりと背を向ける。

「……また会いに来るからさ！　そんじゃ行くわ！」

「あ……ハレ！　待ってくださいってばー！」

　ハレは風をきって丘を駆けおり、通用口からカテドラルに飛びこんでいった。

「ほんとにもう……ハレは自分勝手なんだから！」

　言いながらも、ヒナの顔にはさわやかな笑みがうかんでいた。
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　自分を救ってくれた英雄に、もう一度だけ深く深く感謝する。

「……とってもありがとです、ハレ」




　　　　　＊




「――只人サピエの冒ぼう険けん者しや一名、通ってよーし」

　門衛の青年に礼を言い、ハレはエルドラ南なん端たんの市門をくぐった。

　市壁の外に出ると、付近は検問待ちの人でごったがえしていた。遠方からの商人、冒険都市で一旗あげようという冒険者など、さまざまな人々がいる。

　そういった者たちとすれちがいながら、ハレは冒険都市を振りかえった。だが視界は高さ一〇Ｍメイルもの巨きよ大だいな外壁にはばまれ、都市風景は望めない。

　まあいいか、とこれから行く街道に向きなおり――




「キミ、嘘は感心しないな」




　瞬間。前方から声をかけられ、声のほうを見やる。

【戦女神ヴアルキリー】ことリディヤ・ワグナーが腰に手をあて、こちらを睨にらんでいた。

「……なんだ、見送りにきてくれたのか」

「なぜ……ヒナに、あんな嘘をついた？」

　リディヤはハレの前へとやってくると、険けわしい表情でそう訊ねてくる。

　まるで、過ちを犯した子を問いただす母のような声こわ音ねだった。

「……嘘ってなんのことだよ？」

　ハレは内心で動揺しながらも、それでも白をきろうとする。

「ついさきほど、祈りの園でヒナに言っていたことだ」

「ヒナに言っていたこと？　いやだから、なんのことだか……」




「キミは……呪いを捨ててなんていないだろう？」




　一いつ切さいの容よう赦しやなく、リディヤは核心に触ふれてきた。

「キミのジョブには、スキルを捨てる能力はない。この先、キミは【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】から逃れられない。誰も愛せず、誰とも関われず、たったひとりで生きていかねばならない。それなのに、なぜキミは……ヒナにあんな嘘をついたのだ？」

　ハレは言葉をさがすように虚こ空くうに視線をさまよわせ、やがて目をふせる。

　ごまかしきれないとわかり、観念したように肩をすくめた。

「……あいつはもう十分に悲しんできた。苦しんできた。だからこれ以上、あいつが悲しんだり苦しんだりする必要はない。僕なんかのために涙を流す必要はないんだよ」

　そして顔をあげ、ふふっと笑ってみせる。

「それに……呪いを捨てられないとは、かぎらないよ。僕はまだ一次職。おまえみたいに上級職にクラスアップすれば、呪いも捨てられるようになるかもしれない。エルドラから旅立ったら、ひとまず修行レベリングしてクラスアップを目指すつもりだよ」

　リディヤはなにかを耐たえるように唇を噛みしめ、首を振る。

「そんなのは……可能性の話だろう？　そうでない可能性のほうが高いじゃないか」

　問いつめるようなリディヤの言葉に、しかしハレはなにも言わない。

　慈愛をたたえた穏おだやかな瞳で、ただリディヤを見つめかえす。

「なぜだ……なぜキミは、ヒナのためにそこまでできる？　命を賭として戦い、あまつさえ呪いまで肩代わりして……ヒナとはまだ、一ヶか月げつやそこらの仲なのだろう？」

「そんなの僕も知らないよ」

　眉をひそめるリディヤに、ハレは言葉を続ける。

「僕だって……よくわかんないんだよ。理り屈くつで言えば、考えられる理由はいくつもあるんだ。ヒナが友達だからとか、ヒナに助けてもらった恩があるとか」

　遠い目をし、青く晴れわたる空を振りあおいだ。

「でもさ……本当に大事なのは、そこじゃない気がするんだ」

　なぜヒナを助けたか――思いあたる理由はいくつもある。だがそのどれもが嘘くさくて、本当じゃない気がした。かっこつけているだけの紛まがいもののような気がした。

　結局ハレの行動には、理由なんてないのかもしれない。やりたいようにやった結果、ヒナを助けていた。本当にただ、それだけのことなのかもしれない。

「ともかく……話がそれだけなら、もう行くぞ」

　湿しめっぽい雰ふん囲い気きに耐えかね、ハレは逃にげるように歩きだす。

　かたわらを通りすぎるとき、硬こう直ちよくしていたリディヤがあわてて引きとめる。

「待て……これを」

　ハレの胸に、ずしりと重い麻あさ袋ぶくろを押しつけてきた。

　なかをのぞきこむと、大量のソブリン金貨が入っていた。

「……ヒナとわたしを救ってくれて、ありがとう。同行して力になりたいが、呪いのこともある。代わりと言ってはなんだが、それは餞せん別べつだ」

「こ、こんなにもらっていいのか……？」

　見たことのない大金におののき、ハレは不安げにリディヤを見る。

「無論だ。それ以上のことをしてもらった。あと、これも持っていけ」

　リディヤはそう言い、筒つつ状じように丸められた高級そうな羊皮紙を渡わたしてきた。

　ハレが首をかしげていると、リディヤが言葉をつぐ。

「ワグナー商会の特別会員証だ。大陸各地には、ワグナー商会の支部がある。そこでこれを見せれば、それなりの待遇が受けられるだろう。商会経由なら、手紙も最速で届けられる。定期的に手紙をよこせ。なにかあれば、できるかぎり力になろう」

「わかった……ありがたく使わせてもらうよ」

　ハレは素直にうなずき、麻袋と羊皮紙を大切に背せ負おい袋ぶくろへといれた。

「当然だが、旅には危険がともなう。ルシアに奇き怪かいな力を与えた組織《暁の涅槃ニルヴアーナ》も、各地で暗躍していると聞く。くれぐれも気をつけてくれ」

　死闘から一夜が明け、ルシアは警務隊レンジヤーに連行された。おそらくエルドラの西、ルシャーナ監獄に収容されることになろう。ルシャーナ監獄はその堅固な守りから、通称《鉄の監獄》と呼ばれている。彼が外界に出てくることは、永遠にあるまい。

　けれど、それですべてが解決したわけではない。リディヤの言うとおり、元げん凶きようたる組織は暗躍をつづけている。気をつけるにこしたことはない。

「そ、それと……」

　リディヤはどこか言いづらそうに、言葉をつぐ。

　ハレが視線で続きをうながすと、リディヤはなぜか頬をそめてうつむいた。

「あの、な……うんとな………」

　もじもじと不審な挙動をしたあと、覚かく悟ごを決めたようにバッと顔をあげる。

「………そ、そうだ！　見ろ、空が青いぞ！」

　脈みやく絡らくのないことをのたまい、明後日の空をびしっと指さした。

　導かれるように見あげた空は、確かに青かった。

　だがそれがどうかしたのか、と訊ねようとした――その、瞬間。

「……え？」

　ちゅっ――と。ハレの頬に、やわらかいものが当たった。

　それがリディヤの唇だと気づいたのは、唇が頬から離はなれたあとだった。

「こ、これも……お礼か？」

　ハレは呆ぼう然ぜんと頬を手で押おさえ、じわじわと頬を上気させながら訊ねる。

　リディヤは顔をカッと羞恥の色にそめ、うつむいた。

「ち……違う！　したかったから…………した」

　消えいるような声をこぼし、ぷいとそっぽを向く。

　これまでの彼かの女じよとは、あまりにギャップのある愛らしい言動。一人の少女としてのリディヤの魅力に、ズキュンッ!!　とハレは脳天を撃うちぬかれた。

　殺られた――という感覚。

　そしてハレは天へとのぼる心地になり――しかし、かろうじて意識を取りもどした。

（あ、あっぶねえ……あの世に行きそうだった）

　ワグナー姉妹おそるべし。風ふ呂ろ襲しゆう撃げき事件でのヒナといい、油断ならない二人だ。

　敵にまわしたくないやつらだなあと思い、ハレはくつくつと笑った。

「な……なぜ笑う！　べ、別にいいだろう！　わ、わたしだって女だ！　キミはわたしを救ってくれた。キミのような勇ましい男に惚れるのは……む、無理からぬことだろう！」

　なにを勘かん違ちがいしたのか、リディヤは顔を真っ赤にし、暴走しはじめる。

「い、いや……自分でも、似合わぬことを言っているとは思うよ！　だ、だが……笑うことはないだろう！　わたしだって……が、がんばったのだぞ！　ずっとヒナのことばかりだったので、確かに色恋こいの経験もないが……それでも見聞きした情報をもとに、男をよろこばせるには、ちゅーが一番だと…………って、まだ話は終わってない!!」

　リディヤが暴走しているうちに、ハレは街道へと駆けだしていた。

　なにやらリディヤが叫さけんでいるが、走りだした足はもうとまらない。

「まったく……好きになったらどうすんだよ」

　微笑まじりにつぶやき、みるみるうちにリディヤを引きはなす。

　走って、走って、走りつづけていると、いつしか冒険都市の外壁も見えなくなった。

　やがて視界いっぱいに広がったのは、草原だった。

　その中心で立ちどまり、ハレは両りよう腕うでを翼のように広げた。

　陽ひは高く、空は青く、風は涼すずやかに吹いている。今日という日に旅立たねば、いったいいつ旅立つのか。そう思えるほどの、絶好の旅立ち日和だ。

（そういや、あの子にお礼言えなかったな……）

　鳥人族ハーピイの少女、リリスのことを唐突に思いだす。

　彼女がいなければ、すべてが手て遅おくれになっていたかもしれない。自分を必死にとめてくれたこともふくめ、礼を言えなかったのが心残りだった。

（まあ、またいつか会えるか……）

　なんとなくそう思い、ハレはあらためて周囲を見る。

　この草原の向こうには、不毛の砂漠が広がっている。そこには、ガルデニア七迷めい宮きゆうの一角《大金字塔ピラミツド》がある。そこが、ひとまずの目的地だった。

（……こっから、だな）

　背負った現実は、あまりに重い。顔をあげるのも困難なほどに、それはいまも巨岩のようにのしかかり、ハレの心と体を押しつぶさんとする。

　だがそれでも、ハレは笑顔で前を見る。

　そんな現実いまに耐えてでも、それでも見たい世界あすがそこにはあるから。




　そして、少年は一歩を踏みだした。

　それこそが、のちに語られる偉い大だいな英雄の第一歩だとも知らずに。







あとがき







　ファンタジーに一番必要なものってなんでしょうか？

　すごい異能力をもつ主人公でしょうか？　重厚な世界設定でしょうか？　血ち湧わき肉にく躍おどる大活劇でしょうか？　どれも必要ですが、一番ではないと僕は思います。

　一番必要なのは、かわいい女の子です。

　そう、かわいい女の子なのです！

　……え、女の子なんていらない？　ならば想像してください。

　あなたは異世界に召喚され、最強の異能力を手にしました。しかし召喚された異世界には、女の子がいません。そう、ひとりもいないのです。いるのは全身ムキムキで野太い声でウホウホとわめきちらす原げん始し人じんのごときゴリラ男たちだけです。

　そんな世界ですごい力を手にし、いったいなんになるでしょう。異能の力を発揮し、世界の頂点に立ってみますか？　不ふ毛もうですね。あなたを待つのは「ウホウホホホホ♥（兄貴マジいい男♥）」とゴリラ男たちに肛こう門もんをつけねらわれる日々だけです。

　そうなのです。

　かわいい女の子がいなければ、すべては無意味！

　男ががんばれるのは、女の子がいるからです。すごい力があっても、それに「キャーすごーい♥」と黄色い声をあげてくれる女の子がおらねばダメなのです。米国のとある研究によると、職場に女の子がいると、男の仕事効率は格段にあがるそうです。本当です。データはそろってるんです。というわけで、女の子マジ大事！

　そんな僕の想いをぶちまけたのが、本作です。

　ええ、心ゆくまでにぶちまけました。

　すごい異能力でかわいい女の子を助け、ラブラブコメコメする。そんな男のロマンを熱量マシマシでつめこんでみました。その一欠片でも読者のみなさまに感じていただけたなら、作者としてこれ以上うれしいことはありません！




　さて、ご挨拶が遅れました。浅あさ葉ばルウイと申します。

　本作で第10回ＨＪ文庫大賞銀賞を受賞し、デビューとなりました。ペンネームを略すと浅イです。今風な名前から親しみある名前となる自慢のペンネームです。

　ぴちぴちのド新人な僕ですが、すでに心は仙人並によぼよぼです。本作のハレみたいに美少女とラブコメできれば一〇歳ぐらい若返れるのでしょうが、その兆きざしは一いつ向こうにありません。なので本作に少しでも心動かされた美少女の方おられましたら、ファンレターお待ちしております。ファンレターが無理なら、ラブレターでも構いませんよ！

　……え、もっと無理？　知りません、ぜひよろしくお願いします！




　最後になりましたが、謝しや辞じです。

　はじめに、第10回ＨＪ文庫大賞の選考に関わってくださった方々、編集・営業・販売などで本作に関わってくださったすべての方々、ありがとうございます。

　さらに、いつも超的確なアドバイスをくださった敏腕編集のＮさま、一〇〇点中二〇〇点なイラストをつけてくださったイラストレーターのｐｅｒｏｓｈｉさま、本当に本当にありがとうございます。本作の最大の功こう労ろう者しやは、間違いなくお二人です。

　ご尽力くださった関係各位に、あらためて心からの敬意と謝意を。

　そしてなにより。

　本作を手にとってくださった読者のみなさまに、最大級の感謝を。




二〇一六年一二月　浅葉ルウイ
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